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本報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成 した ものであ る。
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デ ータ ベー スは、 わが 国の情 報化 の進 展上 、重要 な役 割 を果 たす もの と期待 されて い る。

今後 、 デー タベ ー スの普 及 によ り、 わが国 にお いて健全 な高度 情報化 社 会 の形 成 が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供 可能 なデ ー タベー スの整 備 は、国際 的な 情報化 への貢献 お

よび 自由 な情 報流通 の確 保 の観点 か らも必要 で ある。 しか しなが ら、現 在 わが 国で流通 し

てい るデー タベ ー スの中 でわが国独 自の ものは3割 にす ぎな いのが現状 で あ り、 わが国 デ

ー タベー スサー ビスひ いて はバ ランスあ る情報 産業 の健 全 な発展 を図 るた め には、わが 国

独 自のデー タベー スの構 築 およびデー タベー ス関連技術 の研 究開発 を強 力 に促進 し、 デ ー

タベ ー スの拡充 を図 る必要 が ある。

このよ うな要請 に応 え るため、(財)デ ー タベー ス振 興 セ ンターで は 日本 自転車 振興 会

か ら機械 工業 振興 資金 の交 付を受 けて、 デー タベー スの構築 お よび技術 開発 について民 間

企業、団 体 等 に対 して委 託 事業 を実 施 してい る。 委託事 業 の内容 は、社 会 的、経済 的、 国

際的 に重 要 で、 また地域 お よび産業 の発 展 の促 進 に寄与 す ると考 え られ て い るデー タベ ー

スの構築 とデー タベ ー ス作 成の効率 化、流通 の促進、利 用 の円滑化 ・容 易化 な どに関係 し

た ソフ トウェア技 術、 ハ ー ドウェア技 術 であ る。

本事業 の推進 に当 って、 当財団 に学識 経験者 の方 々で構成 され るデー タベー ス構 築 ・技

術開発促 進 委員会(委 員長 山梨学 院大 学教授 蓼 沼良 一 氏)を 設 置 して い る。

この 「政 府開発援 助(ODA)に 関す るデー タベー スの構築調査 」 は平成2年 度 のデ ー

タベー スの構築促 進 お よび技術開発 促進事 業 と して、当 財団が(財)日 本 国際協 力 システ

ムに対 して委託実 施 した 課題 の一 つで あ る。 この成 果が、 デー タベー スに興 味 を お持 ちの

方 々や諸 分 野 の皆様方 のお役 に立 て ば幸 いであ る。

なお、平 成2年 度 デー タベー スの構築促進 お よび技術 開発促進事 業 で実 施 した課題 は次

表 の とお りで あ る。

平成3年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ンタ ー



平成2年度 データベース構築促進1技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学 的 コメ ン トを含 む病理 デ ータベ ー スの フィー ㈱ エ ス ・ ピ ー ・オ ー

ジビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築 ㈱防災都市計画研究所

3AV/MARCの ための分類索引データベース構築 ㈱ ダ イ ンメデ ィアサ ー ビス

社 会 4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

5健 康の 自己管理と病気予防データベースの構築 ㈱ コ ン ピュー タコ ンビニエ ンス

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要 な情報のデー 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

タベース構築のための調査研究 館

7交 通事故調査データのデータベース化に関する調査 (財)日 本 自動車研究所

研究

8ア ジア太平洋交流データベ ースの課題性の研究 ㈱西日本新聞社

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提 パラシュー ト情報開発研究会

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース 札幌凸版印刷㈱

地 域 活 性 化 の構築

中小企業振興 10ネ ッ トワーク化 された地 域情 報デ ータベ ースの有効 セ ン トラル開発㈱情報図書館

なマネジメン トについての調査研究 RUKIT

11徳 島市中小商業振興データベースの構築 ㈱ ニ ュー メデ ィア徳 島

12九 州地域の人材情報データベース構築 (財)九 州産業技術セ ンター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ コム ライ ンイ ンターナ シ ョナル

ベース構築 ㈱

ll海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベ ースの整備 日本電子計算㈱

海 外
15政 府 開発援助(ODA)に 関す るデー タベ ースの構 (財)日 本国際協力 システム

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能に関する調査 ア イ ・エ ヌ ・エ ス ㈱

研究

17専 門家データベース構築事業, (財)海 外貿易開発協会

18VAN用 デ ータベ ース管理 システムの開発 シ ャー プ㈱

19レ コー ドマネ ジメ ン ト用 辞書管 理 システムの開発研 ㈱オ フィス総研

究

20建 築CAD用 拡張可 能 デ ータベ ースの プ ロ トタイプ 三菱電機㈱

作成

技 術 21先 進複 合材料 デー タベ ー ス ・プ ロ トタイ プの作成 (財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

22マ イ クロコ ンピュータの プ ログラマブル周辺デバ イ (社)日 本 システムハ ウス協会

スのデ ー タベー ス化

23書 誌デ ー タベー ス用 ダイ ナ ミック ・シソーラスの可 ㈱紀伊國屋書店

能性調査と実験



ζま じ め ζこ

わ が国 の政府開 発援 助(ODA:資 料編1参 照)は 、1977年 の第 一次 中期

目標 の設定 以来着 実 に拡大 してお り、1989年 に おけ る援助 実績 は総 額(支 出

純額 ベ ー ス)で89.6億 ドル(1兆2358億 円)と な り、初 め て援 助供 与 国中第一 位

を 占め るに至 った。 こ うしたわが国 の政府開発援助 事業 の実施 状況 、 援助実績 等

は、 各種 の資料 、報 告書等 に まとめ られ、 また主要 な実施機 関 の事 業 実績 も年報

等 の形 で公表 されて い る。 これ らの文 献情報 も広 い意 味で は一 種 の デー タベー ス

と言 え よ う。 しか しな が ら、 関係各機 関 ・各団体 が個 別 に保 有 して い る援助 実施

情報 や途 上 国 に関す る種 々の基本情報 の相互利 用 にっ いて は、現在 の ところ必ず

しも十 分 に行 なわ れて い るとは言 えず、各機 関毎 に保 有す る情報 の利 用が 中心 と

な って お り、 これ らの一元 的 な利用 体制 は整備 され て いない状況 にあ る と言 えよ

う。 こ うした中 で、近年 に おけ る開 発途上 国か らの わが国 に対 す る援 助要請 は多

様化 しつ つあ り、技 術 移転等 の内容 も高度 化す る傾 向 にあ る。 従 って今後、 わ が

国の政 府開 発援助 を よ り一層効 果的、効 率的 に実施 してい くため に は、適切 な デ

ー タベ ー スを編成 し、 関連情報 の整 備 と相互利用 を促進す る ことが 重要 な課題 で

あ る。

当 財団 と して は、本 件 データベー ス構 築調査 にあた り関 係機 関 にお ける、 コ ン

ピュー タを活用 した情 報の整備 と相 互利 用状況 の把 握 を念 頭 に置 き、 外務 省、国

際協 力事業 団 を中心 とす る、 わが国 の政 府開発援助 関係機 関 に おけ る システムの

概 要 調査 を実施 し、 その利用状 況を把握 す る ことと した。 この結果、 総 合的 かっ

大 規模 なデー タベー ス システ ムの編 成 にっ いて は関 係省庁 、 国際協 力事業 団 が中

心 とな って これを行 な うこ とが適 当 であ る との見地 か ら当財団 と して は、 当面 の

業 務処 理 に中心 を置 き、最 も優 先度 が高 くかっ、情 報処理 システム の構築効 果が

大 き い と考 え られ る部 分か らシステム編 成 を行 うこ とが効果 的 であ るとの結論 に

達 した。 この結 果、 デー タベー スの編成 にあた って は二 国間贈 与事 業 の うち資機

材 供 与事業 に関 わ る情 報 の整備 を図 り、 業務情報 デ ー タベ ー スを構 築 す るため の

基 本 構想 を策定 す る ことと した。

本 調査 お よび基 本構 想案策定 にあ た って は、学識 経験 者、 関係機 関 代表 者か ら

な る 「政府 開発 援助(二 国 間贈 与)に 関す るデー タベー ス構 築調査 検 討委 員会 」

を設 け、 ニー ズの取 りまとめ とデー タベー スのあ るべ き姿 にっ いて詳 細 な検討 を

行 な い、 そ の結 果 を本 報告書 と して取 りま とめ るこ とと した。

調 査 の過 程 で貴重 な資料 を提 供 して いた だいた関係各 機関 ・団 体 お よび ご協 力

して いただ いた各委員 を始 め関 係者各 位 に深 く謝意 を表 す る次第 で あ る。

平成3年3月

財団法 人 日本 国際 協 力 システ ム
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1.調 査 お よ び 委 員 会

1.1目 的

本 調 査 の 目 的 は、 わ が 国 の政 府 開 発 援 助 事 業 を よ り効 果 的 ・効 率 的 か つ 肌

理 細 か に 実 施 し て い く うえ で、 情 報 処 理 の 側 面 か ら関 係 各 機 関 ・団 体 に お け

る事 業 実 施 や 途 上 国 に 関 す る 種 々 の 基 本 情 報 の整 備、 利 用 状 況 を 把 握 し、 そ

れ ら の 情 報 を 関 係 各 機 関 が 相 互 に利 用 す る こ との 可 能 性 を 調 査 し、 あ わ せ て

当 財 団 を 中 心 と す る情 報 シ ス テ ム ネ ッ ト ワー ク化 基 本 構 想 に っ い て 検 討 す る

こ と と した も の で あ る。

1.2実 施 体 制

当 該 調 査 の 目 的 を 達 成 す る た め、 以 下 の 委 員 か らな る、 「政 府 開 発 援 助(

二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス 構 築 調 査 検 討 委 員 会 」 を 組 織 した。 委 員

会 で は、 全 体 の 方 針 ・計 画 の調 整 お よ び 基 本 構 想 案 に っ い て の 討 議 を 行 な っ

た。 ま た、 当 委 員 会 の下 に実 務 作 業 を担 当 す る小 委 員 会 を 設 け、 必 要 な 資 料

等 の 作 成 作 業 を 行 な った。

な お、 当 委 員 会 の 事 務 局 は、 財 団 法 人 日本 国 際 協 力 シ ス テ ム に 置 い た。

政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス構 築 調 査 検 討 委 員 会

委 員 長

副委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

慶 雁 義 塾 大学 教授

経 済学 部 長

国 際協 力 事業 団

国 際協 力 総 合研 修所 国 際 協 力専 門員'

外 務省

経 済協 力 局 技 術 協 力課 企 画官

外 務省

経 済協 力 局 無 償 資金 協 力 課 審 査官

(平 成3年1月15日 よ り国際 協 力事 業 団

国 際協 力総 合 研修 所 人 材養 成 課 課 長)

国 際協 力 事業 団 総 務 部 総務 課 課 長

(平 成3年1月15日 よ り国際 協 力事 業 団

研修 事 業部 部 長)

国 際協 力 事業 団

企 画部 地域 第 一 課 課 長

国 際協 力 事業 団

調 達部 管理 課 課長

国 際 協力 事業 団

無 償 資金 協 力業 務 部 計 画課 課 長

鳥 居 泰 彦

高 橋 正 義

鈴 木 重 之

神 田 道男

諏訪 龍

桜 田 幸 久

後 藤 亮 之 助

後 藤 洋

一1一



委 員

委 員

オ ブ ザ ー バ

財団 法人 日本 国 際 協力 シ ステ ム

業務 部 機 材課 課長

財団 法 人 日本 国 際 協力 シ ステ ム

業務 部 無 償促 進 業務 課 課 長

外 務 省

経 済 協 力 局 無 償 資 金 協 力 課 審 査 官

(平 成3年1月15日 よ り)

加 藤 辰 三

西端 則夫

中村 三樹 男

(小 委 員 会 メ ン バ ー)

小 委 員 長

小委 員

小 委員

小 委 員

小 委 員

小 委 員

小 委員

財 団 法 人 日本 国 際 協 力 シ ス テ ム

専 務 理 事

国 際 協 力 事 業 団

総 務 部 情 報 管 理 課 課 長 代 理

国 際 協 力 事 業 団

国 際 協 力 総 合 研 修 所 技 術 情 報 課 課 長 代 理

NTTデ ー タ 通 信 ㈱

第 一 公 共 シ ス テ ム 事 業 部 担 当 部 長

NTTデ ー タ通 信 ㈱

第 一 公 共 シ ス テ ム 事 業 部 担 当 次 長

財 団 法 人 日本 国 際 協 力 シ ス テ ム

総 務 部 企 画 調 整 課

財 団 法 人 日本 国 際 協 力 シ ス テ ム

総 務 部 企 画 調 整 課

小 澤 大 二

生 井 年 緒

野 村 昌弘

小 澤 純 理

栗 元 敏 夫

川 上 宣 彦

長 谷 川 庄司

(事 務 局)

財 団 法人 日本 国際 協 力 シ ス テ ム

総務 部企 画調 整課 課長

課員

伊 藤 嘉一

川 上 宣彦

長 谷 川 庄 司
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1.3実 施 経 過 ・実 施 内 容

本 調 査 は、 わ が 国 の 政 府 開 発 援 助 に 関 す る情 報 の 整 備 利 用 状 況 を 把 握 す る た め

に 外 務 省、 国 際 協 力 事 業 団 を 中 心 に、 わ が 国 の 政 府 開 発 援 助 の うち、 主 と して 二

国 間 贈 与 事 業 の 実 施 機 関、 団 体、 一 部 企 業 に対 す る ヒ ア リ ン グ調 査 に重 点 を 置 き

実 施 した。 調 査 検 討 委 員 会 で は、 全 体 の 方 向性 の 立 案 と調 整 お よ び 基 本 構 想 案 の

討 議 を 行 な い、 小 委 員 会 で 実 務 作 業 を 担 当 し、 調 査 結 果 の 取 り ま と め や 資 料 の 作

成 に あ た った。

調 査 お よ び検 討 委 員 会 の 実 施 経 過 と内 容 は 次 表 の 通 り。

実 施 年 月 日

平 成2年

10月4日

10月15日

～

11月8日

11月29日

実 施 内 容

政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

構 築 調 査 第 一 回 検 討 委 員 会 開 催

(主 な 審 議 内 容)

・開 催 主 旨 説 明

・基 本 コ ン セ プ トの 明 確 化

・調 査 方 法 の 検 討

・委 員 会 ス ケ ジ ュー ル

ヒア リ ン グ調 査 の実 施

・外 務 省 経 済 協 力 局

・国 際 協 力 事 業 団

・財 団 法 人 日本 国 際 協 力 シ ス テ ム

・そ の 他

(財 団 法 人 国 際 協 力 推 進 協 会 、

ヤ マ ト科 学 ㈱ 海 外 プ ロ ジ ェ ク ト本 部 、

キ ャ タ ピ ラ ー エ ム ・ エ イ チ ・ア イ マ ー ケ テ ィ ン

グ ㈱)

小 委 員 会 ・勉 強 会

(主 な 内 容)

・デ ー タ ベ ー ス の 保 守 管 理 に つ い て
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12月20日

目

平 成3年

1月29日

政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

構 築 調 査 第 二 回 検 討 委 員 会 開 催

(主 な 審 議 内 容)

・調 査 結 果 報 告 ・検 討

・政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ム 化 基 本 構 想(案)の 方 向 付 け

ヒア リ ン グ調 査 の 実 施(追 加 分)

総 務 庁 行 政 管 理 局、 外 務 省 経 済 協 力 局

政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

構 築 調 査 第 三 回 検 討 委 員 会 開 催

(主 な 審 議 内 容)

・政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ム化 基 本 構 想(案)の 審 議

政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

構 築 調 査 第 四 回 検 討 委 員 会 開 催

(主 な 審 議 内 容)

・報 告 書 の 確 認 ・読 み 合 わ せ

一4一



1.4調 査 結 果

1.4.1整 備 状 況 、 シ ス テ ム 化 の 現 状

(1)外 務 省(経 済 協 力 局)に お け る経 済 協 力 情 報 管 理 シ ス テ ム

現 在 、 外 務 省 経 済 協 力 局 内 で 計 画 中 お よ び 一 部 運 用 中 の シ ス テ ム の 概 要 は

以 下 の と お り で あ る。 現 在 の と こ ろ 情 報 の 利 用 者 は 部 内 に 限 ら れ て い る。

(a)実 施 案 件 情 報 の 整 理 ・分 析 の た め の シ ス テ ム

① 評 価 検 索 シ ス テ ム

光 デ ィ ス ク を 使 用 し た 省 ス ペ ー ス化 、 資 料 検 索 。

② 二 国 間 援 助 案 件 検 索 シ ス テ ム

各 案 件 の 体 系 的 管 理 、 案 件 の 分 野 別 抽 出 。

5形 態(有 償 資 金 協 力 、 無 償 資 金 協 力 、 プ ロ ジ ェ ク ト方 式 技 術 協 力 、

小 規 模 無 償 援 助 、 開 発 調 査)に カ テ ゴ リー 分 け し、 案 件 の 概 要 を 参 照

で き る。 登 録 は原 則 と して1年 に1回 を 予 定 。

(b)情 報 の 収 集 ・分 析 力 強 化 の た め の シ ス テ ム

①DAC諸 国 に お け る 経 済 協 力 実 績 検 索 シ ス テ ム

(援 助 供 与 国 、 受 取 国 ベ ー ス)

DAC諸 国 の 援 助 統 計 、 デ ー タ 管 理 、 関 連 デ ー タ の 迅 速 な 処 理 と 提 供 。

②CRS(CrediterReportingSystem)統 計 変 換 シ ス テ ム

DACテ ー ブ ル の 変 換

③ わ が 国 のODA実 績 集 計 、 機 関 別ODA実 績 集 計 管 理

(c)経 済 協 力 実 績 の 提 供(検 討 中)

DAC諸 国 経 済 協 力 実 績 検 索 、 提 供 シ ス テ ム

(d)関 係 機 関 と の 連 携 の た め の シ ス テ ム

①DACオ ン ラ イ ン化

DACの デ ー タ ベ ー ス の 参 照 、 電 子 メ ー ル で の 事 務 の や り と り。

②JICAオ ン ラ イ ン化

資 料 の 相 互 検 索

(e)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

H2050ハ ー ドデ ィ ス ク200MB

光 デ ィ ス ク(日 立HitFile)

端 末H2020タ ッ チ パ ネ ル付 き

(2)国 際 協 力 事 業 団(JapanInternationalCooperationAgency)の シ ス テ ム

JICAに お い て は す で に 汎 用 機 を 設 置 し、 技 術 協 力 事 業 を 中 心 と す る各

業 務 処 理 を 始 め 、 予 算 総 合 管 理 、 人 事 ・給 与 計 画 等 に っ い て は シ ス テ ム 化 さ

れ て い る。 今 回 の 調 査 で は、 本 調 査 に 特 に 関 連 す る、 以 下 の 内 容 に つ い て 調

査 を 行 な っ た 。
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(a)JICA戦 略 情 報 シ ス テ ム に つ い て

① 向 こ う4ケ 年 計 画 でSIS(戦 略 情 報 シ ス テ ム)を 構 築 して い く。

② 平 成2年 度 は、 以 下 の 項 目 に つ い て 基 礎 調 査 研 究 を お こ な い 報 告 書 を

ま と め る。

・経 営 戦 略 目 標 を 設 定 ・明 確 化 してJICAの あ る べ き 姿 を 探 る。

・資 源(人 、 物 、 資 金 、 情 報)の 分 析 、 外 部 環 境 の 分 析 を 行 な う。

(b)コ ン サ ル タ ン ト情 報 検 索 シ ス テ ム

① 処 理 概 要

イ.登 録 コ ン サ ル タ ン ト会 社 ・・・… 一 ・・・・・… 現 在600社

ロ.デ ー タ の ア ッ プ デ ー ト

毎 年1回 各 社 か ら提 供 の あ っ た 入 力 デ ー タ も と に、 入 力 を 行 な っ

て い る。

ハ .コ ン サ ル タ ン ト選 定 委 員 会 に あ た っ て の 提 出 資 料 の 作 成 を 行 な う。

二.統 計 資 料 は 、 デ ー タ を ホ ス トマ シ ン に 転 送 し、 ホ ス トマ シ ン上 で

処 理 す る。

② シ ス テ ム 構 成

ホ ス ト サ ー バ ク ラ イ ア ン ト

HITAC

M-660D H2020

(WS)

H2050

(WS)

一

統計資料
♂

1 1

臼
(C)専 門 家 シ ス テ ム

現 在 、 フ ェー ズ1、 フ ェ ー ズllの 予 定 で シ ス テ ム 更 改 を お こ な って い

る。

・ フ ェ ー ズ1:派 遣 前 事 務 処 理 シ ス テ ム ・・・・・・・・・・・・・… 稼 働 開 始

・ フ ェ ー ズn:経 費 計 算 シ ス テ ム+派 遣 中 の 事 務 処 理 ・… 開 発 中

(特 徴 お よ び 概 要)

・ 画 面 フ ォ ー マ ッ ト を テ ー ブ ル 化 し 、 プ ロ グ ラ ム の 小 量 化 が 図 れ 、

フ ォ ー マ ッ ト 変 更 に 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。

・ 書 類 の 自 動 作 成 。

・ エ ン ド ユ ー ザ は 、 各 事 業 部
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・端 末 台 数

・専 門 家 登 録 数

(効 果)

・事 務 処 理 の省 力 化

・事 務 の進 捗 状 況 管 理

・専 門 家 の個 人 情 報 検 索

20台

1600人

(d)そ の 他 の シ ス テ ム

① 人 材 デ ー タベ ー ス(研 修 員 、専 門 家 、調 査 団 、協 力 隊 、コンサルタント)

② 無 償 資 金 協 力 実績 要 覧(JICA担 当 分)

③ 実 績 デ ー タベ ー ス(国 別 、 地 域 別、 事 業 形 態 別)

④ 機 材 供 与 事 業 統 計(年 報)

⑤ 累 積 実 績 表(単 独 機 材等)

⑥ 現 況 調 査 表

⑦ 研 修 員 受 入 シス テ ム、 研 修 セ ン タ ー宿 泊 管 理

⑧ 予 算 管 理 総 合 シス テ ム

(3)IDRIS(lntegratedDevelopmentResearchlnformationSystem)

の 利 用(国 際 協 力 事 業 団 国 際 協 力 総 合 研 修 所 内)

(a)概 要

国 際 協 力 総 合 研 修 所 で は、 昭 和63年 度 か ら海 外 情 報 協 力 業 務 を 開

始 した が 、 そ の 一 貫 と して カ ナ ダ の 国 際 開 発 研 究 セ ン タ ー(IDRC

:lnternationalDevelopmentResearchCenter)が 運 営 す るMINI

SIS/IDRISデ ー タ ベ ー ス を 導 入 し、 主 要 援 助 機 関 と の 情 報 協

力 を 実 施 し て い る。

①MINISIS(Mini-lntegratedSetofInformationSystem)は

IDRCに よ っ て 開 発 され た 情 報 検 索 用 デ ー タ ベ ー ス ・ ソ フ トウ ェ

ア でHP3000シ リー ズ の ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ で 稼 働 す る。 主 に

書 誌 的 文 献 検 索 用 に 利 用 さ れ て い る。

②IDRISは 、MINISISを 利 用 した 研 究 開 発 援 助 の プ ロ ジ ェ

ク ト情 報 デ ー タ ベ ー ス で 、1983年 にIDRCが 中 心 に な っ て カ

ナ ダ で 開 発 さ れ た 。IDRISの 下 記 の 援 助 機 関 が 途 上 国 で 実 施 し

て い る 研 究 協 力 プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 が デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ て い る。

③IDRISで 検 索 で き る 内 容

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト情 報 に関 す る、a)援 助 機 関 名 、 共 同 援 助 機 関 名 、

b)対 象 分 野 、 研 究 テ ー マ 、 キ ー ワ ー ド、c)援 助 予 算 額 、 援 助 機 関 、

進 捗 状 況 、d)援 助 受 入 機 関 名 、 研 究 者 名 、 住 所 、e)プ ロ ジ ェ ク トの

概 要 。

④IDRIS情 報 提 供 機 関

IDRC(カ ナ ダ)、BOSTID(米:BoardonScienceand
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TechnologyforlnternationalDevelopment)、SAREC(ス ウェー

テ'ン:SwedishAgencyforResearchCooperationwithDeveloping

Countries)、IFS(ス ウェーデ ン:lnternationalFoundationfor

Science)、GATE(ト'イ ッ:GermanAppropriateTechnology

Exchange.GTZ)、NUFFIC(オ ランタ':NetherlandsUniversities

FoundationforCooperation)、UNU(国 連:UnitedNations

University)、ACLAR(オ ース トラリア:AustralianCentrefor

InternationalAgriculturalResearch)、JICA

⑤JICAで は 、 プ ロ ジ ェ ク ト 情 報 の 他 に 以 下 の 情 報 も 提 供 し て い る 。

・JICAサ ー ベ イ(開 発 調 査)・JICAビ ブ リ ッ ク(文 献 情

報)

⑥ 会 費(IDRISに 対 す る 年 会 費)・ ・ ・・・・ ・・ ・・ ・… 一 ・・25万/年

⑦ 蓄 積 デ ー タ 量 ・… ・・… … ・… ・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・…6000件

(内JICA分 が500件)

(b)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 概 要

① シ ス テ ム 構 成

ビ ュ ー レ ッ ト ・ パ ッ カ ー ドHP3000

只 翻
印1ト

`

:
ン ソ ー ル:

タ ー ミナ ル

磁気 テープ装置

デ ィスク記憶装置

中 央 処 理 装 置

Micro

3000XE,4MB

国際 通 信回線 に

よる カナ ダ との

オ ンライ ン化

『

高速印字装置

巴

ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ンVectra.D

(国 際 協 力 セ ン タ ー 内 ネ ッ ト ワ ー ク)
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}

② シース テ ム 概 要

イ.年1回 、 カ ナ ダ のIDRCか ら 送 ら れ て き た 磁 気 テ ー プ で 、 デ ー タ

の 更 新 を 行 な う 。

ロ.必 要 に 応 じ て 、 カ ナ ダ と の オ ン ラ イ ン 接 続 を し 、 最 新 デ ー タ の 検 索

が 可 能 。

ハ .現 在 の デ ー タ 容 量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… … ・・・・・…10MB

二.来 年 度 は 、 国 内 に お い て オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス を 開 始 す る 予 定 。 端 末

は 、 一 般 の パ ソ コ ン でOK。

③ 出 力 サ ン プ ル

資 料 編 参 照

(4)APICOS(財 団 法 人 国 際 協 力 推 進 協 会(APIC))

APICOS(ア ピ ック・オンライン・システム)は 、 財 団 法 人 国 際 協 力 推 進 協 会(AP

IC)に お い て 、 外 務 省 の 情 報 公 開 促 進 事 業 の 一 環 と して 開 発 さ れ た。

(a)APICOS情 報 の 概 要

①APIC情 報

イ.桑i摸i裂i違 ・・・・… ■i・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 昭 和60年 以 降 の 情 報

わ が 国 の 無 償 資 金 協 力 、 有 償 資 金 協 力 の 全 案 件 に 関 す る交 換 公 文

の 概 要 お よ び 全 文

ロ.プ レ ス情 報

外 務 省 報 道 課 が 作 成 す る プ レ ス リ リー ス の 全 文

ノ 、
.

ア ジ ア 、 中 近 東 、 中 南 米 、 ア フ リ カ な ど の 開 発 途 上 国 の ほ か 、 西

欧 、 東 欧 な ど を 含 め た 各 国 の 政 治 、 経 済 、 対 日関 係 な ど に つ い て

の 現 地 情 報

二 .経 済 協 力 案 件 シ ー ト・・・・・・・・・・・・・・・・・… 昭 和62年 以 降 の 情 報

無 償 資 金 協 力 、 有 償 資 金 協 力 、 技 術 協 力 、 開 発 協 力 な ど の 経 済 協

力 実 施 案 件 に つ い て の 個 別 情 報 の 提 供 サ ー ビ ス

ホ.i・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…1シ ー ト/国

各 国 の 政 治 、 経 済 、 対 日 関 係 な ど を 一 覧 に ま と め た コ ン パ ク トな

基 本 デ ー タ

へ .外 務 省Who'sWho・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 役 職 で 検 索

外 務 省 主 要 職 員 の 略 歴 に つ い て の 概 要 デ 一 夕

ト.経 済 協 力 評 価 シ ー ト

無 償 資 金 協 力 、 有 償 資 金 協 力 、 技 術 協 力 、 開 発 協 力 な ど の 経 済 協

力 に っ い て の 評 価

※ 網 捲 繊 は 、FAXサ ー ビ ス も 行 な って お り、 要 求 に 応 じ て 詳 細 情 報

をFAXで 送 信 。

② 文 献 情 報
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イ.APIC出 版 情 報

APICお よ び 外 務 省 が 出 版 した文 献、 資 料 の概 要 紹 介

ロ.経 済 協 力 関 係 機 関 出 版 情 報

国 内 の経 済 協 力 関 係 機 関 が 出版 した文 献、 資 料 の概 要 紹 介

ハ.国 際 機 関 出版 情 報

各 種 の国 際 機 関 が 出 版 した 経 済 協 力 関連 に関 連 す る 文 献 、 資 料 の

概 要 紹 介

(b)シ ス テ ム 概 要

① デ ー タ 量 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・ ・…3万 件

② デ ー タ 量 増 加 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・ ・…300件/月

③ 会 員 制 ・・ ・・ ・・ ・…17社

建 設 、 船 会 社 、 銀 行 、 商 社 、 コ ン サ ル 等

④ ア ク セ ス 頻 度 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・…10社/月

3時 間/社 ・ 月

⑤ サ ー ビ ス 開 始 ・・・・ ・・ … 一 ■■■・ ・・ ・・・・ ・・ ・… 元 年6月

⑥ デ ー タ の 維 持 ・・・・・・ ・・ ・・ ・・・…2回/週

外 部 に デ ー タ 登 録 を 委 託

⑦ 提 供 情 報 は 、 全 て 公 開 情 報 の み で あ る 。

⑧ 端 末 操 作 は 、HELPキ ー を 押 下 す る 事 で コ ー ド 一 覧 が 表 示 さ れ 、 マ

ニ ュ ア ル レ ス で 操 作 が 可 能 。

(c)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 構 成

ホ ス

コンピ ズ タ

HL/70

電 話網

日立

東 芝

日電 一

(d)出 力 サ ン プル

資料 編 参 照
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(5)JETROACE(日 本 貿 易 振 興 会)

日本 貿 易 振 興 会(JETRO)は 、 わが 国 の 貿 易 に関 す る事 業 を総 合 的 か

つ 効 率 的 に実 施 す る こ と を 目的 に して お り、 そ の事 業 は、 海 外 経 済 調 査 、 海

外 経 済 情 報 提 供 、 海 外 広 報 展 示 、 発 展 途 上 国貿 易 促 進 協 力 、 市 場 国 際 化 お よ

び 産 業 協 力推 進 、 特 定 業 種 別 貿 易振 興 お よ び海 外 事 業 活 動 円滑 化 促 進 相 談 、

海 外 施 設 運 営 等 、 広 範 な 分 野 に わ た っ て い る。

(a)JETROACEの 概 要

① 日本 を 含 む世 界102カ 国(地 域)の 国 別 経 済、 貿 易 、 投 資 情 報 を ジ

ェ トロ分 類 に基 づ きで約160項 目 に整 理 して い る。

②60カ 国80ヵ 所 の ジェ トロ海 外 事 務 所 か ら送 られ て く る報 告 と現 地

統 計 、 現 地 資 料 を 主 体 に 作成 し、 常 時 更 新 して い る。

③ 「文書 情 報 」 と 「統 計情 報 」 で 約1万7千 件(画 面 数 に して 約8万)

を収 録 し、 「統 計 情 報 」 には 「出所 ・参 考 」 が 付 して あ る。

④ ジ ェ トロ ・エ ー ス の サ ー ビス会 社(日 本 電 気 ㈱、 富 士 通 エ フ ・ア イ ・

ピー㈱ 、 ㈱ 平 和 情 報 セ ン ター)の 全 国 ネ ッ トワー クを通 じて 国 内 ど こ

で も利 用 可 能。

(b)項 目(下 線 は経 済 協 力 関 係 デー タ 項 目)

A日 本 との経 済 関 係

A1日 本 との 貿 易A2日 本 との 投 資 交 流

A3日 本 の経 済 協 力

(日 本 の経 済 協 力 概 況 、 政 府 ベ ー ス経 済 協 力 、 民 間 ベー ス経 済

協 力 、 技 術 協 力 、 大 型 経 済 協 力 プ ロ ジ ェ ク ト)

A4対 日通 商 関 係

B国 内 経 済

B1経 済 構 造 ・経 済 動 向B2GNP・GDP

B3物 価 ・生 産 指 数B4家 計B5労 働

C貿 易 ・国 際収 支 ・対 外債 務

C1貿 易C2主 要 品 目別 輸 出 入

C3主 要 国 別 ・地 域 別輸 出 入C4国 際 収 支 ・対 外 債 務

C5為 替 相 場

D経 済 ・財 政 ・金 融 政 策 ・経 済 計 画 ・経 済 見 通 し

D1経 済 政 策D2財 政 政 策D3金 融 政 策

D4経 済 計 画 ・開発 計 画D5経 済 見 通 し

E投 資 ・経 済 協 力

E1対 外 投 資E2投 資 の受 け入 れ

E3対 外 経 済 協 力

(・"r・ 。1・

E4経 済 協 力 の 受 け入 れ

(経 済 協 力 受 け入 れ概 況 、 国別経 済協 力 の受 け入 れ)

)
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F産 業 ・資 源 ・エ ネ ル ギ ー

Fl農 ・林 ・水 産 業F2鉱 業F3製 造 業

F9資 源 ・エ ネ ル ギ ー

G投 資環 境 ・外 資 政 策

G1投 資 環 境G2外 資 受 け入 れ 制 度

H貿 易 ・為 替 管 理 制 度

H1貿 易 ・為 替 管 理 制 度

J基 礎 事 項

J1一 般 事 情J2政 治J3文 化 ・社 会J4そ の他 一 般

L機 関 ・団 体

L1現 地 機 関L2日 系 機 関L3在 日機 関

(6)JOIS(JICSTOn-lineInformationSystem)

日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー(JICST)

JICST(TheJapanlnformationCenterofScienceandTecnology)

は、1976年4月 よ りJOISサ ー ビ ス を 開 始 し、 世 界 の 科 学 技 術 情 報 を

収 集 、 処 理 、 提 供 す る こ と に よ り、 わ が 国 の 科 学 技 術 の 進 行 、 産 業 の 発 展 に

寄 与 して い る。 開 発 途 上 国 へ の 技 術 移 転 、 資 機 材 の 供 与 に つ い て は こ れ ら の

技 術 情 報 が 不 可 欠 で あ る た め 、 今 後 の さ ら な る 利 用 の 促 進 が 望 ま れ る。

(a)JOISの 概 要

① オ ン ラ イ ンで 科 学 技 術 に 関 す る 各 種 デ ー タ ベ ー ス を 検 索 す る シ ス テ ム。

②2千 万 件 を 超 え る科 学 技 術 に 関 す る 文 献 情 報 、 新 聞 情 報 、 研 究 課 題 情

報(ク リ ア リ ン グ 情 報)を 収 録 して い る。

③ 公 衆 回 線 ま た はDDX-TP回 線 を 通 し て 利 用 で き る。 全 国10ヵ 所

に 公 衆 回 線 用 ア ク セ ス ポ イ ン トを 持 って い る た め、 全 国 ど こ か らで も

手 元 の 端 末 機 と接 続 可 能

④ 日本 語 シ ス テ ム

⑤ 会 話 型 シ ス テ ム の た め 、 検 索 時 に 試 行 錯 誤 が で き る。

⑥ 著 者 名 、 所 属 機 関 名 、 雑 誌 名 な ど、 検 索 項 目 が 豊 富 。

⑦ 検 索 方 式 が 多 機 能 。 近 接 演 算 、 マ ル チ フ ァ イ ル 検 索 等 。

(b)デ ー タ ベ ー ス

①JICST科 学 技 術 文 献 フ ァ イ ル

②JICST科 学 技 術 研 究 情 報 フ ァ イ ル

③JICST・ 医 中 誌 国 内 医 学 文 献 フ ァ イ ル

④JICST科 学 技 術 医 学 文 献 フ ァ イ ル(英 文)
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JOISデ 一 夕 ベ ー ス 一 覧 】990年4月 現 在

プアイル 名 収 録 期 間 収録件数 増 加 件 数 対 象 分 野 内 容

J

l

C

S

T

系

」ICST料 学 技術

文献 フ ァイル
1975年4月 ～現 在 約670万 件 約60万 件/年 科学技術全般

」ICST発 行 の「科学 技術 文 献速 報」に対 応す る文 献 情 報、

お よび公 共機関 等 で発行 され る不定 期 刊行物。

j1CST{斗 学 技術

研 究情 報フ ァイル
1982年 ～現 在 約5万 件 約3万 件/年 科学技術全般

日本 国内 の 公共 試験 研究 機関 約650機 関 の 研 究 テー マ情

報。

戊1(ST・医中淀国内

医学文献 フ ァイル
1981年4月 ～現 在 約150万 件 約22万 件/年

医 学 ・

生 物 科 学
医学関連分野の国内誌を対象とする文献情報。

躍 ㍊ 碧㌣.
`択…文)

1985∫F1月 ～現 在 約91万 件 約20万 件/年 科学技術全般
医学 を含 む科学 技術 全般の 国 内誌 を対 象 とす る英 文デ ー

タベ ー ス.

国

内

日刊工 業産 業

情報 フ ァイル
1983年4月 ～現 在 約16万 件 約3万 件/年 科学技術全般

日刊工業新聞に掲載された新製品 ・新技術開発に関する

新聞記事情報。

食品産業

情報 フ ァイル
1985年4月 ～現在 約2.2万 件 約4千 件/年 食 品

食品産業センターが作成す る食品産業に必要な実用的記

事の文献情報。

大阪市都市工学

情報ファイル
1970年 ～現在 約8千 件 約1千 件/年 都 市 工 学 大阪市の蓄積 した都市に関する文献情報。

導

入

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

MEDLINE医 学

文献 フ ァイル
1972年1月 ～現在 約505万 件 約30万 件/年 医 学 ・薬 学

米 国国 立 医学 図 書 館(NLM)発 行 の「1ndexMedicus」 誌

に対 応す る文 献情 報。

TOXLINE毒 性

文献 フ ァイル
1977年1月 ～現在 約110万 件 約18万 件/年 毒 物 学

「lndexMedicus」
、 「BiologicalAbs【racts」 な どか ら毒

物 に 関 す る情 報 を 抜 ⇔ し た 文 献 情 報 。

CANCERLIT

癌 文献 ファ イル
1963年1月 ～現在 約72万 件 約6万 件/年 癌 全 般

米 国 国 立 癌 研 究 所(NCDの 「CancerTherapyAbst.」
「CarcinogenesisAbst .」誌 等 に 対 応 す る文 献 情 報 。

EMBASE医 学・

薬学文 献 ファ イル
1980年1月 ～現在 約264万 件 約26万 件/年 医 学 ・薬 学

オラ ンダのExcerptaMedica44誌 と2つ の 索引 誌に 対応

す る文献 情報 。

INIS原 子 力

文献 フ ァイル
1972年1月 ～現在 約136万 件 約9万 件/年 原 子 力

国際 原子 力機 関(IAEA)の 「INISAtomindex」 誌 に対

応 す る文 献情 報.

1RRD

道路文 献 ファイル
1981年1月 ～現在 約14万 件 約1.5万 件/年 道 路

IRRD加 盟 国(20か 国)よ り提 供 され る道 路 に関 す る情 報

をOECDで デー タベ ー ス化 した文献 情報。

1NFOTERRA

環境情報源プアイル
約5.4千 件 年2回 更新 環 境

国 連環境 計画(UNEP)に よって運 営 され、環 境に 関す る

情 報が ど こで入手 で きるか を知 らせ る。

JOIS検 索補助 デー タベ ー ス

デ ー タベ ー ス 名 内 容

JICST資 料 所蔵

目録 ファイル

「JICST資 料所蔵 目録」をデー タベー ス化 した もの で、雑 誌名やISSN、CODEN等 か らこの フ ァ

イルに よってJICST資 料番号 がわか る。

MeSH医 学 用語

ファイル

NLM系(MEDLINE医 学文献 、TOXLINE毒 性文 献、CANCERLIT癌 文 献)7ア イルに使 用

され てい る統制語 キー ワー ドが収 録 されてい る。NLM系 フ ァイル を検 索す る時 の キー ワー ド

選 択 に利用 できる。

MALIMET

用語 ファイル

EMBASE医 学 ・薬学 文献 ファイルに使用 され てい る統制 語 キー ワー ドが収録 されてい る。

EMBASEフ7イ ルを検索す る時 の キー ワー ド選 択 に利用 でき る。 なお、冊子体(シ ソー ラス)

は、刊 行 され てい ない。

*EMBASESsよ びMALIMETはESPBVIExcerptaMedicaの 登口商 標 です。

(7)そ の他 の機 関

上 記 の機 関 の 他 に、 経 済 協 力 情 報 の デー タ ベ ー ス な らび に コ ン ピ ュー タ 処

理 は、 大 蔵 省 、 通 産 省、 経 済 企 画 庁 等 の各 省 庁 な らび に経 済 協 力 基 金 、 国 際

交 流 基 金、 海 外 技 術 者 研 修 協会 、 ア ジ ア経 済 研 究 所 等 の 関 係 機 関 な らび に 日

本 輸 出入 銀 行、 日本 興業 銀 行 、 東 京 銀 行等 の 金 融 機 関 、 三 井 物 産、 三 菱 商 事

等 の 商社 、 メ ー カ等 の民 間 企 業、 慶 雁 大 学 等 の 大 学 に お い て、 そ れ ぞ れ シ ス

テ ム が稼 働 して い る と見 られ る。
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1.4.2調 査 に お け る 意 見 ・要 望 事 項

前 記 各 機 関 の 調 査 結 果 な ら び に 検討 委 員 会 に お け る、 本 件 デ ー タ ベー スの 構

築 に あ た って の各 委 員 の意 見 を と りま とめ る と次 の とお り とな る。

委 員 会 と して は、 包 括 的、 総 合 的 な デ ー タ ベ ー スを 一 挙 に編 成 す る こ と よ り、

実 効 性 の高 い デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を開 発 し、 これ ら の有 効 性 を確 認 しっ つ 総

合 的 な シ ステ ム編 成 の 向 か うべ き で あ る と の結 論 に達 し、 以 下 の シ ステ ム に つ

い て 検 討 を行 な う こ と と した。 資 機 材 シ ス テ ムは、 わ が 国 の 無 償 資 金 協 力 な ら

び に 技 術 協 力事 業 に共 通 す る基 礎 を有 して お り、 政 府 な らび に関 係 機 関、 民 間

を 含 め、 情 報 の 一 部 共 用 化 や デ ー タの 整 備 に よ り、 フ ォ ロー ア ッ プ、 ア フ タ ー

ケ ア等 の 事 業 も円滑 化 され、 か っ機 器 の メ ン テナ ンス や部 品 調 達 、 故 障 部 分 に

対 す る仕 様 上 の 対 応 が 可 能 と な る こ と等 の面 で 効 果 的 で あ る。 こ の点 に つ い て

は メ ー カ等 の調 査 結 果 に お い て も期 待 さ れ る発 言 が あ った。

(1)機 材 仕 様 書 デ ー タ ベー ス に関 して

(a)対 象 機 材 は一 般 的 分 野 お よ び供 与 頻 度 の 多 い分 野 か らデ ー タ ベ ー ス化

を行 な って い き、 将 来 的 に、 精 度 の 向 上/範 囲 の 拡 大 を 図 って 行 く。

大

↑

↓

小

供

与

頻

度

農機具(含 む車両)、 農薬、 肥料

建設機材

　 E講iiii{鮮

科学分析 機材

放送機材

(b)資 機 材 を分 野 別 に分 類 して デ ー タ ベ ー ス化 を行 う。

次 頁 の 様 に、 機 材 を 分 類 して メ ニ ュー形 式 で、 検 索 で き る よ うに して

お く。 詳 細 部 分 につ て い は、 各 メ ー カ 毎 の 情 報 を、 記 録 して 資 機 材 等 調

査 お よ び実 施 促 進 調 査 が 可 能 な 形 式 と して お く。
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(大 分 類) (中 分 類) (小 分 類) (詳 細)

機材 農 業関連

資機材

水産関 連

資機材

医療関 連

資機材

肥

農

科十

薬十

建 設機材 プ ルト㌧ ザ ー→ 各 社 毎/ス ペ ック/価 格

/ア タッチメント/ス へ.アハ.一ツ

パ ックホー

フ ィール ロ一夕"

等

(c)資 機 材 の 耐 用 年 数 の 概念 を取 り入 れ る。

① 耐 用 年 数 な らび に償 却 の 概 念 を 取 り入 れ て い く。

② 技 術 の 進 歩 に よ り、 古 くな る もの、 製 造 が 中 止 され た もの もあ る。

(性 能 、 仕 様 、 価 格 、 新 製 品 等 にっ い て の情 報 把 握)

③ 途 上 国 に は、 どの 位 の レ ン ジの機 材 が必 要 か 知 った うえ で 選 定 す る。

④ 部 品 の 消 耗 度 、 故 障 頻 度、 部 品 等 の把 握 を 可 能 とす る。

(d)操 作 マ ニ ュ ア ル、 保 守 マ ニ ュア ルの 整 備、 デ ー タ ベ ー ス化。

(2)実 績(案 件)デ ー タ ベ ー ス ・統 計 デ ー タ ベ ー ス に 関 して

(a)デ ー タ ベ ー ス の機 能 要 件

① 案 件 ス テ ー タ ス の管 理 が で き る こ と

② 日常 の 業 務 を 効 率 よ く実 行 す る上 で 有 効 なDB構 成 で あ る こ と

(b)機 材 仕 様/価 格 等 に は、4段 階 が考 え られ る

① 要 請

② 資機 材 等 調 査

③ 調 達 手 続 き業 務 資 料

④ 契 約

そ れ ぞ れ の段 階 の情 報 を 持 つ の が 望 ま し い。 特 に今 後 は、 何 を 供 与 し

た か の 実 績 の デ ー タ ベ ー ス化 が 重 要。

一15一



(c)フ ォ ロー ア ッ プの た め の項 目 ・・・・・・・・・・・・・…10年 ～15年 保 存 す

る必 要 が あ る。

① 供 与 先 機 関、 供 与 機 材 、 年 度、 価 格

② 供 与 した ス ペ ア パ ー ツ ・ア タ ッチ メ ン ト情 報

③ 納 入 時 期 、 場 所 、 数 量 、 価 格

④ 機 材 番 号 、 製 品 型 式 番 号

⑤ メー カ名

⑥ 現 地 調 達 分 の 情 報

現 地 の各 プ ロ ジ ェ ク トで は、 機 材 管理 台 帳 を持 って お り、 事 業 形 態

区 分/本 邦 調 達 品 目/現 地 調 達 品 目 ご と に 区 分 し管 理 して い る。

⑦ 供 与 機 材 の 利 用 状 況 、 維 持 管 理 情 報

・利 用 状 況 調 査 結 果

・機 材 修 理 状 況

(d)デ ー タ 量

①JICA実 施 の 案 件 と して は、 現 在 まで に過 去 に供 与 した14,000件 の

供 与 資機 材 実 績 情 報 が 登 録 さ れ て い る。

② 現 在、250件 の 案 件 が 進 行 して い る。

(e)統 計 処 理

① 国 別、 地 域 別 特 性 に よ る資機 材 仕 様 の 出 力 が 可 能 な こ と。

② 利 用 状 況 、 故 障 、 保 守 実 績等 の 統 計 処 理 を行 な う。

・国 情 に 合 わ せ た 機 材 仕 様 が 作 成 で き
、 メ ー カ の製 品 開 発 、 機 器 の性

能 向 上、 部 品 供 給 に役 立 て る。

・国別/地 域 別/分 野 別/機 材 メー カ別 の 傾 向 を分 析 す る
。

(f)メ ー カ の 立 場 か ら

① 過 去 の納 入 実 績 は、 自社 ブ ラ ン ドの 物 で 主 要 な 製 品 に つ い て な ら、 納

入 後10年 分 位 受 注 実 績 と して 保 有 して い る。

② 自社 で 保 有 して い る、 実 績 デ ー タ を 提 供 す る の は可 能。 た だ し、 提 供

した デ ー タ は、 取 扱 に留 意 して 欲 しい。

③ 機 材 調 達 案 件 に関 して、 受 注 メ ー カ 名 を 公 表 して欲 しい。 業 界 紙 を見

れ ば解 る こ とで は あ る が。

④ 実 績 デ ー タ ベ ー ス か ら取 れ る利 用 状 況 、 故 障 等 の情 報 は、 途 上 国 向 け

の 自社 製 品 の 改 良 等 に あ た り利 用 可 能 で あ る。

⑤ カ タ ロ グ、 操 作、 保 守 マ ニ ュ ア ル の 改 善 に 役 立 て う る。
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1

(3)デ ー タ ベ ー ス の 維 持 管 理

(a)ア ップ デ ー トは 、 最 低 年1回 は 必 要 。 常 に 最 新 の 状 態 に 維 持 管 理 さ れ

た デ ー タ ベ ー ス が あ れ ば 、 事 務 処 理 の 効 率 が あ が る。

(b)機 材 仕 様 書 デ ー タ ベ ー ス に よ り、 機 器 の 価 格 に 関 す る デ ー タ を メ ー カ

か 、ら 入 手 す る 場 合 、 見 積 価 格 等 が 協 定 価 格 と な ら な い よ う競 争 入 札 結 果

の 入 力 デ ー タ に リ ン ク さ せ る。

(c)機 材 仕 様 書 デ ー タ ベ ー ス の 維 持 管 理 は 大 量 の 情 報 処 理 を 要 す る。 主 要

な 各 メ ー カ で は 、 自 社 の デ ー タ ベ ー ス を 持 っ て い る の で 、 こ れ ら を オ ン

ラ イ ン で 結 べ ば 効 率 よ くデ ー タ ベ ー ス の 維 持 管 理 が で き よ う。

(d)メ ー カ の 立 場 と し て 、 機 材 仕 様 に関 す る 情 報 提 供 に は 協 力 可 能 で あ る。

(4)事 務 処 理 の 効 率 化

デ ー タ ベ ー スの 構 築 に あ た り、 そ の 目的 と して は、 キ メ細 か い事 務 処 理 を

行 な うの た め の シス テ ムを 作 る べ きで あ る。

例 え ば、 論 理 検 索 を行 う こ とで、 以 下 に示 す よ うな機 材 の選 定 が 可能 と な

る と効 果 的 で あ る。

(a)相 手 の 国 情 、 技 術 レベ ル に合 った 機 材 の 選 定

(b)援 助(要 請)内 容 に 合 った機 材 の選 定

(例 え ば、 病 院 の規 模 に マ ッチ した標 準 機 材 の選 定)

(c)セ ッ トで の機 材 の選 定

(例 え ば、 視 聴 覚 関係、 教 育 分 野 の 機 材)
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2.政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

本 章 に お い て は、 ま ず 政 府 開 発 援 助(二 国 間 贈 与)に 関 す る デ ー タ ベ ー ス ネ

ッ トワ ー ク シ ス テ ム に 関 し て 、 外 務 省 、 国 際 協 力 事 業 団 を 中 心 に 実 施 し た 各 機

関 の 関 連 情 報 の 実 態 調 査 を も と に、 そ の 相 互 利 用 の 可 能 性 、 意 義 を 分 析 した う

え で、 対 象 と な る シ ス テ ム の 全 体 像 を 提 案 し、 具 体 的 な デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

の 構 築 イ メ ー ジ を 概 観 し て い る。

現 在 国 際 協 力 事 業 団 等 の 関 係 機 関 に お い て は 固 有 の 情 報 シ ス テ ム を 構 築 す べ

く検 討 中 も し く は シ ス テ ム の 開 発 中 の と こ ろ が 多 く、 し た が っ て 一 部 機 関 を 除

き、 本 格 的 な シ ス テ ム の 完 成 は 今 後 数 年 を 要 す る こ と と な ろ う。

本 件 デ ー タ ベ ー ス 構 築 に あ っ た って は 、 こ れ ら の 関 係 各 機 関 の 今 後 の 動 向 を

把 握 し、 シ ス テ ム の 整 合 性 に 留 意 しっ っ 、 調 整 を 図 っ て い く こ と が 重 要 で あ る。

デ ー タ ベ ー ス ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 基 本 段 階 と し て 、 今 回 の 調 査 に 基 づ く

シ ス テ ム化 コ ン セ プ トお よ び シ ス テ ム 構 成 要 素 を 述 べ る と 以 下 の 通 り と な る。

2.1シ ス テ ム化 コ ンセ プ ト

わ が 国 の政 府 開 発 援 助(二 国 間贈 与)情 報 に関 して、 当該 年 度 に お け る援

助 の 特 性、 主 要 援 助 政 策、 予 算 実 施 状 況 や援 助 実 績 等 に関 す る部 分 につ い て

は 関 係省 庁 を始 め各 実 施 機 関 を単 位 と して 印刷 物 の 形 で と り ま と め られ 翌 年

度 に刊行 され て い る。 こ れ ら文 献 情 報 の代 表 的 な もの と して は、 「わ が 国 の

政 府 開発 援 助 」、 「外 交 青 ・書」(外 務 省)、 「経 済 協 力 の現 状 と問 題 点 」、

「通 商 白書 」(通 商 産 業 省)、 「ODAの 現 状 と課 題 」(総 務 庁)、JIC

A年 報(国 際 協 力 事 業 団)、 「海 外 経 済 協 力基 金 年 報 」、 「海 外 経 済 協 力 便

覧 」(海 外経 済 協 力 基 金)等 が あ げ られ る。 しか しな が ら、DAC援 助 統 計

を 除 き、 コ ン ピ ュー タの 利 用 に よ る、 政 府 開 発 援 助 に 関 す る一 元 的 か つ 総 合

的 な シ ス テ ム は現 在 の と こ ろ稼 働 して お らず、 した が って 関 係 各 機 関 の間 の

相 互 利 用 を 目的 とす るデ ー タ ベ ー ス は、 一 部 機 関 の 間 を除 き、 シ ス テ ム は編

成 され て い な い と言 え よ う。

今 後 、 わ が 国 の政 府 開 発 援 助 の う ち二 国 間贈 与 事 業 に関 す る効 率 的 な事 業

実 施 を情 報 処 理 の面 か ら支 援 て い くた め に は、 これ らの デ ー タ ベ ー ス ネ ッ ト

ワ ー ク シス テ ム の開 発 整 備 が 急 務 で あ る。

これ らの シ ス テ ム の構 築 に あ た って の コ ンセ プ トと して は、 以 下 の点 が 揚

げ られ よ う。

① 事 業 実 施 の効 率 化、 的 確 化

② 事 業 実 施 に と も な う情 報 の 総 合 的、 一 元 的 把 握 と関 係 機 関 間 に お け る相
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互 利 用

③ 事 業 の 分 野 ・部 門 ・事 業 形 態 別/地 域 別/国 別 管 理 と実 施 状 況 の把 握

④ 開 発 途 上 国 に対 す る技 術 移 転 に関 す る情 報 の蓄 積 と利 用

⑤ 事 業 実 施 に 伴 う評 価、 課 題、 問 題 点、 対 処 に 当 た って の 的 確 な情 報 の 提

供 に よ る 事 業 実 施 体 制 の強 化

⑥ 情 報 伝 達 機 能 の 大 幅 な 強 化

⑦ 海 外 事 務 所 、 プ ロ ジ ェ ク トサ イ ト、 派 遣 専 門 家 、 調 査 団、 青 年 海 外 協 力

隊 員、 研 修 員 に対 す る技 術 情 報 の 提 供、 連 絡 支 援

⑧ 政 府 の援 助 政 策 策 定 に あ た って の 情 報 の 提 供

⑨ 他 の援 助 実 施 機 関 に よ る事 業 実 施 にあ た って の 効 果 的 な事 業 調 整 と必 要

情 報 の提 供 、 相 互 利 用

⑩ 国 際 機 関 、 国 際 開 発 金 融 機 関 、 他 の援 助 供 与 国 の 援 助 動 向、 実 績 の把 握

⑪ 開 発 途 上 国 の技 術 水 準、 技 術 開 発 、 援 助 受 入 機 関 の ニ ー ズ等、 相 手 国 側

の要 請 、 問 題 点 の把 握、 基 礎 デ ー タの 蓄 積、 利 用

2.2シ ス テ ム要 素

本 項 に お い て は、 調 査 を 通 じ て 得 ら れ た 意 見 ・要 望 を も と に 、 デ ー タ ベ ー

ス シ ス テ ム像 を イ メ ー ジ し た(図2-1)。 た だ し、 国 際 協 力 事 業 団 等 の 関

係 各 機 関 、 団 体 の シ ス テ ム 対 象 業 務 の 内 容 お よ び 将 来 計 画 の 詳 細 に つ い て は

把 握 は 困 難 で あ る が 、 本 基 本 構 想 の 策 定 に あ た り必 要 な 部 分 に っ い て は そ れ

ぞ れ の 機 関 、 団 体 の シ ス テ ム化 に 合 わ せ 将 来 的 に 調 整 を 行 っ て い く こ と と す

る。

シ ス テ ム 要 素 と し て は 、 大 き く分 類 す る と以 下 に 述 べ る よ う に(1)プ ロ

ジ ェ ク ト系 、(2)OA系 、(3)サ ー ビ ス系 、(4)外 部 デ ー タ ベ ー ス 系

の4つ の 要 素 を 設 定 で き る で あ ろ う。 ま た、 個 々 の 要 素 に っ い て は、 す で に

シ ス テ ム 化 さ れ 稼 働 して い る部 分 と、 シ ス テ ム 化 に あ た っ て 今 後 必 要 と な る

要 素 を 検 討 し た 。

な お、 当 財 団 に よ る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は 、 当 面 開 発 の 中 心 を 効 果 的 な

プ ロ キ ュ ア メ ン トデ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム(資 機 材 の 調 達 管 理)の 開 発 を 行 う

方 向 で あ り、 あ わ せ て 人 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を 開 発 し、 こ れ ら を 中 心 と

す る ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム を 推 進 す る 計 画 で あ る
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(1)プ ロ ジ ェ ク ト系

地 域 また は相 手 国 の ニ ー ズ に適 合 した 協 力 を効 率 よ く的 確 に実 施 す る た

め、 地 域 別/国 別 援 助 情 報 を扱 う。

内容 的 に は 以 下 の よ うに分 類 で き る

① 地 域 別/国 別 援 助 管 理 デ ー タ ベ ー ス

地 域 ま た は相 手 国 の ニー ズに適 合 した 効 率 的 な援 助 を行 うた め の戦 略

的情 報 シ ス テ ム の中 核 を な す デ ー タ ベ ー ス で あ り、 プ ロ ジ ェ ク ト系 シス

テ ム の総 合 イ ンデ ッ ク ス的役 割 を 行 う。

記 録 項 目 と して は、 地域 別/国 別 関 連 情 報 の 他 に、 当該 地 域/国 毎、

プ ロ ジ ェ ク ト毎、 案 件 毎 に、 案 件 名、 援 助 国名 案 件 概 要 、E/N署 名 日、

契 約 金 額 、 案 件 ステ ー タ ス、 分 野 ・事 業 形 態 別 情 報、 予 算 執 行 状 況 、 人

材 ・機 材 デ ー タ ベ ー スの所 在 情 報 等 を 管 理 す る。

本 デ ー タ ベー スに よ り、 特 に、 案 件 の進 捗 管 理 お よ び付 随 す る人 材 ・

機 材 デ ー タ ベー スの所 在情 報 を 提 供 す る。

② 人 材 デ ー タ ベー ス

地 域 別/国 別 援 助 管 理 デ ー タ ベ ー ス と リ ンク して、 研 修 員 受 入 、 専 門

家 派 遣,調 査 団 派 遣,協 力 隊 派 遣,コ ンサ ル タ ン ト企 業 お よ び 要 員 の検

索、 専 門 家 検 索 等 の デ ー タベ ー ス を編 成 す る。

こ れ ら の デー タ ベ ー スに よ り、 派 遣 中 あ るい は派 遣 され た 人 材 に関 す

る情 報 を 蓄 積 し派 遣 中 の専 門家 に対 す る効 率 的 な支 援 や、 相 手 国 の ニ ー

ズ に あ っ た 最 適 な分 野 、 能 力 を 有 した 人 材 の選 定 に役 立 て る。

③ 機 材 仕 様 書 デ ー タ ベ ー ス

メ ー カ か ら取 り寄 せ た製 品 の カ タ ロ グ仕 様 を ベ ー ス と した デ ー タ ベ ー

スで 機 材 の 分 野 毎/メ ー カ別 に 標 準 スペ ッ ク、 標 準 価 格 、 ア タ ッチ メ ン

ト、 スペ ア パ ー ツ等 の 他 に また契 約 実 績 、 調 査 価 格 に つ い て も本 シ ス テ

ム に入 力 す る。

これ に よ り、 資 機 材 等調 査 お よ び実 施 促 進 業 務 や機 材 購 送 業 務 に お け

る事 務 処 理 の 効 率 化 が 可能 とな る。

④ 機 材 関 連 実 績 デ ー タ ベ ー ス

地 域 別/国 別 援 助 管 理 デ ー タ ベ ー スか ら リン ク され、 案 件 毎 に登 録 管

理 され、 当 該 案 件 に関 す る種 々 の 情 報、 供 与 資 機 材 に関 す る総 合 的 な 実

績 情 報 等 を管 理 す る。
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⑤ 統 計 デ ー タベ ー ス

機 材 に 関 す る各 事 業 形 態 別 実 績 デー タ ベ ー スを 基 に 統 計 処 理 を行 な い、

下 記 の、 各 種統 計 情 報 を 提 供 す る。 な お、 本 シ ス テ ム に お い て は各 情 報

お よ び各 項 日毎 に、 提 供 す る相 手 の資 格 に よ り ア ク セ ス レ ベ ル を 設 け る

こ と とす る。

・分野 ・部 門 別 実 績 統 計

・JICA実 績 統 計

・地 域/国 別 供 与 実 績

・事 業 形 態 別 実 績

・分 野 別 実 績(機 材 種 類 別 実 績)

・受 注 企 業 別 ・契 約 別 実 績

・購 送 金 額 別 実 績

⑥ 予 算 総 合 デ ー タ ベ ー ス

地 域 別/国 別 デ ー タ ベ ー ス か ら リン クされ、 プ ロ ジ ェ ク ト別/事 業 別

/機 関別/科 目別 予 算 お よ び予 算 の執 行 状 況 等 を 管 理 す る。 こ れ らの シ

ステ ムはJICAに お け る シ ステ ム と して、 開 発 利 用 され る こ と と とな

り、 シス テ ム の運 用 に と もな いJICA端 末 か らの入 力 を 行 な う こ と と

とな ろ う。 当 財 団 と して は、 事 業 運 営 に と もな う経 費 の把 握、 管 理 を 目

的 と した 個 別 の シ ス テ ムを 開 発 す る こ ととす る。

(2)OA系

機 材 調 達 に 関 す る各 種 帳 票 、 文 書 、 入 札 説 明 会 、 入 札 会 通 知 案 内等 パ タ ー

ン化 され た事 務 手 続 き、 機 材 ま た は案 件 毎 に固 有 の 書 式、 手 続 き、 連 絡文 書、

通 関 等 の 書類 に っ い て デ ー タ ベ ー ス化 し、 事 務 処 理 段 階 に お い て随 時 利用 可

能 とす る。 電 子 掲 示 板 、 パ ソ コ ン通 信 機 能 に っ い て も保 有 す る他、 各 種 マ ニ

ュ ア ル、 カタ ロ グ、 契 約 書 に つ い て も検 索 可能 と し、 光 フ ァイ ル等 の 利用 も

あ わ せ行 な う。 さ らに 画 像 情 報 処 理 シ ステ ム、 機 械 翻 訳 シ ステ ム等 も接 続 し

こ れ に よ り、 マ ニ ュ ア ル、 仕 様 書 の 翻 訳 処 理 に あ た って も効 率 化 を 図 る こ と

が 可 能 とな る。

(3)サ ー ビ ス系

サ ー ビ ス系 の シス テ ム と して は、 現 在 次 の二 つ の シ ス テ ム がJICA部 内

に お い て稼 働 中 で あ り、 そ の 内 容 は以 下 の通 りで あ る。

① 文 献 等情 報 デ ー タ ベ ー ス(稼 働 中)

JICA国 際 協 力 総 合 研 修 所 技 術 情報 課 で 保 管 して い る、 事 業 実 施

報 告 書、 専 門 家 業 務 報 告、 調 査 報 告 書 、 評 価 報 告 書 、 技 術 文 献、 各 種 テ

キ ス ト、 地 図、 図 書 資 料 、 雑 誌 記 事 等 情報 の 利 用 が ネ ッ トワー ク ア ク 七
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ス に よ り 行 な わ れ 、 各 種 形 態 の 調 査 業 務 に 利 用 可 能 と な る。

②IDRIS情 報 デ ー タ ベ ー ス

外 部 デ ー タ ベ ー ス 系 で 述 べ るIDRISに つ い て は 、JICA内 の 各

部 門 に 情 報 提 供 サ ー ビ ス が 可 能 と な っ て い る。

(4)外 部 デ ー タ ベ ー ス 系

関 係 機 関 に お け る デ ー タ ベ ー ス と し て は、 以 下 の も の が 開 発 利 用 さ れ て い

る。

①IDRIS情 報 デ ー タ ベ ー ス

②APICOSデ ー タ ベ ー ス

③JETROACE

④JOIS

⑤ そ の 他

2.3将 来 へ の 発 展 形 態

ISDN、 衛 星 通 信 な ど の ネ ッ トワ ー ク技 術 、 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス

(MDB)技 術 等 の 進 歩 お よ び 普 及 に 伴 い、 近 い 将 来 情 報 通 信 シ ス テ ム に イ メ

ー ジ、 画 像 、 映 像 処 理 が、 取 り入 れ る こ と が 可 能 と な る。 一 方 、 人 工 知 能 の 分

野 で は 、 認 識 技 術 、 エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム、 自然 言 語 処 理 、 機 械 翻 訳 等 の 技 術

開 発 に よ って 、 よ り使 い 易 い コ ン ピ ュ ー タ ・端 末 機 が 開 発 さ れ る と み ら れ る。

図2-2に 、 シ ス テ ム の 発 展 形 態 を 示 す。

(1)第 一 期(90年 代 前 半)

関 係 各 機 関 ご と に そ れ ぞ れ 個別 の デ ー タベ ー ス化 が 推 進 さ れ、 事 業 実 施 上 関

連 す る機 関 との 間 で、LANを 構 築 し業 務 処 理 の 機 械 化 を 行 な う と共 に、 一 層

のOA化 を 図 り事 務 の 効 率 化 ・省 力 化 を 実 現 す る。 資 機 材 デ ー タ ベ ー ス に つ い

て は、 国 際 協 力 事 業 団 の シ ス テ ム の進 捗 に合 わ せ、 当 初 の段 階 よ り接 続 し一 体

的 な シ ス テ ム と す べ く調 整 す る。 この段 階 に お い て は、 一 人 一 端 末(パ ー ソナ

ル コ ン ピュ ー タ)の 利 用 が 図 られ る こ と とな ろ う。

(2)第 二 期(90年 代 後 半)

第 二 期 に お い て は、 第 一 期 の 個 別LANを 相 互 にWANで 結 び、 広 域 化 を

推 進 す る。 ま た、 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス(MDB),ISDNの 利 用

に よ り 画 像 処 理 技 術 の 導 入 を 図 る。
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① 広 域 ネ ッ トワ ー ク化 に よ り、 各 関 連 機 関 の デ ー タ の共 有 化 を 図 り、 適 正 で

か っ効 率 よ い事 業 の 展 開 を図 る。

② 地 域 別/国 別 事 業 実 施 に 関 す る情 報 を、 よ り的 確 な 状 況 で把 握 し、 そ の 地

域 に よ り一 層 適 切 な協 力 を実 施 す る こ と が可 能 と な る。

③ 画像 処 理 技 術 の 導 入 に よ り、 製 品 の イ メ ー ジを 立 体 表 示 お よ び回 転 表 示 が

可 能 と な り、 ア タ ッチ メ ン トの選 定、 途 上 国 の利 用 者 に分 か りやす い 保 守

マ ニ ュ ア ル、 操 作 マ ニ ュ ア ル の製 作 等 に 際 して 利 用 が 可 能 で あ る。

④ 音 声 技 術 の 利 用 に よ り、 電 話 等 を利 用 して の 照 会 、 機 械 性 能 の確 認 、 フ ァ

ク スに よ る故 障 箇 所 の 修 理 ・操 作 指 導 も可 能 とな ろ う。

⑤ パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ の大 容 量 、 高 速 処 理 化 が 一 層 進 み、 プ ログ ラ ム言

語、OS、 ソ フ トウ ェ ア も 自然言 語 の利 用 が 可 能 と な り操 作 が 容 易 とな る。

(3)第 三 期(21世 紀)

人 工 知 能 技 術 の利 用 に よ り、 情 報 処 理 シ ス テ ム の 高 度 化 を推 進 す る と と も

に衛 星 通 信 に よ る国 際 間 ネ ッ トワー クの 構 築 、 広 帯 域ISDNの 利 用 お よ び

映 像 処 理 を組 み 合 わ せ て、

① プ ロ ジ ェ ク トの活 動 状 況 記 録、 電 子 メー ル

② 機 材 の利 用 状 況 記 録、 電 子 フ ァイ ル

③ 機 材 の利 用 方 法 の 解 説 、 故 障 箇所 の 修 復 、 映 像 利 用

④ 途 上 国 に対 す る情 報 提 供(通 信機 能 を有 す る小 型 ブ ック タ イ プ端 末 装 置

⑤ テ レ ビ会 議、 打 合 せ

等 が 可 能 とな る。 また、 画 像 処 理、 自然 言 語 処 理 、 通 信 機能 が大 幅 に向 上

し、 電 子 メ ー ル、 電 子 フ ァ イ ル の利 用 、 ワー プ ロ、 パ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ

の 性 能 の向 上 に と も な う事 務 処 理 形 態 は全 く新 しい もの と な ろ う。
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3.資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

本 章 で は、 第 一 章 で述 べ た 政 府 開発 援 助(二 国 間 贈 与 事 業)に 関 す るデ ー タ

ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の将 来像 お よ び段 階 的 な シ ステ ムの 構 築 構 想 な ら

び に 資機 材 情 報 に関 す る ヒア リ ン グ調 査 結 果 を受 けて 、 当面 最 も シ ス テ ム化 が

急 が れ、 そ れ に よ る効 果 が 非 常 に大 き い と見 込 ま れ る 資 機 材 供 与 事 業 に関 す る

デ ー タ ベ ー ス(資 機 材 デー タ ベ ー ス シ ス テ ム(図2-1の 二 重 線 お よ び図2-

2の 第 一 期 の網 掛 け部 分))構 想 の基 本 構 想 にっ いて 述 べ る。

3.1資 機 材 関 連 デ ー タ の現 状 と課 題

資 機 材 供 与 事 業 に お け る供 与 機 材 関 連 の 情 報 に 限 定 して も、 現 在 は多 数 の

機 関 とそ の部 署 が か か わ って お り、 そ れ ぞ れ 個 別 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ

等 の利 用 に よ る業 務 処 理 を行 な って い る。

ま た、 調 査 を実 施 した 範 囲 で は、 開 発 途 上 国 に対 し過 去 に供 与 した 資機 材

に関 す る詳 細 か っ系 統 的 な 情 報 は、 対 象 情 報 が 膨 大 に な る こ とか ら十 分 に 整

備 され て い る状 況 で はな い こ と か ら、 資 機 材 の ア フ タ ー ケ ア、 フ ォ ロー ア ッ

プ を 行 な う際 に情 報 の 収 集、 整 理 、 対 応 策 の策 定 に あ た り、 古 い供 与 機 材 は

仕 様 等 の 把 握 が 困難 と な る ケ ー ス も一 部 に み られ る。

一 方、 近 年 被 援 助 国 か ら の要 請 は 広 範 で 多 岐 にわ た り、 機 材 の種 別、 内 容

等 も高度 化 して きて お り、 要 請 を充 足 す る機 器 仕 様 や 機 材 内容 の分 析、 資 料

収 集 に多 大 の 労 力 を 要 して い る。

した が って、 開発 途 上 国 に対 す る資 機 材 供 与 事 業 を 効 果 的、 効 率 的 に実 施

す る うえ で、 この 資 機 材 関 連 デ ー タベ ー スを構 築 す る こ と は急 務 と言 え よ う。

3.2シ ス テ ム化 の 目的

(1)機 材 仕 様 情 報 の 一 元 的 管 理

機 材 仕 様 等 に関 す る情 報 を 一 元 的 に管 理 す る こ とに よ り、 これ らの情 報

を 事 業 部 門 別 や 職 員 単 位 に 保 有 す る等 の 情報 の二 重 保 管 を防 止 し、 あわ せ

て 最 新 情 報 を 登 録 し提 供 す る ことが 可能 とな る。 情 報 の 維 持 管 理 につ い て

は、 メ ー カ等 か ら フ ロ ッ ピ ィデ ィ ス ク(FD)等 に よ る情 報 提 供 を受 け る

こ とが で きれ ば さ ら に効 果 的 で あ る。

(2)統 計 処 理 の 充 実

実 績 デ ー タ ベ ー ス を も と に統 計 処 理 を行 い、 必 要 な統 計 情 報 を タ イ ム リ

ー に提 供 で き るよ うにす る こ とで、 業 務 運 営 にあ た って の適 切 な管 理 情 報

の把 握 が で き る。
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ま た、 過 去 の実 績 等 の 蓄積 ・分 析 に よ り、 新 し い案 件 の 実 施 や フ ォ ロー

ア ップ/ア フ ター ケ ア に 際 し、 国 別/案 件 別/プ ロ ジ ェ ク ト別 に、 適 正 か

つ 有 効 な情 報 を迅 速 に提 供 す る こ とが 可 能 とな る。

(3)関 係 機 関 に 対 す る情 報 ネ ッ トワー ク

蓄 積 され た 情 報 は、 業 務 の 円滑 な 実 施 を行 な うた め、 関 係 機 関 を 中 心 に

有 効 に活 用 で き る よ うに す る もの とす る。 た だ し、 個 人 情 報 等 取 り扱 う情

報 の内 容 に よ って は そ の 保 全 に十 分 配 慮 す る必 要 が あ る。

(4)事 務 処 理 の 効 率 化 ・省 力 化

各 職 員 が コ ン ピ ュー タ へ の入 力 を 日常 業 務 とは 別 個 に行 うの で は な く、

パ ソ コ ン、 ワ ー プ ロ等 を 利 用 した事 務 処 理 の 過 程 で、 コ ン ピ ュ ー タ へ の 情

報 蓄 積 を行 な い、 か っ そ の情 報 を、 必 要 とす る部 署 が相 互 利 用 で き るよ う

に シ ス テ ム 化 を 図 り、 併 せ て 帳票 の 自動 作 成 等 に よ る事 務 処 理 の省 力 化 を

実 現 す る。

① 実 績 情 報 の有 効 利 用 お よ び機 材 仕様 情 報 の デ ー タ ベ ー ス 化 に よ り事 務

処 理 の 効 率 化 を 図 る。 また、 関 連情 報 の把 握 や情 報 の フ ィー ドバ ッ ク

が 可 能 とな る こ と か らきめ 細 か な対 応 が 可 能 とな る。

② 案 件 の ス テー タ ス管 理 を 行 な う ことで、 案 件 の進 捗 状 況 が 即 座 に 把 握

で き る と と も に、 各 部 門 か らの 入 力 に対 して、 ス テ ー タ ス に応 じた 正

確 な入 力 を 可 能 とす る。

3.3期 待 され る 効 果

(1)効 率 的 な フ ォ ロー ア ッ プ/ア フタ ー ケ ア

わ が 国 の 二 国 間 贈 与 事 業 と して実 施 され る資 機 材 供 与 事 業 に関 す る情 報 を

デ ー タ ベ ー ス 化 す る こ と に よ り、 開 発 途 上 国 に 供 与 した機 材 の 利 用 状 況 の 把

握、 な ら び に 供 与 機 材 の フ ォ ロー ア ップ/ア フ タ ー ケ ア に 関 す る効 率 的 か っ

き め細 か な事 業 実 施 が 可 能 とな る。

(2)デ ー タ ベ ー ス の利 用 促 進

わ が 国 の政 府 開 発 援 助 は量 的 に拡 大 す る と と もに、 途 上 国 の ニ ー ズ も益 々

多 様 化 す る こ と が予 想 され る と ころ、 開発 途 上 国 の 援 助 受 入 先 機 関 は も と よ

り援 助 供 与 国 に お け る各 実 施 機 関 な らび に 国 際 機 関 ・企業 等 と の 間 に お け る

連 携 と調 整 は 援 助 の効 果 を高 め る う え で不 可 欠 で あ る。

デ ー タ ベ ー ス の編 成 な らび に利 用 の 促進 はか か る観 点 か ら きわ め て効 果 的

で あ り、 特 に 将 来 に お い て ネ ッ トワー クの 高度 化 ・広 域 化 を図 る こ と に よ り、

関 係 機 関 と の 情 報 の共 有 化 が 図 られ、 これ に と もな い以 下 の効 果 が期 待 で き
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る。

(a)機 材 供 与 事 業 の 実 施 に と もな う各種 の情 報 を 関 係 機 関 に 提 供 す る こ と

に よ り、 事 業 の 効 率 的 実 施 が期 待 で き る。

(b)供 与 事 業 の実 施 に と もな う関 係 情 報 をJICA海 外 事 務 所 等 に提 供 す

る こ と に よ り、 よ り詳 細 な途 上 国 側 の ニー ズ、 要 請 内容 を 得 る こ とが 可

能 とな る他、 派 遣 専 門 家 が 機 材 を選 定 す る際 の 事 務 処 理 の 効 率 化 ・省 力

化 を 図 り、 機 材 供与 期 間 の短 縮 が 実 現 で き る。

(c)メ ー カか ら磁 気 デ ー タ(ま た は オ ン ライ ン)で 、 機 材 カ タ ロ グ フ ァイ

ル に 必 要 な デ ー タを 提 供 して も ら う等 の 方 法 で、 デ ー タベ ー スの 更 新 を

行 な うこ とに よ り、 タ イ ム リー な 情 報 の 入 手 お よ び デ ー タ ベ ー ス維 持 管

理 の 省 力 化 を 図 る。

(d)外 務 省、JICAか らJICSに お け る機 材 供 与 案 件 の 進 捗 状 況 が 即

座 に 把 握 で き る。

(3)効 率 的 な 技 術 移 転 ・迅 速 な 機 材 調 達

途 上 国 に対 す るわ が 国 機 材 供 与 事 業 に関 わ る情 報 を整 備 す る こ と に と も な

い、 効 率 的 な 技 術 移 転 が 実 施 可 能 と な る と と もに、 併 せ て迅 速 な機 材 調 達 が

可 能 とな る。 機 材 の 第 三 国 調 達、 現 地 調 達 、 代 理 店 等 に よ る保 守 、 修 理 に 関

す る情 報 の 把 握 も可能 と な る。

(4)供 与 機 材 の 性 能 向上

本 件 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムの 編 成 に よ り、 次 の よ う な効 果 が 期 待 され る。

(a)わ が 国 産 業 界 に お い て は蓄 積 の 少 な い途 上 国 の 技 術 情 報 の提 供 。

(b)わ が 国 か ら これ ら諸 国 に 供 与 す る機 材 の 性 能 向 上、 途 上 国 の気 候 風 土、

技 術 レベ ル 等 の特 性 に 合 致 した 適 切 な仕 様 の作 成 が 可 能 とな る。

(c)機 器 等 の 製 造 や故 障 箇 所 等 の 特 定 化、 傾 向 の把 握 に もと つ く機 材 の 改

良、 標 準 化 等 が 促 進 され る。

(d)利 用 度 の 高 い機 器 に っ い て は、JICAと して の標 準 仕 様 を作 成 し、

機 器 部 品、 消 耗 品 の互 換 性 を高 め、 マ ニ ュ ア ル の整 備 が 進 み、 機 器 の稼

働 率 が 向上 す る。

(5)業 務 の精 度 ・質 の 向 上

機 材 供 与 事 業 に関 わ る業 務 の 実施 に あ た り、 人 手 に頼 って い た 部 分 につ い

て・ コ ン ピ ュー タ化 す る こ と に よ り以 下 の効 果 が 期 待 で き る。

(a)数 量 チ ェ ック

入 力 ミス等 を 少 な くす る た め に、 あ りえ な い桁 数 の 入 力 が な され た 場

合 ワー ニ ン グを 出 し、 担 当職 員 に 注 意 を促 す。

(b)関 連 項 目 間 の 矛 盾 チ ェ ッ ク
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ア.供 与 機 材 の 内容 と相 手 国 の 気 候 風 土 との適 合 性 、 制 約 、 保 守 操 作 等

に 関 す る特 性 の チ ェ ッ クが 可 能 とな る。

イ.各 種 マ ニ ュ アル添 付 の必 要 性 チ ェ ック、 必 要 部 品 の 数 量 チ ェ ック

ウ.機 材 の発 注、 契 約 、 納 品、 検 査、 輸 送 に関 す る一 連 の 書 類 の 出 力 が

可能 とな る。

エ.機 材 購 送 の進 行 状 況 が把 握 で き る。

オ.据 え 付 け専 門家 の 派 遣 の必 要 性、 専 門 家 の選 考 資料 の 作 成。

(c)対 象 機 材 の拡 大

ア.機 材 仕 様書 デー タ ベ ー スで 扱 う対 象 資 機 材 の 範 囲 の 拡 大 を行 な う こ

と に よ り、 機材 供 与 業 務 の 精 度 の 向 上 が図 れ る。

イ.類 似 製 品(性 能 、 機 能)の 製 作 メー カ、 発 注 実 績 も照 会 可 能 と な る。

(d)イ メー ジ情 報 処理

イ メー ジ情 報 を扱 う こ と に よ り、 機 材 を ビジ ブ ル に 見 る こ とが で き機

材 選 定 を 的 確 か っ 効 率 的 に 行 な う ことが で きる。

(e)画 像 処 理 の導 入

ア タ ッチ メ ン トの 選 定 に お い て、 画 像 処 理 を 行 な う こ と に よ り相 手 国

の気 候 風 土 に マ ッチ した最 適 な選 定 を 可 能 とす る。

(f)映 像 処 理

機 材 使 用 方 法、 操 作、 保 管 体 制 、 利 用 上 の注 意、 故 障 修 理 方 法 等 の 解

説 ・機 材 の 色 見 本、 配 色等 に利 用 す る と と もに 国 際 ネ ッ トワ ー クの利 用

に よ り、 直 接 相 手 国 に対 し情 報 の 提 供 も可 能 と な り、 き め 細.かな 機材 供

与 お よ び 技 術 移 転 が で き る。

(g)第 三 国 調 達、 現 地 調 達 に よ る場 合 と の購 入 価 格 の比 較 等 が 可 能 とな る。

(h)修 理 部 品 の提 供、 購 送 等 迅速 な 対 応 が 可 能 とな る。
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3.4シ ス テ ム 化 の 方 針

3.4.1シ ス テ ム 開 発 の 基 本 方 針

(1)シ ス テ ム の 適 用 範 囲

(a)本 シ ス テ ム は 、 当 面(財)日 本 国 際 協 力 シ ス テ ム(JICS)に お け る、

資 機 材 供 与 事 業 お よ び 関 連 す る 業 務 処 理 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 利

用 を 中 心 と す る シ ス テ ム 化 を 図 る こ と と す る。 シ ス テ ム 化 に あ た っ て は 、

現 在 、 国 際 協 力 事 業 団(JICA)で 、 検 討 中 の 「情 報 シ ス テ ム 基 本 計

画 」 と の 整 合 性 を 、 ソ フ トウ ェ ア 面 ・ハ ー ド ウ ェ ア 面 両 面 に お い て 図 っ

て い く。

(b)一 貫 した 業 務 処 理 の シ ス テ ム 化 を 実 現 し事 務 処 理 の 効 率 化 ・省 力 化 、 精

度 の 向 上 を 図 る。

(c)業 務 実 施 に と も な い 蓄 積 し た 各 種 の 情 報 を 分 析 ・加 工 ・統 計 処 理 を 行 な

い 、 関 係 機 関 へ の 情 報 の フ ィ ー ドバ ッ ク を 行 な い、 事 務 処 理 の 効 率 化 を

促 進 す る と と も に、 供 与 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 事 業 の 支 援 等 、 事 業 の 精 度

の 向 上 、 関 連 情 報 の 一 元 的 把 握 ・共 有 化 等 に 寄 与 す る。

(d)デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 編 成 に よ り 的 確 な 業 務 管 理 資 料 の 作 成 と と も に

経 営 管 理 基 礎 情 報 の 作 成 を 行 な う。

(2)ハ ー ドウ エ ア面 の 方 針

(a)LANの 導 入 に よ るJICS内 の ネ ッ トワ ー ク の 整 備 を 図 り、 情 報 の 有

効 利 用 ・設 備 の 効 率 化 、 ラ ン ニ ン グ コ ス トの 低 減 を 図 る と と も に、JI

CAと の オ ン ラ イ ン化 を 検 討 す る。

(b)第 二 期 以 降 の ネ ッ トワ ー ク の 広 域 化 、 業 務 の 精 度 向 上 等 を 考 慮 した 拡 張

性 の あ る 機 器 の 導 入 を 図 る。

(3)ソ フ ト ウ ェ ア 面 の 方 針

(a)通 信 規 約 は 、JICA計 画 と の 整 合 性 を 図 り な が ら、 異 機 種 間 接 続 を 可

能 とす るOSI国 際 標 準 ま た は 業 界 標 準 を 検 討 して い く。

(b)基 本 ソ フ トウ ェ ア に つ い て は 、 マ ル チ ウ イ ン ド ウ ・ イ メ ー ジ 等 の 機 能 を

サ ポ ー ト可 能 な も の を 検 討 す る。

(c)デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム は、 操 作 性 の よ い リ レー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー

ス シ ス テ ム を 採 用 す る。
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(4)安 全 ・信 頼 性 の 方 針

本 シ ス テ ム で は 、 重 要 情 報 を 取 り 扱 う た め 、 ハ ー ド ・ソ フ ト両 面 か ら万 全

の セ キ ュ リ テ ィ対 策 を 検 討 す る。

(5)移 行 方 針

シ ス テ ム の 実 施 に あ た っ て は ス ム ー ズ な 移 行 を 行 な う た め、 移 行 計 画 ・移

行 体 制 の 確 立 、 教 育 ・訓 練 の 実 施 、 移 行 プ ロ グ ラ ム の 作 成 等 を 行 な う。

(6)運 用、 研 修 、 保 守 方 針

サ ー ビス開 始 後 の シス テ ム運 用 を ス ム ー ズ に実 施 して い くた め に、 研 修 計

画、 保 守 体 制 等 に つ い て十 分 検 討 す る。
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3.4.2シ ス テ ム の 適 用 範 囲

(1)シ ス テ ム の 構 築 ス テ ッ プ

本 シ ス テ ム の 将 来 に 向 け て の 構 築 ス テ ッ プ の 基 本 的 考 え 方 は、2.3将 来 へ

の 発 展 形 態 の 考 え 方 に基 づ い て 、 以 下 に 述 べ る と お り とす る。

第 一 期:JICSに お け るLANを 利 用 した シ ス テ ム の 実 現 と と も にJI

CAか ら の ア ク セ ス も 可 能 とす る。 そ の 他 、 暗 号 化 の 導 入 に よ る

セ キ ュ リ テ ィ対 策 の 充 実 を 図 る。

第 二 期:ネ ッ トワー ク の 広 域 化 に よ る関 係 機 関 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム相 互

間 の接 続、 イ メ ー ジ処 理 の 導 入 、 人工 知 能 技 術 を 応 用 した 業 務 処

理 の精 度 向 上、 対 象 資 機 材 の拡 大 を 目指 す。

第 三 期

以 降:衛 星 通 信 等 を利 用 した 国 際 ネ ッ トワー ク化 を 実 現 し、 プ ロ ジ ェ ク

トサ イ トへ の情 報 提 供、 映 像 処 理 の 導 入 に よ る プ ロ ジ ェ ク ト記 録 、

教 育 へ の適 用、 資 機 材 使 用 状 況 記 録 等 を行 って い く。

表3-1に シ ス テ ム化 の対 象 業 務((財)日 本 国 際 協 力 シ ス テ ムで 実 施 して

い る資 機 材 供 与 事 業 に お け る 業 務)お よ びそ の開 発 時 期 を示 す。

ま た、 表3-2に 資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム構 築 ス テ ップ を 示 す。
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表3-1対 象 業 務 の 構 築 ス テ ッ プ

業 務 名 第 一 期 第二期 第三期

① 機 材仕様 の決定

・案 件 情 報 の登 録 資機材供与 電 子決裁 処 ネ ッ ト ワ ー

・対 象 機 材 の 選 定 事 業 にお け 理 の導入 ク国 際 化

機 ・機 材 の 登 録1 る各 業 務 の

材 ・機 材 仕 様 書 の 出力 シ ス テ ム 化

供 イ メ ー ジ処 映像処理 の

与 ② 機材 明細仕様 の決定 理 の導 入 導入

業 ・案 件 情 報 の登 録 LAN方 式

務 ・仕 様 明 細 の決 定 の導 入

・機 材 の登 録2
ネ ッ ト ワ ー

・機 材 仕 様 明細 書 の 出 力 クの 広 域 化

・製 作 メ ー カ の 抽 出、 納 入 実

績 、 製 造 期 間 の確 認

暗号化方式

③ 技術 協力契約 情報の登録 の 導 入

業務 処理 の

機 材使用 状況登録 JICAと 精 度 ・質 の

そ の オ ン ラ イ 向上

の 統計 処理 ン化

他

の デ ー タ ベ ー ス 管 理 対象 資機 材

業 ① 機 材 仕 様 書 デ ー タベ ー ス の拡 大

務 ② 人 材 デ ー タ ベ ー ス

③ 関 係 企 業 デ ー タ ベ ー ス
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表3-2資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 構 築 ス テ ッ プ

項 目 第 一 期 第二期 第三期 記 事

機
材
デ

ー

タ
ベ

ー

ス

農 薬、 肥 料 ○ ○ ○

農 機具 ○ ○ ○

車 両 ○ ○ ○

建設機 材 ○ ○ ○

医療機 材 ○ ○ ○

医療器 具 ○ ○ ○

科学分 析機材 ○ ○

放 送機材 ○ ○

電 子機器 ○ ○

工作機材 ○ ○

漁具 ○ ○

電気通 信機 器 ○ ○

第三 国 また は現地調達機材 ○
■

人 材 デ ー タ ベ ー ス ○ ○ ○

実

績
D

B

/
統

計
D

BI

JICS案 件 デ ー タ ベ ー ス ○ ○ ○

JICA事 業 案 件 デ ー タ ベ ー ス ○

コ ンサ ル案 件 デ ー タ ベ ー ス ○

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

JICS ○ ○ ○

JICA ○ ○ ○

JICA海 外 事 務 所 ○

関係省 庁 ○ ○

関係民 間企業 ○

そ
の

他

IDRIS ○ ○

APICOS ○ ○
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(2)業 務 量

本 シ ス テ ム の 検 討 を お こ な っ て い く上 で、 基 礎 と な る 業 務 量 を 以 下 に 推 定 した。 実 績 値 欄

は 、JICSに お け る90年 度 の 業 務 処 理 等 件 数 で あ る。

項 目 90年 度 91年 度 92年 度 93年 度 94年 度 95年 度 備 考

資機材等調査 84 85 94 103 113 124

現 地確認調査 5 6 7 8 9 10

実 施促進調査 45 50 55 61 67 74

仕様等 作成 69 75 83 92 101 111

フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 5 9 12 15 18 20

案 件 管 理 ・促 進 事 業 3 4 5 6 7 8

調 査団 の派遣 18 20 22 24 26 29

機 材購送 業務 40 250 280 300 320 350

専 門家 派遣 13 18 20 22 24 26

携 行機材 0 1200 1400 1600 1800 2000

仕 様書DB登 録件数 400 440 484 532 585 643

人 材DB登 録件 数 220 250 300 330 400 450

関 係企業DB登 録件数 100 110 121 133 146 160

記 事 実績値 推 定 値

〈業 務 量 推 定 条 件>

1.案 件 数 は、 原 則 と して 年10%増 と見 込 ん だ。

2.仕 様 書DBの 資機 材 登 録 件 数 は、 現 在 あ る 資機 材 の 仕 様 書 集 の再 利 用 率 が50

%で あ る こ とか ら、90年 度 実 績 を400件(現 在 の 資 機 材 仕 様 書 集 の登 録件

数 は、200件)と し、 伸 び率 は、 案 件 数 と同 じ年10%と す る。

3.関 係 企 業DBは 、 案 件数 と同 じ年10%増 とす る。
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3.4.3ハ ー ド ウ エ ア 面 の 方 針

(a)LAN(ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク)設 備 で シ ス テ ム を 構 築 す る。

(b)LANは10Mb/s(CSMA-CD)を 使 用 す る。

(c)フ ァ イ ル サ ー バ 、 フ.リ ン タ サ ー バ 、 光 フ ァ イ ル サ ー バ はJICSのL

ANシ ス テ ム で 共 用 の 資 源 と す る。

(d)マ ル チ ウ イ ン ド ウ ・ イ メ ー ジ等 の 機 能 の あ る ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(W

S)を 必 要 台 数 設 置 し、 パ ソ コ ン 接 続 も 可 能 と す る。

(e)既 存 の パ ソ コ ン等 の 設 備 も 極 力 統 合 した シ ス テ ム と す る。

(f)人 材DB、 業 務OAシ ス テ ム も 統 合 した シ ス テ ム と す る。

(g)JICA、 外 務 省 等 他 シ ス テ ム と接 続 し、 情 報 の 授 受 を 行 な う。

(h)外 部DBサ ー ビ ス へ の 接 続 を 可 能 と す る。 さ ら に 外 部 の 特 定 端 末 か ら

の ア ク セ ス も 可 能 と す る。

3.4.4ソ フ ト ウ ェ ア 面 の 方 針

本 シ ス テ ム の ソ フ トウ ェ ア 開 発 に あ た っ て の 方 針 は 以 下 の 通 り と す

る。

(a)以 下 の 機 能 を パ ッ ケ ー ジ と して 作 成 す る

① 目 的 別 デ ー タ ベ ー ス

案 件 ・資 機 材 仕 様 な ど の 文 字 情 報 を 、 磁 気 デ ィ ス ク に 保 管 す る。

フ ァ イ ル は 目 的 別 か っ 多 目 的 に 利 用 で き る よ う設 計 し、 デ ー タ ベ ー ス

管 理 シ ス テ ム は 、 操 作 性 の よ い リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス(RDB)

を 採 用 す る。

② イ メ ー ジ デ ー タ ベ ー ス

カ タ ロ グ 等 イ メ ー ジ情 報 を 光 フ ァ イ ル で デ ー タ ベ ー ス化 し、 文 字 情

報DBと リ ン ク して 管 理 可 能 と す る。

③ マ ル チ ウ イ ン ドウ 機 能

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン上 で 複 数 画 面 に よ り 同 時 並 行 作 業 を 可 能 と す

る。

(b)市 販 の パ ッ ケ ー ジ(ワ ー プ ロ、 表 計 算 、RDB等)も ワ ー ク ス テ

ー シ ョ ン上 で 利 用 可 能 と す る。

(c)ソ フ ト ウ エ ア は、 業 務 処 理 の 追 加 ・変 更 に 容 易 に 対 応 で き る よ う、 極

力 組 織 分 担 に 合 わ せ た 構 造 とす る と と も に 構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 を

取 入 れ 、 プ ロ グ ラ ム の 変 更 等 に柔 軟 に 対 応 可 能 な 構 成 と す る。
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3.4.5安 全 ・信 頼 性 の 方 針

(1)機 器 の設 置 方 針

(a)機 器 は事 務 室 設 置 とす る。

(b)電 源 は 商 用 電 源 を用 い る。

(通 常 の事 務 機 器 と同 等 の 対 策)

(必 要 に よ り停 電 対 策 を施 す 場 合 もあ る)

(2)故 障 対 策

(a)共 用 装 置 シ ン グ ル構 成 とす る。 故 障 時 は ハ ー ド保 守 者 が対 応 す

る。 また 予 防 保 守 の た め 定 期 保 守 を 行 な う。

(b)端 末 機 故 障 時 は同 一 機 種 が あ る場 合 は そ れ で 代 替 ア クセ ス し、

保 守 者 が 対 応 す る。

(c)LAN回 線:故 障 時 は保 守 者 が対 応 す る。

(d>フ ァ イ ル:シ ス テ ム の共 通 フ ァイ ル は定 期 的 に セ ー ブ し、故 障 時

は セ ー ブ時 点 ま で 戻 す 、再 投 入 の方 法 を原 則 とす るが、 今

後 の 設 計 段 階 で ジ ャー ナ ル取 得 の方 法 や ミ ラー デ ィス ク

導 入 に よ るバ ック ア ップ レス方 式 も検 討 し て い く。

バ ッ クア ップ の 取 得 の 間 隔 は1日 程 度 と し、 か っ 人 手

を 極 力 減 らす た め、 シ ス テ ム で の 自動 取 得 も検 討 す る。

再 投 入 の方 法 等 は、 今 後 検 討 す る。

(3)過 負 荷 対 策

定 期 的 に 機 器 ・回 線 の 使用 状 況 を 収 集 し、 統 計 処 理 に よ り分 析 ・対 応

を可 能 とす る。

(4)セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策

(a)端 末 操 作 権

セ キ ュ リテ ィ対 策 に 対 して は以 下 の 対 処 と す る。

① 利 用 者 識 別 ・不 正 操 作 ・他 人 操 作 保 護 の た めIDカ ー・一ード、 パ ス

ワ ー ド を 使 用 す る。

②IDカ ー ド、 パ ス ワ ー ド盗 用 の た め カ ー ド管 理 、 パ ス ワ ー ドの

定 期 的 変 更 を 行 な う。
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(b)フ ァ イ ル ア ク セ ス 権

① デ ー タ ベ ー ス の 不 正 ア ク セ ス ・プ ロ グ ラ ム の 盗 難 ・破 壊 に 対 し

て は 、 ア ク セ ス で き る範 囲 の 制 限 を 行 な う。

② 重 要 な 共 通 フ ァ イ ル は ア ク セ ス履 歴 の 取 得 を 行 な う事 を 検 討 す る。

(c)操 作 ミ ス 防 止

① ガ イ ダ ン ス の 充 実 に よ り、 誤 操 作 が 少 な く な る よ う画 面 設 計 を

す る。

② 実 績DBへ の 登 録 は 、 案 件 ご と に ス テ ー タ ス を 管 理 す る こ と に

よ り、 入 力 ミ ス を 減 らす 。

(d)暗 号 化 方式 の 採 用

本 シ ステ ム は、 重 要 な 情 報 を扱 う こ とお よ び電 子 決 裁 処 理 を 行 な う こ

とか ら暗 号化 方 式 を採 用 す る事 を 検 討 す る。
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3.,4.6移 行 方 針

(1)新 シ ス テ ム の移 行 に あた って の主 な 作 業 内 容 と して は 次 の もの が あ る。

① 移 行 計 画 ・方針 決 定 ・周 知

② シ ス テ ム環 境 作 成 ・準 備

③ デ ー タ の移 行(仮 実 施 とデ ー タ の チ ェ ック/修 正)

④ 訓 練/教 育

⑤ 本 格 移 行

(2)作 業 内容 の 概 要

(a)移 行 の 計 画 ・方 針 決 定 ・周 知

個 々 の 業 務 に っ い て、 移 行 の方 法 ・ス ケ ジ ュ ー ル ・体 制 等 に つ い て 計

画 を立 て、 具 体 化 を計 る。

(b)移 行 の 訓 練/教 育

① シス テ ム化 後 の業 務 処 理 、 操作 に お け る利 用 者 用 マ ニ ュ ア ル の 作 成 を

行 な う。

② 利 用 者 研 修 を行 な う。

(c)シ ス テ ム環 境 作 成 ・準 備 の作 業 内 容

① シス テ ム開 始 後 に必 要 な全 フ ァ イ ル エ リア の 作成 を行 な う。

② フ ァイ ル毎 に レコー ド長 ・属 性 等 を元 に、 デ ィ ス ク内 に 必 要 な容 量 を

確 保 す る。

③ サ ー ビ ス開 始 時点 で の必 須 項 目/共 通 デ ー タ を投 入 す る。

一39一



(d)移 行 の 方式 と して は次 の2方 式 か ら業 務 に よ り選 択 す る

② 一一ー一③ ⑤ 一一(す べ て 新 システムで 事 務 処 理)一 ー一

[一 定 期 間 両 者 が 並 行 す る業 務 の 場 合]

② 一一ー一 一1⑤ 一(新 た に 発 生 し た テ■・一タの み

新 システムで 入 力 す る)一

① 移 行 計 画 ・方 針 決 定 ・周 知 ② シ ス テ ム 環 境 作 成 ・準 備

③ デ ー タ の 移 行(仮 実 施 と デ ー タ の チ ェ ッ ク/修 正)

④ 訓 練/教 育 ⑤ 本 格 移 行

(e)フ ァ イ ル デ ー タ の移 行(仮 実 施 とデ ー タ の チ ェ ック/修 正)

① 一 斉 に移 行 す る業 務 の 場 合

あ る時 点 ま で の業 務 処 理 デ ー タ を 移 行 プ ロ グ ラ ム に よ り紙/FD等 の

原 簿 か ら一斉 に 仮 移 行 し、 デ ー タ の チ ェ ック/修 正 後、 す べ て 新 シ ス

テ ム で事 務 を 行 な う。

② 一 定 期 間 新 旧 の 両 事 務 処 理 が 並 行 す る業 務 の 場 合

サ ー ビ ス開 始 前 の デ ー タ は紙 原 簿 で 従 来 の事 務 処 理 で 実 施 し、 サ ー ビ

ス 開始 日以 降 の新 規 発 生 分 は新 シ ス テ ムで 実 施 す る。

(f)そ の 他

各 課 で パ ソ コ ン管 理 し て い る デ ー タ 等 に っ い て は 変 換 プ ロ グ ラ ム が 必

要 と な る。 混 乱 を 起 こ さ な い た め パ イ ロ ッ ト的 な シ ス テ ム で 移 行 の 確 認

を し て か ら 拡 大 す る。
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3.4.7運 用 、 研 修 、 保 守 方 針

(1)運 用 の 基 本 方 針

(a)シ ス テ ム の運 転

① 運 用 時 間 帯

イ.共 通 装 置(フ ァイ ル サ ー バ、 プ リン タサ ー バ 等)

平 常 日の シス テ ム運 用 時 間(シ ス テ ム共 通 装 置)はAM9時 半

～PM6時(勤 務 者 の 居 る時 間 帯)と す る。 た だ し、 将 来24時

間 運 転 も可 能 とす る。

共 通 機 器 は極 力、 自動 電 源 投 入 切 断 ・開 始 終 了 処 理、 自動 フ ァ

イ ル セ ー ブ等 を 検 討 す る。 この時 間帯 を 越 え て 共 通 装 置 を用 い る

場 合 は手 操 作 で 電 源 投 入 切 断 ・開 始 終 了 処 理 す る。

ロ.端 末 機 器

ワー ク ス テー シ ョン(WS)等 個 別 の 装 置 は、 使 用 時 に担 当

毎 に電 源投 入 切 断 ・開 始 終 了 処 理 す る。

② 性 能 向 上 の た め の運 用 方 針

シ ス テ ム で共 通 に使 用 す るデ ィス ク な どの 利 用 状 況、LAN回 線 の

使 用 状 況 等 の シ ス テ ム資 源 に っ いて は、 定 期 的 に統 計 等 を 取 得 分 析 し、

不 要 フ ァイ ル削 除 ・無 効 トラ フ ィ ック の 防止 等 の 対 策 を と る。

(b)シ ス テ ム の管 理 面 か ら見 た運 用 の方 針

シ ス テ ム を効 率 よ くか っ 支 障 な く稼 働 させ るた め、 利 用 者 ・設 計 者

を 含 め た 定 期 的 打 ち 合 せ を適 時 に行 な え る よ うな 体 制 を 早 期 か ら確 立

す る必 要 が あ る。

(2)研 修 の基 本 方 針

シ ス テ ム 化 後 の 業 務 処 理、 操 作 方 法 等 に っ いて の 訓 練、 教 育 は シ ステ ム の

移 行 後 も、 シ ステ ムの 効 果 を上 げ る上 で も必 須 で あ る。 この た め 次 の事 項 を

管 理 実 施 す る。

(a)シ ス テ ム化 後 の 業 務 処 理 マ ニ ュ ア ル、 操 作 に お け る利 用 者 用 マ ニ ュ ア

ル の作 成

(b)定 期 的 な利 用 者 の研 修

(c)シ ス テ ム化 後 の業 務 上 の要 望 点 把 握

(3)保 守 の基 本 方 針

故 障 対 策 で 述 べ た ハ ー ドウエ ア ・回 線 の 保 守 に つ い て は、 基 本 的 に 故 障 発

生 時 に保 守 者 を コー ルす る。 予 防 保 全 の た め、 定 期 保 守 を 行 な う。
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3.5業 務 概 要

資 機 材 供 与 業 務 お よ び 関 連 業 務 は、 デ ー タ ベ ー ス を 中 心 に 各 業 務 処 理 が な

さ れ る。 各 業 務 と デ ー タ ベ ー ス の 関 連 イ メ ー ジ を 、 図3-1業 務 体 系 図 に 示

す。
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1
』

⇔
ー

資機材供与業務

① 資機 材 仕 様 の決 定
・案 件 情 報 の登 録

・対 象 機 材 の選 定

・資 機 材 の登録1

・資 機 材 仕 様書 の出力

② 資 機 材 明細 仕様 の決 定
・案 件 情 報 の登 録

・仕 様 明細 の決 定

・資機 材 の登録2

・資機 材 仕 様 明細 書 の 出力

③技術協 力契約情報等 の登録

⑤新製品 情報、製造 中止情報

＼

資機材使用状 況登録

/

① 資機 材 仕様 書 デ ー タベ ー ス

② 人 材 デ ー タベ ー ス

③ 関 係 企 業 デ ー タ ベー ス

④ 代 理 店 情 報

/
、叫・一～__._ ___一'

関 係 企 業D

』
＼

/

♂

部

陸]一 一午一1
関

統計処 理

× ＼
＼

＼

↓

① 地域 ・国別実績

② 事業形態別実績

③ 分野別実績

④ 機材種別別実績

⑤ 受注企業別 ・契約別実績

⑥ 購送金額 別実績

⑦ 使用状況 実績
・故障箇所統計

・故障傾向分析

図3-1業 務 体 系 図

業務OA化



3.5.1機 材 供 与 業 務

(1)機 材 仕 様 の 決 定

① 案件情報 の登 録

②対 象機材 の選定

③機 材 の登録1

④機 材仕様書 の出

力

関 係 機 関 か ら送 付 され た相 手 国 か らの 要 請 の 内容

に 基 づ き、 端 末 か ら案 件 情 報(案 件 名、 相 手 国 名、

要 請 機 材 情 報)を 、 機 材 関 連 実 績 デ ー タ ベ ー ス(以

下、 実 績DBと い う)の 要 請 資 機 材 欄 に登 録 を行 な

つo

機 材 仕 様 書 デ ー タ ベ ー ス(以 下 、 仕 様 書DBと い

う)の 情 報 と実 績DBの 要 請 機 材 の 内 容 を 同 時 に端

末 の 画 面 上 で 参 照 しな が ら、 仕 様 書DBの 中 か ら該

当 す る機 材 を 選 定 して い く。

選 定 の 方法 と して は、 要 請 内 容 に従 って 馬 力 、 電

圧 等 の範 囲 を 与 え該 当す る機 材 の 選 定 を お こな って

い く。 も し必 要 とす る数 の メ ー カ数 が ヒ ッ トしな い

場 合、 与 条 件 を 替 え な が ら検 索 を繰 り返 す。

該 当 す る資 機 材 が 無 い 場 合 等 、 必 要 に 応 じて 資 機

材 情 報 を、 仕 様 書DBに 追 加 登 録 を行 な う。

上 記 情 報 の ア クセ スで は、 納 期、 納 入 価 格 、 仕 向

地 等 の実 績 デ ー タ も参 照 す る。

該 当 す る 資 機 材 の 選 定 が 完 了 した ら、 当 該 資 機 材

の 情 報(資 機 材 名 、 ス ペ ッ ク、 単 価 、 数 量 、 ア タ ッ

チ メ ン ト、 ス ペ ア パ ー ツ、 価 格 等)を 、 実 績DBの

資 機 材 等 調 査 機 材 欄 に 自 動 的 に 登 録 を 行 な う。

当 該 案 件 に 対 す る一 連 の処 理 が 終 了 した ら、 機 材

仕 様 書 の 出 力 指 示 を お こな い、 プ リンタ に機 材 仕 様

書 資 料 の 出 力 を 行 な う。
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機材仕様の決定

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

(JICA)

案件情報

②対象機材の選定

回,
『

④機材仕様書の出力

①案件情報の登録(要請機材の登録)

回 】 )
… 馴1

()

実績DB
)

ノ

躍
③機材の登録1

繊『

1

(

・案 件 名

・相 手 国 名

・要 請 機 材

)

・メ ー カ 名

・機 材 名

・ス ペ ッ ク

(仕 向 地)
・価 格

・納 期

・数 量

仕様書

》

簾;㌶ 登録◇

調査結果
機材の登
録処理

♀

(と)

∬

回

(

()

仕様昏

》

)
レ㌔仕様書

》
↓

()

実績DB

)

占 1司' 14 ,

( )

実績DB
)

　 　

1--1
'

・

機材
仕様書

ゴ
(1

関 ←→9関 繊 関との協議
係
機
関
)

)

▽
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(2)機 材 明 細 仕 様 の決 定

業 務 名 処 理 概 要

①案 件情報 の登録 関 係 部 門 との 協 議 が終 了 した ら、 端 末 か ら外 務 省

協 議 年 月 日、 協 議 総 額 等 の案 件 情 報 を 実 績DBに 登

録 を お こ な う。

② 仕 様 明細 の決定 関 係 部 門 との 協 議 に よ り決 定 され た 内 容 に従 って

仕 様 明 細 の 決 定 を行 って い く。

該 当 す る案 件 の照 会 を お こ な い、 資 機 材 等 調 査 欄

の 内 容 を 参 照 しな が ら、 協 議 総 額 に 合 った 調 整 を行

な う 。

具 体 的 操 作 は、 対 象 機 材 の 選 定 と同 様 の 操 作 を お

こ な うが 、 当 該 案 件 の機 材 総 額 を常 に表 示 して お き

精 査 し て い く。

該 当 す る資 機 材 が 無 い場 合 等、 必 要 に 応 じて 資機

材 情 報 を、 仕 様 書DBに 追 加 登 録 を 行 な う。

③機 材 の登録2 該 当 す る資 機 材 の仕 様 明細 が 決 定 した ら、 当該 資

(仕 様 明細 決定後) 機 材 の 情 報(資 機 材 名 、 ス ペ ッ ク、 単 価 、 数 量 、 ア

タ ッ チ メ ン ト、 ス ペ ア パ ー ツ 、 価 格 等)を 、 実 績D

Bの 資 機 材 等 調 査 機 材 欄 に 自動 的 に登 録 を 行 な う

④ 機材 仕様 明細 書 当 該 案 件 に 対 す る一 連 の処 理 が 終 了 した ら、 機 材

の 出 力 仕 様 明 細 書 の 出 力 指 示 を お こ な い、 プ リ ン タ に機 材

仕 様 明 細 書 資 料 の 出 力 を 行 な う。
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機材明細仕様の決定1

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

卿1
〈 噸

①案件情報の登録

1・司1 ()

ノ

)

・外 務 省 協 議

年 月 日
・協 議 総 額

・メ ー カ 名

・機 材 名

・ス ペ ッ ク

・価 格

・納 期

機材
仕様書∨

鰭 蹴 登録◇

♀ 、
②仕様明細の決定

③機材の登録2
(仕様明細決定後)

1一1

回,
1-1
∠

回
信 －L

, 実績DB
-

一＼
仕様書
DB)

(

仕様書

》

調査結果

録指示
機材の計 画一

( )

り現地確認調査

》・・仕 様 書

提出

1-1
∫

㌣ 螂 よ
④機材仕様明細書の出力

》
↓

()

実績DB
)

占 回,
( )

実績DB,

,
{=」 輪1

∠

↓

)

▽ 「 ノ(

機材仕様
明細書

4



(3)技 術 協 力 契 約 情 報 の登 録

技術協力契約情 報 の登

録

JICAか ら、 技 術 協 力 の 契 約 情 報 の コ ピー を 受

取 り、 契 約 内 容 を 実 績DB当 該 案 件 の契 約 資 機 材 欄

に登 録 す る。

(4)機 材 使 用 状 況 登 録

業 務 名 処 理 概 要

現 況 調 査 報 告 書 を も と に、 実 績DB当 該 案 件 の機

機材使用状況登 録 材 使 用 状 況 欄 に故 障 状 況 、 原 因、 対 応 状 況、 据 付 専

門 家 派 遣 状 況、 現 地 代 理 店 情 報、 スペ ア パ ー ツ の状

況 等 の登 録 を行 な う。

機 材 仕 様 状 況 の 情 報 は、 ス ペ ア パ ー ッ ス ト ッ ク コ

ン ト ロ ー ル 、 耐 用 年 数 管 理 等 と組 合 せ 、 よ り 高 度 で

効 率 的 な フ ォ ロ ー ア ッ プ、 ア フ タ ー ケ ア の 実 施 に 利

用 す る。
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技術協力契約情報の登録

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

(JICA)

①契約機材の登録
蘂1

琶

契約書
内訳∨

コ ピ ー

画
() ・供与機材

・落札価格

`

, 実績DB
)1-1 1

=

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

①機材使用状況登録
現況調査
報告書

,'一 、

、'、'
、_一' 1到1

・修理情報
・使用状況
・管理状況
・故障箇所
・原風 対応

状況
・据付専門家

派遣
・現地代理店

情報

1

)

()

実績DB

一
I

l-L

b
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3.5.2そ の 他 の 業 務

(1)統 計 処 理

統 計DBの デ ー タ ベ ー ス 項 目 に つ い て は 、 基 本 設 計 の 中 で 決 定 して い く。

業 務 名 処 理 概 要

以 下 に掲 げ る統 計 を 実 績DBを 基 に作 成 す る。

統計処 理 ① 地 域 ・国 別 実 績

② 事 業形態別 実績

③ 分 野別実績

④ 機 材種別別 実績

⑤ 受 注企業別 ・契約別 実績

⑥ 購送金額別 実績、納 期

⑦ 使用状況 実績

・故 障 箇 所 統 計

・故 障傾 向、 原 因、 対 応 状 況 分 析

⑧ 第三 国調達、 現 地調達機 材 実績
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統計処理一
関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

① 統計デー タの作成

()
レ 実 績DB

了
回

② 統計 デー ク出力

國 、
語

1

一1
'一 声 犀㊤.

()

統計DB

一

'

各種統計

∨

へ

」
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(2)デ ー タ ベ ー ス 管 理

① 機 材 仕 様 書 デ ー タ ベ ー ス

業 務 名

機 材 仕 様 書 デ ー タ ベ ー

ス管 理 処 理

処 理 概 要

メ ー カか ら資 機 材 仕 様 の情 報 をFDで 提 供 を 受 け

仕 様 書DBに 登 録 す る。 情 報 の 提 供 は、 年2回 とす

る。 な お、 第 二 期 以 降 に お い て は オ ン ラ イ ンに よ る

情 報 提 供 を受 け る。

② 人 材 デ ー タ ベ ー ス

人 材 デ ー タ ベ ー ス

概 要

専 門 家 派遣 に っ い て、JICA等 か ら要 請 が あ っ

た場 合 、 人材DBを 論理 検 索 を お こ な い 該 当 す る専

門 家 の抽 出 を 行 な う。

③ 関 係 企 業 デ ー タ ベ ー ス

業 務 名

関 係 企 業 デ ー タ ベ ー ス

処 理 概 要

関 係 企 業 情 報 の登 録 お よ び 登 録 内 容 の 維 持 管 理 を

端 末 か ら行 な う。

フ ォ ロー ア ッ プ、 機 材 の故 障 対 応 等 の 際 に本 デ ー

タ ベ ー ス の検 索 を お こな い、 営 業 担 当者 ・連 絡 電 話

番 号、 海 外 支 店 情 報 を得 て事 務 処 理 に役 立 て る。
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機材 仕様書 デ ー タベ ース管理処理

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

曙 一回
'

メ ー カ マ シ ー ン

①機材仕様DBの 更新

㊦ 、型
,

()

仕様書

1-1
、∫

》

人 材 デ ー タベ ー ス管 理

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

① 人材デー タベー ス の管理

回 ・
()

,』..罷

) 人材DB

)

機材の据付・修理専門家を含む

関 連 機 関 JICS デ ー タ ベ ー ス

① 関係企業 デー タベー スの管理

圖 ・
()

1'-1 .∫

レ 人材DB
)
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3.5.3第 二 期 以 降 の 機 能 向 上

(1)電 子 決 裁 処 理

・電 子 決 裁 業 務 は、 各 種 業 務 か ら電 子 メー ル に よ り決 裁

/承 認 を 依 頼 され、 端 末 か ら作 業 を行 な う。

・決 裁 ・承 認 は、 決 裁 ・承 認 書 の 資 格 チ ェ ッ ク を行 な った

後 以 降 の 処 理 を行 な う。

・決 裁/承 認 文 書 、 お よ び、 添 付 され た 関 連 文 書 、 補 足

説 明 を、 格 納 され て い るデ ー タ ベ ー ス読 出 して 参 照 し

承 認/否 認 の入 力 を行 な う。

・決 裁/承 認 結 果 は、 依 頼 元 へ 電 子 メ ー ル で 通 知 され

る また、 結 果 につ い て の 指 示 事 項 等 を入 力 す る こ とが

で き る。
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理処裁決子電

一決 裁 ・承 認 者 側 依 願 …者 倒

(依 頼 の メー∬は 決 裁 ・

承 認DBと 添 付 文 書

管 理DBに 記 録)

決 裁 ・承 認 開 始

③ 決 裁 ・承 認 者 の

資 格 チェック

④ 決 裁 ・承 認 文 香

一 覧 の 照 会

(内 容 確 認)

⑤ 決 裁 ・承 認 文 書

に 関 連 す る 文 書

、 及 び 、

補 足 説 明 の 照 会

⑥ 承 認 ・否 認 を 入

力 す る

1⑦ 決 裁 ・承 認 終 了

を 依 願 元 へ 電 子

メーJlで通 知 す る

⑧ 否 認 の 時 は 依 頼

元 へ 差 戻 し を 電

子 メ叶1で 通 知 す

る 。

⑨ 否 認 理 由 は 補 足

説 明 フ7イ);に記 入

1可 能 ・

電 子 決 裁

メ一月ホ、ックス

ノ へ

ll
-=
③/1＼

法 鼓 ・承 認 者 マ

ス9よ り

!、

一

④↑
決 裁 ・承 認DB

よ り

ノ へ

ll-〔

②

① 起 案 文 香 作 成

② 電 子 メーIIで決 裁 ・承

認 依 頼 す る

⑤

① 作成

＼
案 件管 理

DB

:訂

補 足 説 明

フ7イn

●

⑥

巳
④へく≒

.

`

・
.

.

.

.

`

.

.

.

.

Ill'|「}〔
③へ一

添 付 文香

管 理DB

に⊃
=

⑧

決 裁 ・承 認

DB

依 頼 者 側

メ一八ホ、ッうス

⑩ 結 果 を 取 出 す

(補 足 説 明)

⑩
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(2)イ メ ー ジ処 理

業 務 名 処 理 概 要

本 シ ス テ ム に お け る イ メ ー ジ情 報(仕 様 書)は 、

イ メ ー ジ処 理 イ メ ー ジ情 報 を ス キ ャ ナ か ら 読 み 込 み 、 光 デ ィ ス ク

に 蓄 積 を行 い、 各 業 務 間 で使 用 す る文 字 情 報DBと

リ ン ク さ れ る。 ま た、 蓄 積 さ れ た 情 報 に 対 して 検 索

・修 正 を 行 な う。

イ メ ー ジ情 報 を 扱 う こ と に よ り、 機 材 を ピ ジ プ ル

に 見 る こ とが で き機 材 選 定 を 効 率 的 に行 な う こ とが

で き る 。

イ メ ー ジ処 理

①仕 様書 をスキャナ入力 によ り

光 デ ィス クに登録す る

②必要な都 度、該 当情報 に対 し

て修正を行 う

◎必要に応 じて該 当す る仕様書

をプ リンタに出力す る

④LANに 接続されてい る各端

末 から検 索 ・参 照を行 う

＼口

圏/光 力イリング

○

仕勤
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(3)外 部 デ ー タ ベ ー ス と の 相 互 接 続

① デ ー タベ ー ス情 報 提 供 等

第 二 期 以 降、 広域 ネ ッ トワ ー ク化 を お こな い、 実

デ ー タ ベ ー ス情 報 提 供 績DB、 統 計DBに つ い て外 部 関 係 機 関(外 務 省、

等JICA在 外 事 務所、JICA付 属 機 関 ・国 内 支 部

関 係 企 業 等)に 対 して情 報 提 供 を 行 な う。

な お、 情 報 の利 用 の範 囲 に つ い て は、 ア クセ ス者

の 資 格 に定 め る厳 密 な チ ェ ック を行 な う。

本 資 機 材 デ ー タベ ー ス を、 広 域 ネ ッ トワ ー ク に よ

り接 続 し情 報 の 共 有 化 を お こ な い、 以 下 の 効 果 を あ

げ る。

① 機 材 供 与 統 計 情 報 を各 関 連 機 関 に提 供 す る こ と

に よ り、 事 業 の 効 率 化 を 図 る。

② 供与 実 績 情 報 を 在 外 事 務 所 に提 供 す る こ と に よ

り、 要 請 前 事務 処理 の効 率 化 ・省 力 化 を 図 る。

③ メー カか ら オ ン ライ ンで、 直 接 仕 様 書 デ ー タベ

ー ス の更 新 を行 な うこ と に よ り、 タ イ ム リー な

情 報 の 入 手 およ びデ ー タ ベ ー ス維 持 管 理 の 省 力

化 を 図 る。

④ 外 務 省、JICAか らJICSに お け る機 材 供

与 案 件 の 進 捗状 況 が即 座 に把 握 で き る。
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② 外 部 デ ー タ ベ ー ス参 照

必 要 に 応 じ、 以 下 に 示 す 外 部 デ ー タ ベ ー ス の 参 照 を

外 部 デ ー タ ベ ー ス参 照 行 な う こ と を 検 討 す る。

① 外 務 省DAC統 計

②JICA統 計 ・図 書 館 情 報

③APICデ ー タ ベ ー ス

④IDRIS

⑤JETROACE

⑥JOIS

⑦ そ の 他 商 用 デ ー タ ベ ー ス

⑧ ク ラ ウ ン エ ー ジ ェ ン ト(英 国)の 保 有 す る 調 達

情 報 シ ス テ ム

等

外 部 の デ ー タ ベ ー ス を 即 時 に 参 照 し利 用 す る こ と に

よ り、 資 機 材 供 与 業 務 の 精 度 を 向 上 さ せ る。

(4)業 務 の 精 度 ・質 の 向 上

第 二 期 以 降 で は、AI技 術 の 利 用 、 ネ ッ トワ ー ク の 高 度 化 ・国 際 化 等 に よ

り 以 下 に 示 す 業 務 の 精 度 ・質 の 向 上 を 図 っ て い く。

業 務 の 精 度 ・質 の 向上

① 数 量 チ ェ ッ ク

入 力 ミス等 を 少 な くす るた め に、 あ りえ な い 桁 数

の 入 力 が な さ れ た 場 合 ワー ニ ン グを 出 し、 オ ペ レ

ー タ に注 意 を 促 す。

② 関 連 項 目 間 の 矛 盾 チ ェ ック

・供 与 機 材 の 内 容 と相 手 国 の気 候 風 土 と の適 合 性

チ ェ ッ ク

・マ ニ ュ ア ル 添 付 の必 要 性 チ ェ ック

等

③ 対 象 機 材 の 拡 大

機 材 仕 様 書 デ ー タベ ー スで 扱 う対 象 資 機 材 の範 囲

の 拡 大 を行 な う こ と に よ り、 機 材 供 与 業 務 の 精 度

を 向上 す る。
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業 務 名 処 理 概 要

④ 画像処理 の導入

業 務 の精 度 ・質 の 向 上 ア タ ッチ メ ン トの 選 定 に お い て 、 画 像 処 理 を お こ

な う こ と に よ り相 手 国 の気 候 風 土 に マ ッチ した 最

適 な選 定 を 可 能 とす る。

⑤ 映像処理

機 材使用方 法 ・故障修 理方法 の解説等 に利用 す る

と と も に 国 際 ネ ッ トワ ー ク の 利 用 に よ り、 直 接 相

手 国 に対 し情 報 の提 供 も可 能 と な り、 き め細 か な

機 材 供 与 が で きる。
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3.6デ ー タ ベ ー ス

3.6.1デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に お け る 主 な デ ー タ ベ ー ス の 一 覧 を 表3-3に

示 す 。

表3-3デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

NQデ ー タ ベ ー ス 名 説 明

1機 材 仕 様 書 デ ー タ ベー ス

(仕 様 書DB)

メ ー カ の カ タ ロ グ を集 大 成 した もの で、

相 手 国 か ら の要 請 に 基 づ い て 資 機 材 の選 定

等 を 行 な う と きに参 照 す る。 各 資 機 材 の ス

ペ ック、 単 価 、 スペ ア パ ー ツ、 納 期 等 の仕

様 を 登 録 す る。

2機 材 関 連 実 績 デ ー タベ ー ス

(実 績DB)

案 件 ご と に管 理 し、

手 国 名 、 ス テ ー タ ス、

情 報 を 登 録 す る。

案 件N皿、 案 件 名、 相

供 与 機 材、 金 額 等 の

3機 材 関 連 統 計 デ ー タ ベ ー ス

(統 計DB)

実績DBを 基 に作 成 した、各 種 統計情 報

を登録 す る。 作成 す る統計 を以下 に示 す。

① 地域 ・国別実績

② 事業 形態別実績

③ 分野 別実績

④ 機材 種別別 実績

⑤受 注企業別 ・契約 別実績

⑥ 購送 金額別 実績

⑦ 使用 状況実 績

・故 障 箇 所 統 計

・故 障 傾 向、 原 因、 対 応 状 況 分 析

4 人 材 デ ー タ ベ ー ス 専 門 家 派 遣 に係 わ る人 材 を登 録 す る。 与

(人 材DB) 条 件 の 組 合 せ に よ る、 条 件 検 索 を 可 能 とす

る 。

5 関 係 企 業 デ ー タ ベ ー ス 資 機 材 関 連 の メー カ、 商社 等 の 企 業 を登

(関 係 企業DB) 録 す る。 関 係 企 業 コ ー ドに よ る デ 一 夕 ベ ー

ス検 索 を 可 能 とす る。
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▼

人

3.6.2デ ー タ ベ ー ス 構 造

(1)仕 様 書DB

仕 様 書 メ イ ン レ コ ー ド

メ

ー

カ

コ

ー

ド

資

機

材

名

資

機

材

コ

ー

ド

→<関 係企 業DB>

→<実 績DB>

↓↓↓

ス ペ ア パ ー ツ レ コ ー ド

資

機

材
コ

ー

ド

名

称

金

額

ξ

　

ア タ ッ チ メ ン ト レ コ ー ド

資

機

材
コ

ー

ド

名

称

金

額

ス ペ ッ ク レ コ ー ド

資 ス 諸

機 ぺ 元

材 ツ

コ ク

1 名
ド 称

l

O

」
1



実 績 メ イ ン レ コ ー ド

相

手

国

名

相

手

国

コ

ー

ド

ス

テ

ー

タ

ス

案

件

名

案

件

番

号

(2)実 績DB

↓↓↓↓

機 材 使 用 状 況 レコード

案 資 資 使

件 機 機 用

番 材 材 状 ● ●

号 コ 名 況

1
ド

資 機 材 レ コー ド1 資 機 材 レ コー ド2 資 機 材 レ コー ド3

案 資 資 メ 耐 単 案 資 資 メ 耐 単 案 資 資 メ 耐 単

件 機 機 1 用 価 件 機 機 1 用 価 件 機 機 1 用 価

番 材 材 カ 年 番 材 材 カ 年 番 材 材 カ 年

号 コ

ー

名 名 数 ● ● ◆ 号 コ

1

名 名 数 ● ● ■ 号 コ

1

名 名 数 ● ● ●

ド ド ド

1 1

↓ ↓ ↓

ス ペ ッ ク レ コ ー ド ア タ ッ チ メ ン ト レ コ ー ド ス ペ ア パ ー ツ レ コ ー ド

案 名 諸 案 名 諸 案 名 諸

,

件 称 元 ● ● ● ●.・ 件 称 元 ● ■ ● ● ● ● 件 称 元 ● ● ● ● ●.

番 番 番

号 号 号

l
O
N
l



(3)人 材DB

'

人 材 メ イ ン レ コ ー ド

個 専 業 取 氏 住 職 海 J

人 門 種 得 名 所 歴 外 1

登 分 コ 資 調 C ■ ● ● ● ● ●

録 野 1 格 査 A

番 コ ド コ 経 等

号 1 1 歴 実
ド ド 績

(4)関 係 企業DB

関 係 企 業 メ イ ン レ コー ド

メ

ー

カ

コ

ー

ド

メ

ー

カ

名

営

業

担

当

部

課

営

業

担

当

者

電

話

番

号

取

扱

機

材

分

野

海

外

支

店

↓

海 外 支 店 レ コ ー ド

メ

ー

カ

コ

ー

ド

支

店

名

支

店
コ

1

ド

営

業

担

当

部

課

営

業

担

当

者

電

話

番

号

取

扱

機

材

分

野

ー

O
ω
ー



3.6.3デ ー タ 項 目

各 デ ー タ ベ ー ス の 主 な 項 目 に つ い て 以 下 に 示 す。 桁 数 、 バ イ ト数 に つ い て は、

今 後 の 基 本 設 計 の 中 で 確 定 し て い く。

(1)仕 様 書DB

No 項 目 繰 返 桁数 バ イト 備 考

1 資 機 材 コ ー ド 9 9

2 資機 材名

3 年 度型式

4 メ ー カ コ ー ド

5 メ ー カ 名

6 標準 価格

7 製造 期間

8 標準 耐用年 数

9 ス ペ ッ ク

ス ペ ッ ク 名 称

諸 元

N ス ペ ッ ク の 内 容 は

機 材 分 類 の 小 分 類

に従 っ て、 決 定 し

て い く。

10 ア タ ッ チ メ ン ト

名 称

金 額

N

11 ス ペ ア パ ー ツ

名 称

金 額

N

(注)・ 繰 り 返 し欄 がNの 場 合 、 任 意 の 数 の レ コ ー ドが 作 成 さ れ る。

・繰 り 返 し覧 が 数 字 の 場 合 、 数 の 分 だ け の 固 定 エ リ ア が 確 保 さ れ る。

以 下 同 じ
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(2)実 績DB

No 項 目 繰返 桁数 パ 朴 備 考

1 案件番号

2 案件名

3 ス テ ー タ ス 2 2

4 年度

5 協 力 種 別 コ ー ド

6 相手 国名

7 相 手 国 コ ー ド

8` 相 手先供 与機関

9` 地 域名

地 域 コ ー ド

11 概算事業 費総額

12 関係機関 協議年 月 日

13 関係機関 協議金 額

14 落札総額

15 落 札 企 業 コ ー ド

16 応 札 企 業 コ ー ド 5

17 入札評価

18 契約年 月 日

19 納入条件
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No 項 目 繰 返 桁数 バ イト 備 考

20 納期 年月

21 機材 使用 状況 N

現況 調査実施年 月 日

実 施 メ ンバ

使用 状況

22 供与 資機 材 N

資機 材名

資 機 材 コ ー ド

メ ー カ 名

メ ー カ コ ー ド

耐用 年数

型式

単価

数量

金額

総額

ス ペ ッ ク N

名称

諸 元

ア タ ッ チ メ ン ト N

名称

単 価

数 量

金 額

ス ペ ア パ ー ツ N

名称

単 価

数 量

金額
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(3)統 計DB

統 計DBの デ ー タ項 目 に っ い て は、 基 本 設 計 の 中 で 決 定 して い く。 こ こで

は、 統 計 資料 の 名称 を掲 げ る こ と とす る。

① 地 域 ・国 別 実 績

② 事 業 形 態 別 実 績

③ 分 野 別 実 績

④ 機 材 種 別 別 実 績

⑤ 受 注 企 業 別 ・契約 別 実績

⑥ 購 送 金 額 別 実 績

⑦ 使 用 状 況 実 績
・故 障 箇 所 統 計

・故 障 傾 向 分 析 、 原 因、 対応 状 況 分 析

(4)人 材DB

No 項 目 繰 返 桁数 バ イト 備 考

1 個 人登録 番号

2 専 門 分 野 コー ド

3 業 種 コ ー ド

4 海 外 コ ー ド 5

5 取 得 資 格 コ ー ド 5

6 大 学 コ ー ド

7 専 門 科 目 コ ー ド

8 語 学 コー ドお よ び運 用 能 力

9 氏名

10 性別

11 生 年 月 日

12 住所

13 電話 番号

14 学歴
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Nα 項 目 繰 返 桁数 パ 朴 備 考

15 職歴 5

16 海 外 調 査 ・赴 任 経 歴 5

17 学 会

18 論文

19 著書 5

20 健康 状態

21 JICAお よ びJICS実 績 5

22 家族状況

23 推薦分野 の経歴 とそ の評 価 文 字
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(5)関 係 企 業DB

No 項 目 繰 返 桁数 バ イト 備 考

1 メ ー カ コ ー ド

2 メ ー カ 名

3 営業担 当部 課

4 営業担 当者

5 営業担 当電 話番号

6 所在地

7 資本金

8 代表著名

9 取 扱 機 材 分 野 コ ー ド 5 機 材 コ ー ドの 一 部

10 業種

11 海 外 支 店 情 報(含 む 代 理店)

メー カ コー ド

メー カ名

支 店 コ ー ド

営 業 担 当部 課

営 業 担 当 者

営 業 担 当 電 話 番 号

所 在 地

代 表 者 名

N

12 納 入実績
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(6)資 機 材 コ ー ドお よ び ス テ ー タ ス

① 資機 材 コー ド(9桁)

]⊆ ⊇⊆XXXXXXX

L_.噛 番号 、小頒 の中での噛 番号

小 分 類:1.ブ ル ド ー ザ

2.バ ッ ク ホ ー

3.フ ィ ロ ー

等

中 分 類:1.車 両

2.建 設 機 材

3.

等

大 分 類:1.農 業 機 材

2.水 産 機 材

3.医 療 機 材

等

② ス テ ー タ ス

実 績DBの 各 案 件 は 、 ス テ ー タ ス 欄 を 持 ち 、 案 件 処 理 の 進 捗 に 応 じた ス

テ ー タ ス の 管 理 に 使 用 す る。

ス テ ー タ ス を 管 理 す る こ と で 、 以 下 の 事 項 を 可 能 と す る。

・各 案 件 の 業 務 処 理 の 進 捗 状 況 が ス テ ー タ ス を 参 照 す る こ と で 即 座 に 分

か る。

・ス テ ー タ ス に よ る 照 会 で 、 該 当 す る 案 件 の 照 会 が で き る。

・ス テ ー タ ス に 応 じ て 当 該 案 件 に 対 す る入 力 項 目 の チ ェ ッ ク が 可 能 と な

り、 業 務 処 理 の 精 度 が 向 上 す る。

資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に お け る ス テ ー タ ス 例 を 表3-4に 示 す 。

た だ し、 実 際 の シ ス テ ム 設 計 に 当 た っ て は、ODA全 体 を 考 慮 して 体 系 的

な ス テ ー タ ス と して い く 必 要 が あ る。

一70一



表3-4ス テ ー タ ス

ス テ ー タ ス 意 味

0 初期値(案 件発生 前)

1 要請 書受 領

2 対象 機材 の選定完 了

3 関係 機 関協 議

4 仕様 明細 の決定

5 購送 請求

6 入札

7 落札

8 契約

9 検査

10 指定 倉 庫へ の搬 入

11 輸送 契約

12 通関 船積 み

13 現況調 査
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3.7シ ス テ ム 構 成

3.7.1ハ ー ド ウ エ ア 構 成

(1)ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 形 態

資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に お け る ハ ー ドウ ェ ア 構 成 形 態 は 、 事 務 組 織

と 同 等 な 構 成 で あ る 部 ・課 ・担 当 に よ る 分 散 構 成(図3-2)を と る。

部 サ ブ シ ス テ ム 課 サ ブ シ ス テ ム 担 当 サ ブ シ ス テ ム

●

●

●

●

図3-2分 散 構 成 形 態 図

(2)ハ ー ド ウ ェ ア と そ の 役 割

資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を 構 成 す る 各 サ ブ シ ス テ ム は、 以 下 に 示 す ハ

ー ドウ ェ ア に よ り 構 成 さ れ る。

・部 サ ブ シ ス テ ム

・課 サ ブ シ ス テ ム

・担 当 サ ブ シ ス テ ム

共 通 設 備(共 通 プ ロ セ ッサ 、 光 フ ァ イ リ ン グ、

共 通 プ リ ン タ)

課 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(課 単 位 の 取 り ま と め 用)

担 当 者 端 末(作 業 の 主 処 理 、 通 常 事 務 作 業)
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(a)共 通 設 備

課 を ま た が る 共 通 処 理 、 共 通 デ ー タ、 統 計 デ ー タ を 含 め た 大 量 デ ー タ の

保 存 と高 速 検 索 、 デ ー タ の リ カ バ リ機 能 の 充 実 等 の 必 要 性 が 他 に 比 べ て 高

く、 重 要 で あ る。 さ ら に 課 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン、LANと の 整 合 性 も 考 慮

し て 構 成 す る。

(b)ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

担 当業 務 を 効 率 的 に行 な うの に必 要 な以 下 の 機 能 全 て を 持 った 機 種 が 必 要

で あ る。

① 課 内 の 共 通 処 理 と課 内 デ ー タの 管理 、 高 速 処 理 が 可 能

② 担 当 者 端 末 の 機 能 を 包 含 し、 代 替 で き る

③ マ ル チ ウイ ン ドウ機 能 に よ る多 資料 の 同 時 参 照

④ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ の表 示 が 可 能

⑤LANと の整 合 性

(C)担 当 者 端 末

担 当 者 端 末 と して は、 以 下 に述 べ る項 目 を 考 慮 す る必 要 が あ る。

① 管 理 業 務 ・判 断 業 務 ・承 認 業 務 等 意 志 決 定 の サ ポ ー トを 行 な うた め に

は、 多 くの 資 料 を参 照 す るが、 従 来 の 標 準 密 度 表 示 の端 末 で は不 十 分

で あ る。 こ の た め、 高 密 度 表 示 が で き マ ル チ ウイ ン ドウ機 能 お よ び イ

メー ジ表 示 機 能 を持 つ 端 末 に よ り、 各 資 料 の 参 照 を 行 な う必 要 が あ る。

② 課 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンと同 一 の デー タ(ワ ー プ ロ ・表 ・RDB)を 扱

え る こ と。

③ 従 来 の パ ソ コ ン事 務 作 業 が 行 え る こ と。

④ 従 来 の パ ソ コ ン資 産 を 極 力 活 か す こ と。

⑤ 従 来 の デ ー タ を極 力 活 か す こ と。(移 行 等 で 考 慮 が 必 要)
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3.7.2ソ フ トウ ェア構成

共 通 プ ロセ ッサ の ソフ トウ ェア構成 は以下 の通 り

通信

ソ フ

ト

OS

管 理 系

ソフ ト

統 計AP

(オ フ ラ イ

ン)業 務AP

(オ ン ライ ン)

一

一

一

一

1
一

1
1
1
1

一 デ ー タベー ス管

理 システ ム

フ ァ イ

ル

フ ァ イ

ル
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NO 項 目 内 容

1

基 本 ソフ トウェ ア

(OS)

UNIX(ウ ィン ドウ シ ステ ム、 フ ァイル転 送 機 能 を含 む)

2

通信制御手順 ・方式、L

AN方 式等

OSIま た はTCP/IP

3

管 理 ソフ ト 業務APの 管理系 ソフ ト

4 業 務 アプ リケー シ ョン 資機材業務処理 プ ログラム

(オ ンライン、データ変換機能 を含む)

5 統計処理AP 統 計等 プ ログ ラ ム(オ フ ライ ン)

6

デ ー タベ ー ス管 理 システ

ム

リ レ ー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー ス

7

開発支援 ソフ ト デ バ ッ ガ 、 ダ ン プ 、 ソ ー ス バ ー ジ ョ ン 管 理 シ ス テ ム 、 他
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3.8シ ス テ ム構 築 ス ケ ジ ュ ー ル

本 節 で は、 資 機 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の第 一 期 に係 る シス テ ム 構 築 ス ケ ジ ュ ー ル を 示 す。

鎖 自i 莱戴i2難 度 i莱戌 藻類i瑳 莱繊 透鑛擾 総 懸

基本検討

基本設計

詳細設計

プ ログラム設計

製造

試験

PD:プ ログ ラム設 計

C:コ ーチ'イング

UT:単 体試 験

SI:結 合試 験

PT:総 合試 験

PT:総 合運 用 試 験

BI

BD

DD

PD・C・UT

SI PT

RT

△

運用開始



4.今 後 の検 討 事 項

4.1デ ー タ ベ ー ス構 築 の 段 階 的 な 実 現

本 構 想 察 で は、 大 き く分 け て3段 階 の 開 発 ス テ ッ プ を 提 唱 し て い る が 、 規 模 的 、

コ ス ト的 に み て 大 き い の で＼ そ れ ぞ れ の ス テ ッ プ の シ ス テ ム の 構 築 に 際 して は 、 実

際 に は、 構 築 ス テ ッ プ を さ ら に細 か く分 け て 考 え て 行 くの が 妥 当 で あ ろ う。

ま た 、 開 発 の 段 階 に は、 作 っ た 後 の 手 直 し等 の 手 戻 りを 防 ぐ うえ で も、 プ ロ トタ

イ プ を 作 成 し て 、 試 験 的 に運 用 して 、 シ ス テ ム の 妥 当 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る。

ま た 本 構 想 察 で は、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 と 同 時 に、 業 務 のOA化 を 図 る こ と を 提 唱

し て い る が 、 こ れ は 一 般 に、 デ ー タ ベ ー ス に と って は デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス が 命 で

あ り、 構 築 後 の デ ー タ ベ ー ス の 維 持 の た め に 、 特 別 の 作 業 が 生 じな い よ う な 設 計 に

す る こ と 考 慮 し な け れ ば な ら な い。 本 シ ス テ ム で は 、 同 時 に業 務 のOA化 を 図 る こ

と に よ っ て 、 通 常 の 業 務 の 流 れ の 中 で 自 然 に デ ー タ の 蓄 積 、 更 新 が で き る よ う に し

て 、 メ ン テ ナ ン ス の 効 率 を 良 くす る こ と を 考 え て い る。

な お、 シ ス テ ム の 段 階 的 な 構 築 を 考 え る 一 方 で 、 取 り扱 う デ ー タ の カ ヴ ァ レ ー ジ

お よ び 利 用 者 の 範 囲 に っ い て も同 様 に 段 階 を 追 っ て 広 げ て い く必 要 が あ る と 考 え ら

れ る。

4.2デ ー タ ベ ー ス の メ ン テ ナ ン ス

構 築 の た め に 多 大 な 労 力 と 資 金 を っ ぎ 込 ん で も、 デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス が タ イ ム

リー に 行 わ れ て い な い と、 年 月 が 経 つ に っ れ て 利 用 頻 度 が 激 減 して し ま う。 こ れ で

は 構 築 した 意 味 が 無 い 。 デ ー タ ベ ー ス を 有 効 に 運 用 す る た め に は、 デ ー タ の タ イ ム

リー な 登 録 、 更 新 、 削 除 、 バ ッ ク ア ッ プ 等 の メ ン テ ナ ン ス が 肝 要 で あ る。

デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス に 関 して は、 そ の 種 類 ・変 更 の 頻 度 ・寿 命 に 応 じ、 そ れ ぞ

れ に 更 新 時 期 の 検 討 が 必 要 と な る で あ ろ う。 特 に、 資 機 材 仕 様 デ ー タ ベ ー ス の デ ー

タ の メ ン テ ナ ン ス に っ い て は、 定 期 的 な 更 新 の み で な く、 随 時 更 新 も 十 分 検 討 す る

必 要 が あ る。

メ ン テ ナ ン ス の 容 易 性 を 高 め るた め の ポ イ ン トと して は 、 ① 通 常 の 業 務 の 流 れ の

中 で 自然 に、 デ ー タ の 登 録 、 更 新 が で き る こ と。 ② マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ イ

ス が 良 い こ と③ デ ー タ項 目 が 追 加 さ れ た 場 合 に 、 容 易 に 追 加 で き る 設 計 に な っ て い

る こ と。 等 が あ げ ら れ る。

ま た 、 運 用 に お い て は 専 任 の シ ス テ ム 管 理 者 を 養 成 す る 必 要 が あ る。
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4.3マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ イ ス

デ ー タ ベ ー ス を 十 分 に 活 用 す る た め に は、 デ ー タ を最 新 の 状 態 に保 って お く維 持

管 理 の 他 に 、 操 作 の 容 易 性 す な わ ち マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ イ ス の 良 さ が 一 つ

の 鍵 に な っ て く る で あ ろ う。 使 い易 い 画 面 の 設 計 、 ポ ッ プ ア ッ プ ・メ ニ ュー や マ ウ

ス を 使 っ た 操 作 の しや す い マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ イ ス を 作 る こ と が 重 要 で あ

る。 こ れ は 基 本 設 計 の 中 で 具 体 的 に 検 討 して い く こ と と す る。
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<資 料1>政 府 開 発 援 助 の概 要

政 府 開 発 援 助(ODA)の 形 態別 分 類

[実 施 に あ た る機 関]

… 外 務 省 、

文 化 無 償 、 国 際 協 力 事 業 団

食 糧 援 助、 食 糧 増 産 援 助

研 修 員 受 入、 専 門 家 派 遣 、 … 外 務 省 、 国 際 協 力

開 発 調 査、 業 団 、 通 産 省

プ ロジ ェクト方 式 技 術 協 力 、 農 林 水 産 省 等

青 年 海外 協 力 隊 派 遣 等

商 品 借 款、 … 経 済 企 画庁 、

外 務 省、 大 蔵 省、

通 産 省、

海 外 経 済 協 力基 金

等

… 大 蔵 省

… 外 務 省 、 文 部 省 、 通 産 省

厚 生 省、 農 林 水 産 省 等

政 府 開 発 援 助 は そ の 形 態 か ら次 の三 つ に 区 分 され る。

① 二 国 間 贈 与

② 二 国 間 貸 付

③ 多 国 間 援 助(国 際 機 関 へ の 出資 ・拠 出)

1.二 国 間贈 与

開 発 途 上 国 に 返 済 義 務 を 課 さな い資 金 を供 与 す る(1)「 無 償 資 金 協 力 」 と、

技 術 移 転 を行 う(2)「 技 術 協 力 」 と に分 類 で き る。

(1)「 無 償 資 金 協 力 」 は、 学 校 、 病 院、 研 究 所 な ど の 施 設 の 建 設 、 教 育 訓 練

機 材、 医療 機 材 な どの 資 機 材 の調 達 、 債 務 救 済 な ど に必 要 な 資 金 を供 与 す
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る もの で、 そ の 内 容 に応 じて① 一 般 無 償 援 助 、 ② 水 産 無 償援 助 、 ③ 災 害 関

係 援 助 、 ④ 文 化 無 償 援 助 、 ⑤ 食 料 援 助 、 ⑥ 食 料 増 産 援 助 に分 類 され て い る。

これ らの無 償 資金 協 力 の うち、 ① 一 般 無 償 援 助 、 ② 水 産 無 償 援 助、 ⑥ 食 料

増 産 援 助 に つ い て は、 国 際 協 力事 業 団 が担 当 して お り、 施 設 の 建 設、 資 機

材 の調 達 に必 要 な 基 本 設 計 や 仕様 書 の作 成(基 本 設 計 調 査 業 務)と 施 設 の

建 設 、 資機 材 の 調 達 を 円 滑 に す るた め に必 要 な調 査 、 斡 旋、 連 絡(実 施 促

進 業 務)を 行 って お り、 無 償 資 金 協 力 総 額 の約5割 の案 件 に つ いて 基 本 設

計 調 査 業 務 や実 施 促 進 業 務 を 行 って い る。

(2)f技 術 協 力 」 は、 開 発 途 上 国 の 経 済 ・社 会 の 開 発 に役 立 つ 技 術 ・技 能 ・

知 識 を移 転 し、 そ の 国 の 技 術 水 準 の 向 上 に寄 与 す る こ とを 目 的 とす る も の

で、 具 体 的 に は、 開 発 途 上 国 の技 術 者 を 我 が 国 に招 へ い して 研 修 を 行 う研

修 員 受 入 事 業、 我 が 国 か ら開 発 途 上 国 へ 専 門 家 を 派 遣 して、 人 材 の 育 成 や

開 発 計 画 の 計 画 ・立 案 に 協 力 す る専 門 家 派 遣 事 業、 ま た、 そ の た め に必 要

な機 材 を供 与 す る機 材 供 与 事 業 が 基 本 と な って お り、 技 術 協 力 につ いて も、

国 際協 力 事 業 団 が 我 が 国 の 二 国 間 協 力 の約5割 を 実 施 して い る。

2.二 国 間 貸 付

開 発途 上 国 に対 し、 開 発 に必 要 な 資 金 を長 期 低 利 で 貸 し付 け る もの で、 一

般 に 「円 借 款 」 と も呼 ば れ て い る。 円 借 款 は、 道 路 、 ダ ム、 通 信 施 設、 農 業

開 発等 の 経 済 ・社 会 イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャー分 野 の プ ロ ジェ ク ト借 款 が 中 心
δ
で あ るが、 必 要 な 場 合 に は、 国際 収 支 改 善 の た め の 商 品 借 款 や 債 務 救 済 も実

施 して い る。 二 国 間 貸 付 の 予 算 は大 蔵 省 の 所 管 で あ り、 そ の実 施 は、 外 務 省 、

大 蔵 省 、 通 商 産 業 省 お よ び 経 済 企画 庁 との 協 議 の も と に、 海 外 経 済 協 力基 金

(OECF)が 担 当 して い る。

3.多 国 間 援 助

国 際機 関 に 資 金 を 出 資 ・拠 出 す る こ と に よ り、 国 際 機 関 を通 じて 間 接 的 に

援 助 を 行 う もの で あ る。 国 連 開 発計 画、 国 連 人 口活 動 基 金、 ア ジア生 産 性 機

構 な どの 国 連 諸 機 関 へ の 拠 出 は主 に外 務 省 が、 ま た、 世 界 銀 行 、 第 二 世 界 銀

行、 ア ジア開 発 銀 行 な ど の 国 際 開 発 金 融 機 関 へ の 出 資 は大 蔵 省 が担 当 して い

る。
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<資 料2>海 外 援 助 機 関 に お け る情 報 シ ス テ ム の考 え 方

本 調 査 で は海 外 援 助 機 関 に対 す る調 査 は 実 施 しな か っ た。 海 外 援 助 機 関 で の情 報

シ ス テ ム の 現 状 お よ び シ ス テ ム化 の考 え方 に っ い て は、 参 考 に な る と こ ろ が 多 い と

思 わ れ る。 国 際 協 力 事 業 団 で は、1986年 に海 外 調 査 を 実 施 し、 調 査 結 果 は 「先

進 主 要 援 助 機 関 情 報 管 理 ・提 供 シ ステ ム ・基 礎 調 査 報 告 書 」 と して ま'と め られ て い

る。 そ の 中 の 必 要 部 分 を抽 出 して 本 報 告 書 の 資 料 と して、 紹 介 して お く こ と にす る。

1.USAID(AgencyforlnternatinalDevelopment)

(1)情 報 シ ス テ ム の考 え 方

①AID情 報(本 部、 海 外 事 務 所、 協 力 現 場)の あ らゆ る業 務 情 報、

開 発 情 報 を 可能 な 限 り網 羅 的 に カバ ー し、 情 報 を 有 効 利 用 す る。

② 用 途 に 応 じ可能 な 限 り多 様 な形 態 に情 報 を 整 理 ・加 工 ・蓄 積 す る。

③ 情 報 シ ス テ ム整 備 に際 し、 民 間活 力 を有 効 に利 用 し、 業 務 委 託 を 行

な う。

(2)情 報 源

AID内 外(国 内 及 び国外)、 国務 省 、 米 国 農 務 省 等 関 係 各 省 、 世 銀

・IMF等 国際 機 関、 先 進 国援 助 機 関、 内 外 研 究 機 関、 大 学、 文 献、 マ

ス メ デ ィ ア等 考 え られ る もの を全 て 利 用 す る。

(3)情 報 の利 用 者

第 一 義 的 に は 当然AID本 部 役 職員 で あ るが、AID内 コ ン トラク タ

ー職 員 、 部 外 者、 研 究 者、 学 生 等 もア ク セ スで き る。 な おAID海 外 事

務 所 も情 報 の 利 用 者 で あ るが、 パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュ ー タ 等 の 機 器 お よ

び機 器 操 作 人 員 の配 置 等 の 面 で 遅 れ を 取 って い る海 外 事 務 所 も多 く、 海

外 事 務 所 はAIDの 豊 富 な 情報 を充 分 に利 用 して い る と は言 え な い。

一83一



(4)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

USAIDの コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム は 下 図 の 通1)で あ る 。
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(5)デ ー タ ベ ー ス(DB)

① ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 用DB

独 自 のDB200種 所 有

(伊IDevelopmentAssistance,Economics,Education,Energy,

HumanResouces,PhysicalAndSocialScience,Science

AndTechnology,UrbanDeveloprnentな ど)

外 部DB200種 所 有

(例Dialog,OCLCな ど)

② ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 用DB

IDRCのMINISIS利 用

(伊IProject,Abstracts,TechnicalReports,FicheHeader

な ど)

特 に 、USAIDで は 、MINISISと マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ を 結

合 し たAPDMS(AIDProjectDocumentMicrographicsSys-

tem)を 稼 働 さ せ て お り 、 大 量 の ド キ ュ メ ン ト ・雑 誌 類 を5年 経 過 し

た 後 、 す べ て マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 化 し 、 倉 庫 に 永 久 保 存 す る こ と を

原 則 と し て い る 。

③ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 用DB

ド キ ュ メ ン ト情 報 の ロ ー カ ル な 管 理 用 にMicroDIS(Microcom-

puterBasedDevelopmentInformationSystem)を 開 発/利 用 し て

い る 。

*MicroDISは 、MINISISDBを ガ イ ド ラ イ ン と し て 、

dBASE皿(Ashtontate社 製)とCLIPPER(Nantueket

社 製)か ら 成 るIBMPC用 に 開 発 さ れ たDBで あ る 。

(6)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ(PC)

MicroDISや 、 外 部DBを 利 用 す る た め の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(W

S)と し て 公 衆 回 線(電 話 回 線)に 接 続 さ れ たPCが 、 一 人 一 台 の 割 合

で 設 置/利 用 さ れ て い る。

将 来 、 分 散 して い るAIDビ ル をLANで 結 ぶ 計 画 が あ り、・IBMP

Cだ け で な くHP,WANG,APOLLOな ど のPCも 導 入 す る 予 定

で あ る。
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(7)AIDの 情 報 提 供

① 情 報 提 供 の 基 本 的 な 考 え 方

・AIDの 職 員 あ る い は コ ン ト ラ ク タ ー で あ る 専 門 家 や コ ン サ ル タ

ン トが 必 要 と し て い る 情 報 を 提 供 す る。

・提 供 す る情 報 の 内 容 は プ ロ ジ ェ ク トの 計 画 、 設 計 、 運 営 管 理 、 評

価 等 に 必 要 な 内 部 資 料 、 文 献 を 中 心 と す る。

・提 供 情 報 の 内 容

a.国 際 戦 略(CDSS),セ ク タ ー 別 計 画

b.プ ロ ジ ェ ク ト設 計 資 料(PP)

c.F/Sレ ポ ー ト、 ロ ー ン計 画 書

d.協 定 、 合 意 議 事 録 、 契 約 書 、 メ モ ラ ン ダ ム

e.技 術 レ ポ ー ト、 研 究 開 発 レ ポ ー ト

f.プ ロ ジ ェ ク ト進 捗 状 況 レ ポ ー ト、 監 査 レ ポ ー ト

g.事 後 評 価 レ ポ ー ト

・ こ れ ら の 情 報 を 組 織 的 、 体 系 的 に 収 集 管 理 し、 利 用 者 に 提 供 し や

す い よ う に加 工 し、 コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 迅 速 、 的 確 に 検 索 で き

る シ ス テ ム を 維 持 す る。

2.CIDA(CanadianlnternationalDevelopmentAgency)

(1)情 報 シス テ ム の考 え 方

①CIDA内 外 の 各 種 情 報 の 有 効 利 用

②CIDA内 に お け るデ ー タ に対 す る責 任 の 明 確 化

(2)情 報 源

lCIDA(国 内 及 び 国 外) 、 外 務 省 、 貿 易 省 、

銀 等 国 際 機 関 、 先 進 国 援 助 機 関 、 内 外 研 究 機 関 、

マ ス メ デ ィ ア 等 。

農 業 省 等 関 係 各 省、 世

民 間 援 助 機 関 、 文 献 、

(3)情 報 の 利 用 者

CIDA内 関 係 役 職 員 。

基 本 的 に はCIDA本 部 役 職 員 を 対 象 と し た 情 報 シ ス テ ム で あ り、U

SAIDのMICRODISの よ う な 海 外 事 務 所 の 情 報 シ ス テ ム の 開

発 は 当 面 考 え て い な い。
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(4)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

1986年 完成 予 定 のCIDAのPン ピ ュー タ・シス テ ム は 下 図 の

通 り で あ る 。
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(5)デ ー タ ベ ー ス(DB)

独 自 のDB(AIDIS)を 自 社 開 発 。

1980年 よ り、120人 年 、 費 用23百 万 加 ド ル。

AIDISの 構 成 は 下 図 の 通 りで あ る。

アム グー ル社 製

(・ …

∪～ER～

AIDISに は 、FINANCIAL、PROJECTCONTROL、CONTRACT

ADMINISTRATIONが 含 ま れ る 。

(6)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ(PC)

①CIDAはPCを 、AIDISに 対 す る デ ー タ の た め の マ ル チ 機 能

を 持 つ イ ン テ リ ジ ェ ン トTCと 位 置 付 け 、140台 の 接 続 を 計 画 して

い る。

PCと して の ロ ー カ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は、 次 の 機 能 を{寺 た

せ る。

イ)グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

ロ)財 務 モ デ ル の 作 成

ハ)プ ロ ジ ェ ク ト計 画 と ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

ニ)統 計 解 析

又 、 通 信 を ベ ー ス と し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン と して は 、PCネ ッ ト ワ

ー ク の 構 築 と 外 部DBへ の ア ク セ ス を 可 能 と す る 機 能 を 持 た せ る。
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② 外 部DBの 利 用

利 用 し て い る 外 部DBと し て は 、 下 記 の も の が 挙 げ ら れ る 。

Dialog,MINISIS,IDRCLibrary,BideoGraphicDB(UNESCO)な ど

(7)CIDAの 情 報 提 供

① 情 報 提 供 の 基 本 的 考 え方

・CIDAの 情 報 提 供 、 と く にMISDの 基 本 的 考 え 方 はCIDA

の 職 員 に業 務 に関 す る情 報 を提 供 す る こ と に 中 心 を 置 いて い る。

・業 務 に必 要 な 情 報

a.CIDAの 地 域 部 局 が 国 別 援 助 計 画(CountryProgram

Review)を 作 成 す る の に必 要 な 資 料、 情 報

b.CIDAの セ ク ター 部 局 が 分 野 別 プ ロ グ ラム や プ ロ ジ ェ ク

トの優 先 度 を 決定 す るの に必 要 な 資 料 、 情 報

c.個 々 の 援 助 プ ロ ジェ ク トの計 画、 審 査 、 運 営 管 理 や効 果 測

定 に 必 要 な資 料、 情 報

d.そ の 他、 援 助 計 画 作 成 に必 要 な カ ナ ダや 諸 外 国 の 外 交 方 針 、

援 助 の 動 向、 適 正 技 術 に関 す る研 究 開 発 等 の 資 料、 情 報 等。

3.IDRC(InternationalDevelopmentResearchCenter)

(1)情 報 シス テ ム の 考 え 方

① 全 て の レベ ル の 意 志 決 定 者 に適 時 に、 的 確 な、 正 確 な 情 報 を 与 え ら

れ る こ と。

② 本 来 開 発 途 上 国 用 情 報 シス テ ム と して 開 発 され たMINISISに

お い て は、 途 上 国 の ニ ー ズ と プ ラ イ オ リテ ィ に即 して 構 築 され て い

る こ と。 ま た シ ス テ ム の シ ンプ ル性 を 旨 とす る こ と。

③ カ ナ ダ等 先 進 国 か らの 情 報、 国際 機 関 情 報 、 各 種 研 究 機 関 情 報 、 開

発 途 上 国 か らの 情 報 等 の有 効 利 用。

④ 可能 な 限 りuser-friendlyな シス テ ムで あ る こ と。

(2)情 報 源

IDRC役 職 員 、

国 の 各種 機 関 等。

開 発途 上 国政 府、IDRCと 提 携 関 係 に あ る世 界 各
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(3)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

HP3000!44×2セ ッ ト

主 メ モ リ2MB

デ ィ ス ク1.2GB

端 末32セ ッ ト

ノ モ リ2M8

x2
デ ィ ス ク

1.2GB

T(

x32

(4)デ ー タ ベ ー ス(DB)

①MINISIS

l976年 にILOのDBCISIS)を 改 良 しMINlSISを 開 発

(40万 加 ドル)。

MINISISは 主 と し て 、 文 献(BIBLIOGRAPHIC)DB用 に 開 発 さ

れ 、 現 在 で は 他 の 多 く の ア プ リケ ー シuンDBに 利nlさ れ て い る。

MINISISDBの 特 徴 は 、 下 記 の 通 り で あ る。

・異 な っ た レ ベ ル で 、 多 く の ユ ー ザ に よ っ て イ ン タ ラ ク テ ィ ブ に、

端 末 オ リ エ ン テ ッ ドに 利 用 さ れ る。

・プ ロ グ ラ ミ ン グ や プ ロ グ ラ ム の 介 在 な し に、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な

管 理 プ ロ セ ッサ ー を 通 し て 、 ユ ー ザ の 大 部 分 の 機 能 を コ ン トロ ー

ル す る.こ と が で き る。

・複 数 言 語 で サ ポ ー トさ れ る。 例 え ば ロ ー マ 字 、 ギ リ シ ャ文 字 、 ア
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ラ ビ ア 文 字 な ど 。 タ イ 語 と 中 国 語 は 、 近 い 将 来 サ ポ ー ト が 可 能 と

な る 。

・ 英 語 、 仏 語 、 ス ペ イ ン 語 な ど はIDRCの サ ポ ー ト に よ っ て 対 話

が 可 能 で あ る し 、TUNISIAのARABLEAGUEDOCUMENTATIONCENTER

に よ っ て ア ラ ビ ア 語 が サ ポ ー ト さ れ る 。

・ISO2709で デ ー タ 規 定 。

・ 保 護 機 能 を 持 つ 。

・ オ ン ラ イ ン 更 新 時 に 、DBに 対 し て 同 時 ア ク セ ス が 可 能 。

・ リ レ ー シ ョ ナ ルDB機 能 。

・QUERY処 理 が 可 能 。

・SDI(SelectiveDisseminationoflnformation)機 能 。

(5)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ(PC)

PCを 利 用 す る と い う よ り も、MINISISの シ ス テ ム コ ン セ プ トの

中 で 発 展 性 を 考 慮 し て い る。

MINISISの 端 末 機 能 の 中 で 、 グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ の 処 理 や 、 電 子

メ ー ル 機 能 を 付 加 す る こ と を 計 画 中 で あ る。

(6)IDRCの 情 報 提 供 ・協 力

①IDRCの 情 報 提 供 ・協 力 の 基 本 的 考 え 方

・IDRCの 設 立 の 目 的 の 一 つ と して 、 途 上 国 の 開 発 に 関 す る情 報

を 提 供 す る こ と が あ り、 組 織 全 体 と して 情 報 提 供 に 力 を 入 れ る。

・先 進 国 や 途 上 国 の 研 究 機 関 、 大 学 、 援 助 機 関 の 活 動 成 果 を 体 系 的

に 整 理 し迅 速 に 提 供 す る こ と に よ り、 途 上 国 の 経 済 社 会 開 発 を 促

進 す る。

・途 上 国 の 研 究 機 関 等 の 活 動 に必 要 な 情 報 シ ス テ ム の 確 立 に 協 力 し、

そ の た め の 訓 練 や 情 報 の 提 供 に 努 め る。

②MINISISに よ る 情 報 提 供 ・協 力

・MINISISはILOのISISを ベ ー ス に 、IDRCが 開 発

し た 途 上 国 む け の 書 誌 的 文 献 検 索 用 の デ ー タ ベ ー ス ・ソ フ トパ ッ

ケ ー ジ で あ る。
ロ

IDRCは こ の ソ フ トパ ッ ケ ー ジ を 途 上 国 の 研 究 機 関 等 に 無 料 で

提 供 し、 そ れ ら機 関 の コ ン ピュ ー タ に よ る 研 究 情 報 シ ス テ ム の 確

立 や ス タ ッ フ の 訓 練 等 に 必 要 な 協 力 を 行 っ て い る。

・現 在 、 途 上 国 の72の 機 関 がMINISISを 利 用 して お り、 毎 年
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1～2回M・INISISユ ー ザ ー ・ グ ル ー プ の 国 際 会 議 も 開 催 さ

れ 、 互 い に 利 用 方 法 に っ い て 情 報 を 交 換 して い る。

・途 上 国 に お け るMINISISの 利 用 法(例)

a.研 究 プ ロ ジ ェ ク ト情 報 シ ス テ ム

b.土 地 利 用 デ ー タ バ ン ク

c.気 象 情 報 デ ー タ バ ン ク

d.森 林 情 報 デ ー タ バ ン ク

③IDRISに よ る 情 報 協 力

・前 述 の 通 り、MINISISはILOのISISを 途 上 国 向 け に

改 良 した も の で あ る が 、MINISISそ の も の は コ ン ピ ュ ー タ

を 稼 働 す る為 の ソ フ トパ ッ ケ ー ジ で あ り、 情 報 や デ ー タ を 提 供 す

る こ と は で き な い 。

・MINISISを 用 い て 途 上 国 の 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト情 報 を 蓄

積 し た も の にIDRIS(lnternationalDevelopmentResearch

InformationSystern)が あ る。

IDRISは1983年 にIDRCが 中 心 と な っ て 開 発 さ れ た も の で

あ り、 欧 州 を ベ ー ス とす る 研 究 機 関 等 の プ ロ ジ ェ ク ト概 要 が 入 力

さ れ て い る。

・IDRISは 以 下 の 団 体 が 利 用 し、 情 報 を 提 供 して い る。

a.IDRC

b.GATE(GTZ)

c.IFS(国 際 科 学 財 団)

d.NUFFIC(オ ラ ン ダ 国 際 協 力 大 学 財 団)

e.SAREC(ス ウ ェ ー デ ン研 究 協 力 機 構)

f.BOSTID

4.GTZ(GermanAgencyforTechnicalCooperation)

(1)情 報 シス テ ム の考 え 方

GTZ内 外 の 各 種 情 報 の有 効 利 用 を 第 一 義 的 に 考 え て い る が、GTZ

の情 報 シ ス テ ム は未 だ 発 展 途 上 に あ り、 特 に明 確 な特 色 は 現 時 点 で は 見

られ な い。

(2)情 報 源

GTZ (国 内 ・海 外)、 経 済 協 力 省 、 世 銀 等 国 際 機 関、 内 外 研 究 機 関
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・大 学DSE等 他 の 援 助 機 関 、 民 間 援 助 機 関 、 先 進 国 援 助 機 関 、 ドイ ツ

民 間 企 業 、 文 献 、 マ ス ・メ デ ィ ア 等。

(3)情 報 の利 用 者

GTZ役 職 員。

な お本 部 内 に お い て は ア クセ ス で き る情 報 と職 員 を パ ス ワ ー ドに よ り

限 定 して い る。 また 限 定 的 な が ら情 報 の一 部 を 派 遣 専 門 家 に提 供 して い

る。

(4)コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

① メ イ ン フ レー ム(95頁 参 照)

SIEMENS7570-B主 メ モ リ(8MB)

SIEMENS7.541主 メ モ リ(4MB)

②HP端 末

IDRC/MINISISと 接 続

TSS利 用

③XEROX社 製STARSYSTEM

(5)デ ー タ ベ ー ス(DB)

① ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 用DB

独 自 のDB/TOPASを 開 発

TOPA
.Sは 次 の 機 能 を 持 つ

・Finance

・ProjectData

・ProfessionallmformationSystem

② ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 用DB

IDRCのMINISIS検 索 用 に 、HPの 端 末 を 一 台 設 置 し て い

る 。

③PC用DB

IBMPC用DB/FMSASを 開 発

*FMSAS

FileManagementandStatisticalAnalysisSystem

FMSASは 、 開 発 途 上 国 に 対 す る 技 術 援 助 の た め の プ ロ ジ ェ ク

ト に 関 す る デ ー タ を 分 析 す る た め に 作 ら れ たDBで あ る 。
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(6)PC

現 在 ホ ス ト 側DBを 開 発 中 で あ り 、PCを 大 量 に 設 置 し た ネ ッ ト ワ ー

ク 化 は 将 来 の 課 題 。

現 在 、 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 第 一 ス テ ッ プ と し て(パ イ ロ ッ ト シ ス

テ ム と し て)、 ゼ ロ ッ ク ス 社 製 のSTARSYSTEM導 入 。

STARSYSTEMの ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は ホ ス トSIEMENS,

ISDN(IntegratedServiceDigitalNetwork)の ヨ ー ロ ッ パ の 部 分

と 接 続 さ れ て い る 。

基 本 方 針 と し て は 、 ス タ ン ダ ー ド な ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム を

変 更 な し に 順 次 導 入 し て い く 計 画 で あ る 。

(7)GTZの 情 報 提 供 ・協 力

①GTZの 情 報 提 供 ・協 力 の 基 本 的 考 え方

・GTZの 職 員、 専 門 家 等 に 技 術 協 力 実 施 に必 要 な情 報 等 を 提 供 す

る。

・GATEで は適 正 技 術 の開 発、 研 究 に関 す る情 報 を 途 上 国、 関 係

機 関、NGO等 に提 供 す る こ とを基 本 と して い る。

②GATE(適 正 技 術 研 究 所)の 情 報 提 供 ・協 力

GATEは1978年 にGTZの1部 局 と して設 立 され た。GATE

の主 な 目的 は途 上 国 に対 す る、 適 正 技 術 の 普 及 と研 究 開 発 活 動 を促

進 す る こ と で あ る。

・技 術 交 換

途 上 国 の ニ ー ズ に合 致 した適 正 技 術 に関 す る情 報 の 収 集、 加

工、 提 供

途 上 国 の技 術 開 発 ・普 及 の た め の 研 修 訓 練 の 実 施、 機 材 等 の

供 与

・研 究 ・開 発

適 正 技 術 の 開 発 ・研 究 の 実 施 また は支 援 活 動

・技 術 開 発 へ の 協 力

途 上 国 お よ び ドイ ツ国 内 の研 究 機 関 との 協 力 プ ロ ジ ェ ク トの

実 施
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5.DSE(DeutscheStiftungfurinternationaleEntwicklung)

(1)情 報 シス テ ムの 考 え方

①DSE内 外 の 各 種 情 報 の 有 効 利 用

② 開 発 問 題 関 連 情 報 の 可 能 な 限 りの整 備

(2)情 報 源

DSE,経 済 協 力 省、 国 際 機 関、 先 進 国 援 助 機 関 、 開 発 途 上 国、 大 学 、

研 究 機 関、 海 外 協 力 関 係 機 関 、 新 聞、 文 献 、 マ ス ・メ デ ィ ア、 各 種 業 界

等。

(3)情 報 の利 用 者

DSE役 職 員 、 特 に認 め られ た 部 外者(情 報 ・ ドキ ュ メ ン テ イ シ ョ ン関

係 技 術 研 修 員 等)

(4)DSEの 情 報 提 供 ・ 協 力

①DSEの 情 報 提 供 ・協 力 の 基 本 的 考 え 方

・西 ド イ ツ を は じ め ヨ ー ロ ッ パ 各 地 のDocumentation機 関 を ま き こ

み 、 経 済 、 技 術 協 力 等 の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 情 報 を 交 換

す る 。

・西 ド イ ツ 国 民 一 般 を 対 象 に し た 広 報 出 版 活 動 に 力 を い れ る
。

・海 外 赴 任 者 に 対 し 情 報 を 提 供 す る
。

②DocumentatiohnCenterの 情 報 協 力

・DSEのDCは 途 上 国 の 情 報 シ ス テ ム に 関 す る セ ミ ナ ー や 訓 練 を

実 施 し て い る 。

a.図 書 館 司 書 、 ド キ ュ メ ン タ リ ス ト に 対 す る セ ミ ナ ー 、 訓 練

b.情 報 マ ネ ー ジ メ ン ト に 関 す る セ ミ ナ ー 、 訓 練

c.国 際 図 書 館 コ ン フ ァ レ ン ス の 実 施

d.途 上 国 に 関 す る 各 種 出 版 物 の 刊 行

(例)1.Seminars,CotirsesandConferencesinthefieldofDe-

velopmentPolicy(開 発 政 策 国 際 会 議 の ス ケ ジ ュ ー ル を 集

め た カ レ ン ダ ー)

2・BibliographyofGermanResearchonDevelopingCoun-

tries(西 ド イ ツ 国 内 の 途 上 国 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の リ ス ト と

概 要)
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<資 料3>世 界 銀 行PPRデ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

こ こ で 紹 介 す る も の は 、 世 界 銀 行 のPPR(PolicyPlanningandResearch)で

作 成 ま た は デ ー タ の 更 新 を 行 な っ て い る コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た デ ー タ ベ ー ス で あ

る 。 現 在 の と こ ろ 、106の デ ー タ ベ ー ス は21の カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ て い る 。

こ れ ら の デ ー タ ベ ー ス は 、 扱 う デ ー タ 形 態 か ら3種 類 の デ 一 夕 ベ]ス に 分 類 で

き る 。

① 統 計 デ ー タ 等 の 数 値 デ ー タ を 主 に 扱 う 、 数 値 デ ー タ ベ ー ス

例 え ば 、BalanceofPaymentdatabase等

② 文 字 情 報 を 主 に 扱 う 情 報 デ ー タ ベ ー ス

例 え ば 、EnvironmentalInformationSystem等

③ 研 究 論 文 や レ ポ ー ト を 扱 う 文 献 情 報 の デ ー タ ベ ー ス

例 え ば 、Aidsdatabase等

GENERALINFORMATION

1.AgencyforInternationalDevelopmentDatabase(AID)

2.CrossCountryDatabase(CCD)

3.CurrentResearchInformationSystem(CRIS)

4.InternationalDevelopmentResearchInformationSystem(IDRIS)

5.NationalTechnicalInformationService(NTIS)

6.PublicAffairsInformationService(PAIS)

7.SocialScienceCitationIndex

8.SociologicalAbstracts

9.WomeninDevelopmentProjectsDatabase(WIDPROJ)

DEBTANDINTERNATIONALECONOMICS

10.AggregateDebtEstimates(DBBTEST)

11.AggregateFinancialDatabase

12.BalabceofPayments(IECBOP)

13.DRSWorkingDatabase(DRS)

14.DevelopmentFinancialInstitLitions(DFCs)

15.EconomicLiteratureIndex

16.IMFGeneralEconomicsStatistics(IMFGES)

17.InternationalLabourOrganizationDatabase(ILO)

18.WorldDebtTable1988/89Edition(WDT87)
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INTERNATIONALFINANCE

19.FinancialFlowtoDevelopingCountries(OECD87)

20.IECPrices(PR)

21.IMFBalanceofPayments(IMFBOP>

22.IMFExchangeRateFile(IMFEXR)

23.IMFInternationalFinancialStatistics(IMFIFS)

24.IMFMoneyBankingStaticticsFiles(lMFMB)

25.InternationalFinancialStatistics(IECIFS)

26.QuarterlyReviewofFlows(QREP)

TRADE

27.ForeignTradeand

28.IECForeignTrade

EconomicsAbstracts

Statistics(IECTRD)

NATIONALACCOUNTS

29.G6vernmentFinance(IEcGFs)

30.GovernmentFinancialStatisticsof

31.IECNationalAccounts(NA)

32..IMFGovernmentFinanceStatistics(IMFGFS)

33・IMFN4tionalAccountsFile(IMFNA)

(

Sub-SaharanAf

GENERALAGRICULTURE

34.AGRICOLA

35.AGRIS

36.AgricultureandRuralDevelopmentProjects

37.CommonwealthAgriculturalBureaux .Abstract

38.FoodandAgricultureOrganizationDatabase

39.TropicalAgriculture(TROPAG)

(AMIS)

(CAB)

(FAO)

AGRICULTURAL,TRADEANDCOMMODITIES

40.FAOProductionIndices(FAOPIN)

41.FAOProductionStatistics(FAOPROD)

42.FAOTradeStatistics(FAOTRADE)

43.Half-yearlyCommodityPriceForecasts(HALFYRLY)
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AGRICULTURALINPUTS

44.FAOLandUseandAgriculturalInputStatistics(FAOFERT)

45.PeSticideDatabase(PESTMAN)

AGRICULTURALPRODUCTS

46.FAOFisheryStatistics(FAOFISH)

47.FAOForestProductsService(FAOTREE)

TRANSPORT

48。BrazilUNDP/WorldBankHi'ghwayResearch(PICR)

49.HighwayComponentsinTransportProjects

50.InternationalRoadResearchDocumentation(IRRD)

51.RailwayDatabase

52.TRANSDOC

53.TransportProjectsDatabase

54.T'ransportSectorDatabase(TDB)

55.T・an・p・ ・t・ti・nR・ ・earchI・f・ ・m・ti・nService(TRIS)

56.UrbanTransportDatabase

WATERRESOURCES

57.AQUALINE

58.CompletedWater

59.WATERNET

60.WaterResources

SupplyProjects(WATBASE)

Abstracts (DRS)

URBANDEVELOPMENT

61.ExpandableUrbanDatabase(INURD-DB)

62.HistoricalTrendsofBankUrbanProjects

63.InternationalConstractionDatabase(ICONDA)

INDUSTRY

64.MetalsandMineralsStatistics(METMIN)

65.UnitedNationsIndustrialDevelopmentOrganizationDatabase

(UNIDO)
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ENERGY

66.DepartmentofEnergyDatabase

67.ENERGYLINE

68.EnergyDataBank(EDB)

69.Petroleum/EnergyBusinessNewsIndex(PENEWS)

MEDICINE

70.AIDSLINE

71.AidsDatabase(AIDD)

72.HealthPlanningandAdministration

73.MEDLINE

EDUCATION

74.BrazilPrimarySchoolParticipation(BRA74)

75.ComputerizedAppraisalReportSystem(CARS)

76.DiversifiedSecondaryCurriculurninColonbiaandTanzania

(DISCUS)

77.EducationalResourcesInfoemationCenter(ERIC)

78.IEA .CountryDataFiles(1EA/COUN)

79.IEAMathematics(MATH)

80.IEATe・tb・ ・k・i・dA,hievement(IEA/TEXT)

81.LatinAmericaSurveyonStudentAchievement(ECIEL)

82・PolicyContentofEducationLending(EDPOLICY)

83・S・ience今 ・hievementD・t・b・ ・e(IEA/SISS)

84。UNESCODatabase(UNESCO)

VOCATIONALEDUCATION

85.ColombiaNationalHouseholdSurvey(SENA1979)

86.ColombiaWageandSelfemployedWorkers(COL84)

87.PeruVocationalEducation(PERUVET)

88.Project-relatedTrainingDatabase(PRT)

89.VocationalEducationandTrainingDatabase(VET)

NUTRTION

90.FAOSupplyandUtilizationAccounts(FAOSUA)
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LIVINGSTANDARDS

91.Brazil1980Census(BRA80)

92.Brazil1980Census(D/BRA/SA)

93.Coted'ivoire1979consurnotionSurvey(LSMSIV1)

94.Coted'ivoireLivingStandardSurvey(LSMSCIV)

95.GhanaLivingStandardsSurvey87/88(LSMSGHN1)

96.JarnaicaLivingStandardsSurvey(JLSS)

97.MoroccoNationwideFoodSurvey84/85(LSMSMOR)

98.PeruLivingStandardSurvey(LSMSPER)

POPULATION

99.PopulationEstimatesforProjection(POPE§T)

100.orukationlnformationOnline(POPLINE)

101.SocialIndicatorsDatabase(IECSOC)

ENVIRONMENT

102.ENVIROLINE

103.EnvironmentalBibliography

104.EnvironmentalInformationSystem(ENVIS)

105.GEOBASE

106.PollutionAbstracts

出典 AGuidetoPPRDatabase

PolicyPlanningandResearch

OfficeoftheSeniorVicePresident

TheWorldBankMay1988
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<資 料4>政 府 開 発 援 助 関 係広 報 資 料 一 覧

発 行 ・編 集 資 料 名 発 行時 期

外 務 省 .「我が国の政府開発援助」(上 ・下巻) 年1回

(監修,編 集 (外務省経協局編,APIC発 行)

分を含む}

同 英文版 年1回

「目で見る援助プ0ジ ェク ト」 年1回

1外務省監修,APIC発 行)

「目で見 る国際協力」 2年 に1回

(外務省経協局編,APIC発 行)

「経済協力参加への手引き」 年1回

(外務省監修,APIC発 行)

同 英文版 年1回

「経済協力Q&A」 年1回

(外務省監修,世 界の動 き社発行)

「経済協力に関する基本資料」 年2回

同 英文版 年2回

,

「経済協力基本統計」 年2回

同 英文版 年2回

.

同 仏語版 年2回

同 西語版 年2回

「経済協力評晒 告劃 年1回

同 英文版 年1回

JICA r国際協力」 月 刊

「JICAGRAPHIC」 年1回

,

「ク ロス ロー ド」 月 刊

「Expert」 四半期

「Kenshuu-in」 年2回

「海外移住」 月 刊

r事 業 団年 報」(和 ・英 ・西 ・仏 語版) 年1回

発 行 ・田 楽 資 料 名 発 行 時 期

JICA 「」㏄Vニ ュース 」 月2回

rJORニ ュー ス」 季 刊

「移住研究」 年1回

「国際協力研究」 年2回

「TechnologyandDevelopmentj 年1回

「国際協力事業団のしお り」 随 時

(和 ・英 ・西 ・仏語)

「国際協力事業団概要」(和 ・英文1 随 時

「JICAATAGLANCE」(英 ・西語) 随 時

「WHATISJICA」(和 ・英 ・中} 随 時

「数字で見 る国際協力」 随 時

「わたしたちと国際協力」 随 時

「21世 紀ぼくたちの約束」 随 時

OECF r年次報告書」 年1回

同 英文版 年1回

・

同 仏語版 年H自

同 西語版 年1回

プo一 ジャー「O氏Fを 知ってい ますか」 不定期

同 英文版 〃

同 仏語版 〃

■ 同 西語版 〃

「ク ォー タ リー ・レ ポー ト」(英 文) 四半期

「基金調査季報」 年3～4回

「海外経済協力便覧」 年1回

.
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<資 料5>APICOS出 力 サ ン プ ル

APICOS・ サ ー ビ ス APIC情 報 の 検 索

交換 公 文(E/N)

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分野 コー ド

890424018

420

DM

日付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報 種 別 コ ー ド

880412

0950

001

抄録

1.わ カ・国 政府 は、 エ ジ ト ・ア ラ 共 和 国 政府 に対 し、1986年 の 食 糧 援

助 規 約 に基 づ く米 の供 与 を 目的 と して 、3億 円 を限 度 とす る 額 の食 糧 援 助 を行

う こ と と し、 この ため の 書 簡 の 交 換 が4月12日(火)カ イ ロ に お いて 、 わ が

方 橋 本 在 エ ジ プ ト大 使 と先 方 モ リス ・マ ク ラ ム国 際 協 力 大 臣 との 間 で 行 わ れ た

　

2.エ ジ プ トで は 、1970年 代 か ら農 業 生 産 が停 滞 して い る。 一 方 、 人 口 は

増 加 の 一 途 を辿 り、 食 糧 自給 率 は 低 下 傾 向 にあ る。 ま た 、 同 国 は累 積 債 務 問 題

等 厳 しい経 済 環 境 下 に あ り、 輸 入 の 増 大 が 図 りに くい 状 況 に あ る 。 こ う した事

情 を背 景 に、 同 国 政 府 はわ が国 政 府 に対 し食 糧 援 助 を要 語 して き た もの で あ る

む
案 件 名:FoodAid

供 与 期 限:1989年3月31日

APICOS・ サ ー ビ ス APIC情 報 の 検索

プ レス 情 報

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分 野 コ ー ド

890602018

624

FC

日付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報種 別 コ ー ド

890523

0710

bO2

抄録
1.日 本 と ラ ジル と の 間 のペ ル ナ ン コ連 邦 大 学 免 疫 病 理 学 セ ン ター一一に対 す

る技 術 協 力 に関 す る取 決 め の延 長 につ い ての 書 簡 の 交 換 は、5月23日(火)

東 京 にお い て 、 わ が方 松 浦 外 務 省 経 済 協 力局 長 と先 方 プェ ノ在 京 ブ ラ ジル 大 使

との 間 で 行 わ れ た 。

2.わ が 国 は、 昭和59年5月25日 に ブ ラ ジル と の 間 で 同 セ ン ター(所 在 地

レシ フ ェ 市)に 対 す る技 術 協力 に関 す る取 決 め&締 結 し、 同 セ ン ター にお け る

熱 帯 寄 生 虫 病 に関 す る研 究 活 動 を改 善 す るた め、 医 療 専 門 家 の 派 遣、 資 械 材 の

供 与 お よ び ブ ラ ジル 人 研 究 者 の 日本 で の 研 修 を行 う等 の技 術 協 力 を行 っ て き た

が 、 本 年5月24日 の 国 取 決 め の 終 了 を控 え て、 ブ ラ ジル 政 府 か ら同数 決 め の

延 長 の 要 請 が あ っ た。 次 頁 に続 く
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APICOS・ サ ー ビ ス

デ ー タ番 号

地域 国 コー ド

分野 コー ド

APIC情 報 の 検 索

カ ン トリー情 報

890622007

403

DO

日付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報 種 別 コー ド

890620

0900

003

抄録

内 政:1・ ホ メ イ ニ 師 の 動 静2.政 党 活 動 問 題3 .憲 法 改 正 論 議4.人
権 問 題5・ 自 由 運 動 関 係 者 殺 害 事 件6.特 別 評 議 会 の 現 状7 .英 国 人 受刑 者

の 釈 放8・ モ フ タ シ ヤ ミ 内 相 の 在 イ ラ ン 外 国 入 批 判 発 言

外 交:1.対 米 関 係2.対 英 関 係3.レ バ ノ ン 問 題4 .ア フ .ガ ン 問 題5
.対 東 側 関 係6.パ レ ス チ ナ 問 題7.対 湾 岸 諸 国 関 係

経 済:1・ 概 況2・ 石 油 情 勢3.戦 後 復 興 関 連4.各 種 プ ロ ジ ェ ク ト動

向5.イ ラ ン 貿 易 概 況(イ ラ ン 関 税 局)

対 日 関 係:ユ.原 油 輸 入2.貿 易 動 向(通 関 統 計)

APICOS・ サ ー ビ ス APIC情 報 の 検 索

無 償 資 金 協 力 案 件 シ ー ト

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分 野 コ ー ド

900131062

107

EG

'日 付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報 種 別 コ ー ド

870918

0710

004

抄録
ウポ ン職 業 訓 練 セ ン ター 設 立 計 画/タ イ
'予算 年 度:昭62供 与 限 度 額

:23.37億 円

主要 受 注 企 業 名:松 田 ・平 田 ・坂 本 設 計 事 務 所 、 大 成 建 設 、兼 松 江 商
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APICOS・ サ ー ビ ス APIC情 報 の 検 索

有 償 資 金 協 力 案 件 シー ト

デ ー タ 番 号

地 域 国 コ ー ド

分 野 コ ー ド

900226001

104

DL

日付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報 種 別 コ ー ド

861127

0510

005

抄録
エ ン キ リ リ～ シ ブ 送 電 線 建 設 事 業/マ レイ シ ァ

借 款 額:43.57億 円

主 要 受 注 企 業 名:三 井 物 産

E/N締 結 日付:86.10.27

出典:OECF年 次 報 告 書1987

APICOS・ サ ー ビ ス APIC情 報 の 検索

開発 協 力案 件 シー ト

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分 野 コ ー ド

890630001

010

DK

日付

案 件分 野 コ ー ド

情 報種 別 コ ー ド

890329

0270

007

抄録
TheStudyofDalianPort

DevelopmontProjoot

大 連 港 に お け る 港 湾 整 備M/Pの 作 成 、 大 黒 湾 新 港 港 区 第 一 期 工 事 に 係 るF/

S及 び 大 連 港 旧 港 港 区 の 個 別 改 善 計 画 の 作 成

受 入 機 関:交 通 部JICA:社 開 部 開 発 鯛 査 第 一 腺

実 績:61.6コ ン タ ク ト ・ミ ッ シ ョ ン61.11S/W署 名62.4～

63.10本 格 調i査三

分 野:運 輸 交 通 形 似:M/P、F/S

コ ン サ ル タ ン ト等:OCDI、 日本 工 営
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APICOS・ サ ー ビス

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分 野 コ ー ド

APIC情 報 の 検索

各 国 概 観 シー ト

000000010

010

DO

日付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報 種 別 コ ー ド

890520

0900

008

抄録

面 積:960万 平 方Km人 口:10億9,614万 人88年 末)首 都:

北 京 人 種:漢 民 族 及 び55の 少 数 民 族 言 語:漢 語(中 国 語)宗 教:仏 教

、 回 教 、 キ リ ス ト数 等

政 体:人 民 民 主 共 和 制 元 首:揚 間 昆(国 家 主 席)議 会:全 国 人 民 代 表 大 会

外 交:独 立 自主 の 外 交 堅 持 と い う基 本 立 場

わ が 国 の 経 済 協 力(億 円):有 償7,737,21(88年 度 ま で 、E/N)

無 償428. .47(87年 度 ま で 、E/N)技 協242.31(87年 度

ま で 、JICA)主 要 援 助 国(政 府 間 援 助):日 本 、 伊 、 仏 、 カ ナ ダ 、 英 等

18カ 国 対 日貿 易(88年 、 千 米 ドル):軸 出9,858,823輸 入

9,475,987在 留 邦 人 数(88.10):8,345名 在 日 中 国 人

数(88.12):129,269名(在 日 華 僑 を 含 む)

APICOS・ サ ー ビ ス APIC情 報 の 検 索

外 務 省Who,sWho

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分 野 コ ー ド

891204028

000

L

日付

案 件 分 野 コ ー ド

情 報 種 別 コ ー ド

900123

0450

009

抄録
経 済 協 力 局 局 長/木 幡 昭 七

KowataShoshichi

本 籍/福 島 県 昭7.12.25生 昭34入 省

経 歴/経 済 局 、 フ ラ ン ス 、 ベ ル ギ ー 兼 ル ク セ ン ブ ル グ 、 経 済 局 経 済 統 合 躁 、 国

際 機 関2韻 、 中 近 東 ア フ リ カ 局 ア フ リカ 源 、 タ イ 、 フ ラ ン ス 、 欧 亜 局 西 欧1腺

、 西 欧1課 長(49.4)、 官 房 、 経 済 協 力 局 書 記 官(5ユ.12)、 経 済 協

力 局 技 術 協 力1課 長(52.2)、 フ ラ ン ス 参 事 官(54.7)兼 ジ ブ テ ィ 公

使(58.1)、 官 房 外 務 参 事 官 兼 経 済 協 力 局(58.1)、.官 房 審 議 官 兼 経

済 協 力 局(59.8)兼 経 済 局(60.7)、 シ リ ア 大 使(63.1)
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APICOS・ サ ー ビ ス 文 献 情 報 の 検 索

APIC出 版 物 リス ト

デ ー タ 番 号:

地 域 国 コ ー ド:

分 野 コ ー ド:

890622012

998

KO

日付:890217

案 件 分 野 コ ー ド:0900

情 報 種 別 コ ー ド:104

抄録
1経 済 協 力 の 理 念81.2発 行134ペ ー ジ 在 庫 切 れ

2目 で み る 国 際 協 力86.12発 行63ペ ー ジ1500円

3THEDEVELOPINGCOUNTRIESANDJAPA

N在 庫 切 れ

4000円4経 済協 力参加 への手 引

5AGUIDETO

6無 償資金協 力の概要

7無 償資金協 力実績要覧

8我 が 国 の 政 府 開発 援 助(上 ・下)

83発 行32ペ ー・一・一ジ

87.1発 行103ペ ー一・・一ジ

JAPAN,SAID

87.3発 行84ペ ー ジ

発 行 ペ ー ジ

84.2発 行178ペ ー ジ

88発 行 上291ペ ー ジ

下739ペ ー ジ

4000円

在 庫 切 れ

6000円

2000円

2000円

APICOS・ サ ー ビ ス 文献情報の検索
bECD/DAC 議長 報告

デ ー タ番 号

地 域 国 コ ー ド

分野 コ ー ド

890627032

931

KO

日付

案 件 分 野 コー ド

情 報 種 別 コー ド

890216

0900

105

抄録
,88DEVELOPMENTCO -OPERATIONBYJOS

EPHC.WHEELER)目 次(ユ65ペ ー ジ)

PartlCHAIRMAN,SOVERVIEW/1.AREVIE

WOFRECENTWORKINTHEDEVELOPMENT

ASSISTANCECOMMITTEEII.INVESTING

INPEOPLE

Part2TRENDSINRESOURCEFLOWSFOR

DEVELOPMENT/III.TOTALRESOURCEFLOW

STODEVELOPINGCOUNTRIES:TRENDSAN

DISSUESIV.CURRENTAIDTRENDSAND

AIDPOLICYISSUESV.AIDFROMNON－

DACSOURCES吹 貫 続 く
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〈 資 料6>IDRISの 出 力 サ ン プ ル

Agency:JICAFile:36/SDC/1-31SN:13

Donor:JICARecordLastUpdated:19890323AlternateLanguage:JPN

PhilippinesHumanResourcesDevelopmentCentre

フ ィ リ ピ ン人 造 りセ ンタ ー

765831000JPY

--DonorFundingbyFiscalYear--

16 .838000JPY19820401JICAmissions.2experts,

129353000JPY19830401JICAmissions,11experts,equipment

156135000JPY19840401JICAmissions,21experts,equipment

215723000JPY19850401JICAmissions,33experts,equipment

247782000JPY19860401JICAmissions,35experts,equipment

183082000JPY19870401JICAmissions,36experts,equipment

203990000JPY19880401JICAmissions,24experts,equipment

DateFundsCommitted:19820909CompletionDate:19900331Status:Active

Forinformation,contact:InstituteforInternationalCooperation,JICA

--Recipientlnstitutions--

SeafarmingResearchandDeveloprnentCentre.HumanResourcesManagement

Program

Pasig,MetroManilaPH

Address:UniversityofLife,MaralcoAvenue,Pasig,MetroManila,

PhilipPines

LinkwithResearcher:A

ConstructionManpowerDevelopmentCentre(CMDC)

CarnomaCative,DesnarinasPH

LinkwithResearcher:B

CottageIndustriesTrainingCentre(CITC)

Marikina,MetroManilaPH

LinkwithResearcher:C

--Researchers--

Catajoy,-JuveralH. .,Jr.Mr.

Function:Officer-in-c'harge

LinkwithInstitution: .A

P・1・d・B・ ・nard・M… ・・

-108-・



Function:ProgramManager

LinkwithInstitution:A

Dapul,SantiM.Mr.

Function:ProgramDirector

LinkwithInstitution:B

Mashahud,ZafrullahMr.

Function:ProgramDirector
LinkwithInstitution:C

--CooperatingInstitutions--1

Japan.MinistryofAgriculture,ForestryandFisheries

Chiyoda,TokyoJP

Japan.MinistryofInternationalTradeandIndustry
Chiyoda,TokyoJP

/manpower//teachertraining//industrialextension//technologytransfer/
/appropriatetechnology//databanks//managementinformationsystems/

/constructionindustry//cottageindustry//oysterculture//handicrafts/

AreaUnderStudy:/ASEAN//Philippines/

AvailabilityofDocurnents:SeveralJICAmissionreports,suchasEvaluation
teamreport,Technicalguidanceteamreport,areavailableinJapaneseat

JICAlibraryinTokoy.

Abstract:Theprimarygoalofthisprojectistotrainleadersandextension
workersinthefieldsofoysteraquaculture,constructionandcottage

industriesaspartoftheKilusanKabuhayanatKaunlaran(KKK)inruralareas
ofthePhilipPines.Tothisend,thePhilipPineHumanResourcesDevelopment

Centre(PHRDC)hasbeenestablishedwithtechnicalcooperationprovidedby
JICAsinceSeptember1982.TheCentre,asoneoftheASEANHumanResource

DevelopmentProjects,istoimplementthefollowingfourprograms:(1)

projectmanagementforsupPortingPrograms2,3and4;(2)researchand
developmentonyear-roundoysteraquaculture,andcleaningandstoring

technology;(3)trainingProgramforconstructiontechnologyforinstructors

oftheConstructionManpowerDevelopmentCentre(CMDC>;and'(4)training

programforinstructorsoftheNationalCottageIndustriesTrainingCentre
(NCITC)andcooperationforestablishmentoftheRegionalCottagelndustries
TrainingCentre(RCITC).

Notes:with3.110millionyengrantforthebuildings.77participantswere

trainedinJapan.
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Agency:JICA

Donor:JICA

File:93.8/MCF/5-111SN:42

RecordLastUpdated:19890323 AlternateLanguage:JPN

TuberculosisControl

イ エ メ ン 結 核 対 策

387713000 JPY

－－DonorFundingbyFiscalYear-一

44684000

111844000

91483000

139702000

110250000

103856000

JPY

JPY

JPY

JPY

JPY

JPY

19830401

19840401

19850401

19860401

19870401

19880401

DateFundsCommitted:198330901

JICA

JICA

JICA

JICA

JICA

JICA

m1SSlons,

mlSSIons,

mlSSIons.

m1SSlons,

m1SSlons,

mlSSIons,

1expert,

3expert,

5expert,

15expert,

10expert,

10expert,

CompletionDate:19880831

equipment

eqUlpment

equlpment

equipment

eqUipment

equlpment

Status:Close.d

Forinformation,contact:InstituteforInternationalCooperation,JICA

－－Co-fundingAgencies-－

WHO

－－RecipientInstitutions-－

SanaaTBCentre

SanaaYE

ParentInstitution: Yemen.MinistryofHealth

－－Researchers-－

YahiaAlDramDr.

Function:Director

/tuberculosis/
rnedicine/

/publichealth//medicalcare//medicalpersonnel/'/preventive

AreaUnderStudy:/Yemen/

Abstract:Tuberculosisstillremainsasthemostimportantproblemofpublic

healthinYemenArabRepublic.Accordinglythisprojectwasorganizedto

strengthentheactivitiesoftheNationalTuberculosisControlandTraining

Center,thuscontributingtothepromotionofpublichealthandwelfarein

theYemenArabRepublic.Theobjectivesoftheprojectduringthetermof

cooperationare:(1)toimprovetheorganizationalaspectofthenational

tuberculosiscontrolsystem:(2)todeveloptechniquesofprevention,

diagnosisandtreatmentoftuberculosisintheNationalTuberculosisCenter

inSanaaandotherregionalTuberculosisCenters;(3)toconductsurveysand

trialsnecessaryfortheimprovementoftheNationalTuberculosisContro1
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Programme;and(4)toprovidetechnicalguidanceandadvicetotheYemen

counterpartpersOnnel.

Notes:1.998millionyengrantforthebuilding.6participantsweretrained

inJapan.

Agency:IFS

Donor:IFS

File:B/0551-1XISN:5110

AlternateLanguage:FRE

Utilizationofsugarcaneproductsandby-productsofsugarmanufactureas

basicfeedsourcesforducks

49000SEK

－－DonorFundingbyFi§calYear--

49000SEK19810000

DateFundsCommitted:19810000 CompletionDate:19850000 Status:Closed

－－RecipientInstitutions-一'

Mauritius.MinistryofAgricultureandNaturalResourcesandtheEnvironmentC

ureripeLivestockBreedingStation

CureripeMU

Address:CureripeLivestockBreedingStation,AnimalProduction

Division,MinistryofAgricultureandNaturalResourcesandthe

Environment,CURERIPE

－－Researchers-－

Rajkomar,BalrajMr

/mixedfarming//animalhusbandry//feedproduction//molasses//sugar/

/algae//fishculture//feedsupplements/

AreaUnderStudy:/Mauritius/

Abstract:Mauritiusisalmostself-sufficientinchickenmeatandeggs,but

theproductionisdependentonimportedfeeds.Mr.Rajkomarwilltryto

developduckproductionsystemsbasedonlocally-availablefeeds.Dietswill

beformulatedwithgradedlevelsofmolasseswithorwithoutsugar

supplementation.Thesewillbecomparedwithcerealbaseddiets.Trialswith

sugarcanejuicewillalsobecarriedout.Localprotein-richforages,such

asalgae,waterferns,〈Leucaena>,sweetpotatovines(〈lmpomoea><batatas>)

and〈Azolla>willbetriedtoreplaceimportedproteinfeed.Growth

performanceofducksinanintegratedsystemwiththerecyclingoftheduck

excretainfishpondswillalsobestudied.

一111一



<資 料7>参 考 文 献 一 覧

1)「 我 が 国 の 政 府 開 発 援 助 」(上 ・下)、 外 務 省 経 済 協 力 局 編

(財)国 際 協 力 推 進 協 会 、1990年10月

2)「 経 済 協 力 の 現 状 と 問 題 点(1989)」(〈 総 論 〉 ・〈 各 論 〉)、

(財)通 商 産 業 調 査 会 、1990年9月

3)「ODA(政 府 開 発 援 助)の 現 状 と 課 題 」(1・ll)、

大 蔵 省 印 刷 局1989年11月

4)「 国 際 協 力 事 業 団 年 報(1990)」 、 国 際 協 力 事 業 団 編

(財)国 際 協 力 サ ー ビ ス ・セ ン タ ー1990年10月

5)「 海 外 経 済 協 力 便 覧(1990)」 、 海 外 経 済 協 力 基 金 編

国 際 開 発 ジ ャー ナ ル社、

6)「 経 済 協 力 参 加 の 手 引 」、 外 務 省 監 修 、

(財)国 際 協 力 推 進 協 会

7)「 目 で み る援 助 プ ロ ジェ ク ト」、 外 務 省 監 修、
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禁 無 …断 車云載

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン タ ー

東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ン タ ー ビル7階

TELO3-3459-858

委 託 先 財 団 法 人 日本 国 際 協 力 シ ス テ ム

東 京 都新 宿 区市 ヶ谷 本 村 町42番 地

経 済 協 力 セ ン タ ー ビル別 館7階

TELO3-5379-182

印 刷 所 株 式 会 社 大 鷹

東 京 都千 代 田 区 内神 田2-9-6

TELO3-3252-1448
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